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サンタと晴海　十二月二十二日（火）







　ゴッ、ゴロゴロゴロ………

　孝こう太た郎ろうの投げたボウリングの玉はレーンの上で一度軽く跳はねた後、真まっ直すぐに転がっていく。そのスピードはかなり速く、二十メートル程ほどのレーンをあっという間に駆かけ抜ぬけていった。

　ゴガァン

　ボールは狙ねらい通り一番ピンにぶつかり、そのまま後ろのピンを薙なぎ倒たおしていく。そしてボールの進路上にないピンも、他のピンに弾はじかれて次々と倒れていった。

「倒れろっ、全部倒れろっ！」

　孝太郎は大声をあげる。それは気合でピンを薙ぎ倒さんばかりの迫はく力りよくだった。しかし気合は全すべてのピンには届かず、一本だけ倒れずに残ってしまった。

「くっそー、駄だ目めだったかっ」

「コウ、お前は馬ば鹿か正しよう直じき過ぎるんだよ」

　肩かたを落とす孝太郎に笑いながら、椅い子すに座すわっていた賢けん治じが立ち上がる。ペアのゲームなので、次は賢治の投げる番だった。

「もう少し回転をかけて一番ピンを狙わないと、いつも運頼だのみになるぞ」

「うるさいな、好きにやらせろよ。小細工は性に合わないんだよ」

「回転かけるぐらい、小細工に入んねーっつーの」

　孝太郎と入れ替かわりにレーンに立った賢治は、流れるような美しいフォームでボールを投げた。賢治の投げた玉は孝太郎のものとは違ちがい、滑なめらかな曲線を描えがいて転がっていく。それは玉に適度に加えられた回転によって生み出されたものだった。

　カコォン

　そして玉は狙い過たず、残っていた一本のピンを撃うち抜いた。

「なっ？」

「残ったピンが一本だけなんだからよ、回転かけようがかけまいが一いつ緒しよだろうが」

　賢治の適切なフォローのおかげで、孝太郎達たちのこのフレームのスコアはスペア。だが、孝太郎はどことなく不ふ機き嫌げんだった。










　今日は十二月二十二日。平日の午後だが、冬休みに入っているので高校は休みになっている。

　孝太郎と賢治は冬休みを利用して駅前まで遊びにきていた。そして二人はボウリング場で開かい催さいされていた、ペアのスコアランキングに参加。二人が一緒にボウリングをやっていたのは、そういう事情なのだった。

「大漁大漁」

「トップは取れなかったけどな」

「どうしてお前はそうやって他人の良い気分に水を差すかね、マッケンジー君」

　ボウリング場を出た二人の手には商品券が握にぎられていた。最終的に二人の出したスコアは百八十。素人しろうとにしてはかなりの好成績だった。おかげでランキングの上位に入り、商品を貰もらう事が出来た。貰ったのは駅前の商店街で利用できる商品券を二千円分だった。

「俺おれは上を目指すタイプなんでな」

「こっちは生活かかってんだよ」

　貰ったのは大した額ではないが、一人暮らしの孝太郎にはありがたい臨時収入だった。今の孝太郎にとってはトップ賞のハワイ旅行よりも、商品券の方がよっぽどありがたいのだ。冬場で何かと出費がかさんでいたし、仮にハワイに行けば余計な出費に繋つながる。商品券二千円分は、今の孝太郎の身みの丈たけに合った商品なのだった。

「あー、そうそう、そんな貧しいお前に俺からのクリスマスプレゼントだ」

　話の途と中ちゆうで賢治は何かを思い出し、自分の鞄かばんを探さぐり始める。孝太郎が賢治の方を向くと、賢治は鞄の中から二冊の冊子を取り出した所だった。

「何だそれ」

「何だじゃないだろ。元々この為ために会う筈はずだったろ」

「そうだったそうだった」

　賢治が孝太郎に差し出した冊子の表紙には、大きく『白銀の姫ひめと青き騎き士し　第二章』と書かれていた。それは先日ティアが書き上げた、新しい演劇の台本だった。

　孝太郎と賢治がこの日会う事になったのは、大半が遊びの為だったのだが、きっかけは賢治が孝太郎に新しい台本を渡わたす必要があったからだった。

「へぇ、今度のはちゃんと本になってるんだなぁ」

　台本を手にした孝太郎は、ページをめくりながら感心する。前回の台本は印刷した紙をクリップで留とめただけの代しろ物ものだったのだが、今回のものはきちっと製本されて立派な本になっていた。

「今回は予算が大きいからな」

「なんか身につまされる話だな」

　前回の舞ぶ台たいが好評だったおかげで、高校側から臨時に演劇部の予算が増額された。また商店街がスポンサーに付いてくれたので、そちらからの援えん助じよもあった。おかげで今度の舞台はかなり大がかりなものになる予定だった。

「ところで何で二冊なんだ？」

「一つは桜庭さくらば先せん輩ぱいの分だ。どうせ部活で会うんだろう？」

「ああ、そっか。分かった、渡しておく」

　孝太郎は頷うなずくと二冊の台本を自分の鞄の中にしまい込んだ。

　編み物研究会は冬休みの間にも活動が予定されている。明日も活動の予定なので、孝太郎はそこで晴海に台本を手て渡わたすつもりでいた。

「さてと」

　孝太郎は荷物をしまうと、携けい帯たいを取り出して時間を確かく認にんする。時刻は午後三時を回った所だった。

「マッケンジー、俺、そろそろ時間だから行くわ」

「何だ、もう帰るのか？　もうちょっと良いじゃないか」

「そうもいかない。実は新しいバイトを始めたんだ」

「バイト？」

「ケーキ屋のビラ配りだ」

　孝太郎と賢治は今も遺い跡せきの発はつ掘くつのアルバイトを続けている。しかし年末年始は発掘は休みなので、孝太郎はその代わりになるアルバイトを始めたのだった。

「そんなに生活苦しいのか？　親おや父じさんが生活費入れてくれてるんだろ？」

「親父の仕送りに手を付けないのが、粋いきな男ってもんよ」

　孝太郎は自じ慢まんげに笑うと、携帯をポケットに押おし込んだ。そしてあっさりと賢治に背を向ける。

「んじゃな」

「おう、またな」

　孝太郎はそのままスタスタと歩き去っていく。賢治の方を振ふり向く事もない。

「………うーん、新しいバイト、なぁ………」

　後に残された賢治は孝太郎の背中を見ながら首を傾かしげる。賢治には新しいバイトという部分が引っ掛かかっていた。

　賢治は孝太郎と同じ遺い跡せき発はつ掘くつのアルバイトをしているので、孝太郎の財政状じよう況きようは良く分かっている。そこからするといくら年末年始で入り用でも、新しいアルバイトが必要とも思えなかった。

「………最近あいつ付き合いも悪いし、もしかして彼かの女じよでも出来たか？　それでクリスマス資金を？　いや、まさかな………」

　そうやって賢治が考えを巡めぐらせていると、孝太郎と入れ替わるように何者かが賢治に近付いてきた。

「彼女ってマッケンジー君、また新しい子と付き合い始めたの？」

「あらっ？　サトミ様は？」

　やってきたのは静しず香かとルースだった。駅前まで買い物に来ていた二人は、スーパーマーケットから出た所で孝太郎と賢治を発見し、ボウリング場の前までやってきたのだ。

「あれ？　笠かさ置ぎさんとルースさん？」

「こんにちはマッケンジー君」

「こんにちは。それでマッケンジー様、サトミ様はどちらに？　先さき程ほどまではこの辺におられたようでしたが」

　挨あい拶さつもそこそこに、ルースは孝太郎を探してきょろきょろとあたりを見回し始める。

　平日の昼間ではあるが、冬休みと主婦達たちの買い物時間が重なり、駅前にはそれなりの人出がある。おかげで既すでに孝太郎の姿は見えなくなっていた。

「コウの奴やつならたった今、新しいバイトがあるからって帰りました」

「新しいアルバイト？　聞いてる、ルースさん？」

「いいえ、初耳ですが」

　孝太郎が新しいアルバイトを始めた事は、静香もルースも聞いていなかった。

「お二人も聞いてなかったんですか？」

「マッケンジー君もなの？」

「はい。俺も今聞いたのが初めてでした。それにしてもお二人も知らないとなると………こりゃあいよいよ怪あやしいなぁ」

　賢治はニヤリと笑うと、孝太郎の去っていった方向に目をやった。その顔は孝太郎が賢治に悪戯いたずらする時の悪い笑え顔がおによく似ていた。ルースはそんな賢治の顔を見てクスリと笑うと、賢治に言葉の意味を尋たずねた。

「怪しいって、どういう意味でしょうか？」

「コウの奴は新しいアルバイトの事を、俺おれ達たちのような身近な友達にまで黙だまっていたんです。恋こい人びとでも出来て、遊ぶ金を貯ためているのではないかと思いまして」

　賢治は孝太郎に恋人でも出来たのではないかと考えていた。

　孝太郎は賢治にもルース達にも新しいアルバイトの事は黙っていた。賢治は昔からの付き合いだし、ルース達は最近孝太郎と仲が良い。それなのに黙っていたという事は、後ろめたい隠かくし事ごとでもあるのではないか、もしくは触ふれられたくないお金の使い道なのか、というような事を想像したくなる。孝太郎が悪事に手を染めているとも思えないので、自然と可能性は絞しぼられるのだ。

　だから賢治は恋人ができたのではないかと推理した。

　賢治が女の子と一緒にいるのを嗅かぎ付けると、孝太郎も静香達たちも興きよう味み津しん々しんで大おお騒さわぎをする。だから孝太郎は同じ事が自分に起こる事を恐おそれて恋人の存在を隠そうとする筈。賢治はそんな風に考えていたのだ。

「里さと見み君に彼女かぁ。一体誰だれだろう………うわぁっ、気になるぅっ！」

　賢治の話を聞くと、静香は目を輝かがやかせる。静香はこの手の話題に目がなく、すぐに孝太郎のカップリングについてあれこれ想像を巡らせ始めた。

「サトミ様に、恋人ですって………？」

　そんな静香とは正反対の反応を見せたのがルースだった。彼女はそれまでの温和な表情を引っ込め、いくらか厳しい表情を作る。

　―――まさか、キリハ様との関係が進展した、などという事は………。

　孝太郎の女性問題は、そのままティアの問題になる。それだけにルースには容易に看過できない問題なのだった。










　そんな風に自分に注目が集まっているとは露つゆ知らず、当の孝太郎はアルバイトに精を出していた。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工こう房ぼう春はる風かぜでは、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！」

　孝太郎の新しいアルバイトは、サンタの衣装を身に着けてのビラ配りだった。

　駅前にあるパン屋『パン工房春風』では、今年もクリスマスケーキを販はん売ばいする。孝太郎はその宣伝の為のビラを配っていた。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工房春風では、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！」
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　クリスマスケーキを取り扱あつかっているのは孝太郎のバイト先『パン工房春風』だけではない。スーパーマーケット、デパート、コンビニ、洋よう菓が子し店と、近所にライバルは数知れない。だからビラ配りをする事で、少しでもシェアを拡大してライバルに差を付けたい。日本全体が構造不ふ況きようから脱だつ却きやくできない昨今、クリスマスケーキひとつにも熾し烈れつな争いが存在しているのだった。

　―――ほんと、身につまされる話だよなぁ………。

　行き交う人々にビラを配りながら、孝太郎はしみじみとそう思う。孝太郎もパン屋も台所事情は同じなのだ。

　しかし、孝太郎とパン屋には決定的な違いがあった。

「こんばんは、サンタさん」

　聞き慣れた、それでいて嬉うれしくなるその声。その優やさしげな声が耳に届いた時、ビラを配り続ける孝太郎の手が止まった。

「あれっ？　桜庭先輩？」

　声の方に目を向けると、そこには晴海の姿があった。日が暮れて寒風吹ふき荒すさぶ中、彼女は孝太郎に笑いかけていた。晴海は線が細く、パッと見は弱々しい印象がある。しかしその姿を見た時から、孝太郎は不思議とあたたかな気分になっていた。それは孝太郎が桜庭晴海という少女の事を正しく理解しつつあるためだった。

　そして孝太郎と目が合うと、晴海は少しだけ笑顔の種類を変える。それは彼女が最近になってようやく見せるようになった、悪戯めいた笑顔だった。

「ふふ、私、結構良い子にしていると思うんですけど、ビラしか頂けませんか？」

　晴海は軽く目を細めると、孝太郎に向かって両手を差し出す。それはまるで父親にプレゼントをねだる子供のような姿だった。

「はははっ、新しい演劇の台本ならありますよ」

「それはプレゼントのうちには入りません。サンタとしてのプライドを持って下さい」

「アルバイトのサンタにそこまで要求しないで下さいよ」

「ふふふっ」

　孝太郎も笑顔を作り、晴海と一緒に笑い合う。最近はこうして冗じよう談だんめいたやりとりも出来るようになった二人だった。

　ちなみにこうした晴海の進歩には、ゆりかの恋れん愛あい指南が大きく影えい響きようしている。実技面ではイマイチ役に立っていないのだが、晴海の心構えに変化が出始めていた。

　このままではいけない。待っているだけでは何も始まらない。

　ゆりかのおかげで、そんな気持ちが晴海の胸に芽生え始めていたのだ。

「とりあえずビラをどうぞ」

「ありがとう、サンタさん」

　孝太郎は手持ちのビラを一枚、晴海に手渡した。晴海もやはり女の子。ビラを手にすると、書かれている内容を熱心に読み始めた。

「台本の方は明日部室でお渡ししますよ。荷物がバイト先に置きっぱなしなので」

「お願いします」

　よほどケーキが気になるのか、晴海は返事はしたものの目を上げる事はなかった。普ふ段だんの晴海は真っ直ぐに孝太郎を見て話をする。だから晴海がケーキに心奪うばわれている事は、孝太郎にはよく分かっていた。だからそんな晴海の姿が可愛かわいらしいやらおかしいやらで、孝太郎は笑い声を漏もらし始めた。

「ふふ、はははっ」

「里見君？」

　孝太郎の笑い声は気になったようで、晴海は両手でビラを握ったまま、目だけを動かして視線を孝太郎に向けた。

「どうかしたんですか？」

「あ、いえ、ククッ、桜庭先輩が子供みたいだったんでつい。ククッ、プクククッ」

「もう、里見君っ」

　すると晴海自身も自分がどういう行動をしていたのかに気付き、頬ほおを赤らめた。そして赤くなった頬を軽く膨ふくらませると、いくらか恨うらみがましい視線を孝太郎に向けた。

「そんな可愛い格好しているのに、ひとの格好を見て笑う事ないじゃありませんか」

「俺のは仕事ですからね」

「そういうドライな里見君は嫌きらいです」

　そうやって頬を膨らませたまましばらく孝太郎の姿を眺ながめていた晴海だったが、やがて小さな笑顔を作ると、再び孝太郎に向かって両手を差し出した。

「その帽ぼう子し、貸してくれませんか？」

「これを？」

「はい」

　孝太郎は言われるままにサンタの帽子を脱ぬぐと、晴海に手渡した。晴海はそれを両手で持ってしばらく眺めた後、自分の頭の上にのせた。

「似合いますか？」

「さっきより更さらに子供っぽくて、可愛い感じです」

「さとみくんっ！」

「でも、そういう事ならこっちもどうぞ」

　孝太郎は晴海の抗こう議ぎの声を受け流しつつ、近くに置いてあった大きな袋ふくろに手を突っ込んだ。その袋はサンタの衣装のひとつで、いわゆるサンタがプレゼントを入れて担かついでいるあの大きな袋だった。衣装の一部なので、その中身は殆ほとんどが綿だ。しかし綿以外にも入っているものがあった。

「これも着ると良いですよ」

「ありがとう、里見君」

　孝太郎が袋から取り出したのは、予備のサンタの衣装だった。今年のアルバイトは孝太郎一人だが、どうやら以前は二人だったらしく、衣装は二着分あったのだ。孝太郎から衣装を受け取った晴海は、制服の上から袖そでを通していく。

「どうですか？」

　サンタの帽子と上着を身に着けた晴海は、両りよう腕うでを広げて孝太郎の前でくるりと一回転してみせる。

　―――へぇ………こういうのもよく似合うんだな、桜庭先輩は………。

　それを見た孝太郎は胸の中ではそういう風に思っていたのだが、口では正反対の事を言った。

「学芸会みたいで、面おも白しろいです」

「最近、里見君は意地悪です」

　晴海が孝太郎に対して様々な感情を見せるようになったように、孝太郎の方にも少しずつ晴海への感情に変化が起こっていた。かつての孝太郎なら、晴海にこういう種類の冗談は言わなかっただろう。それは晴海が勇気を出したからこその変化だった。

　―――なんだかいいな、この感じ………。

　晴海自身もその変化を感じ取っていて、孝太郎とのこうしたやりとりに喜びを見み出いだしていた。これこそが晴海自身が望んでいたものだったからだ。

　―――もうちょっとだけ、頑がん張ばれるかな………。

　だからこそ、晴海はもう少し頑張ってみる事にした。このままではいけない。待っているだけでは何も変わらない。その想おもいは、確実に晴海を強くしていた。

「里見君、もっとビラを下さい」

「先輩？」

　晴海は再び孝太郎に向かって両手を差し出した。

「残りはあと少しみたいだし、手伝います、ビラ配り」

「あ、いや、これはアルバイトだし、手伝ってもらう訳には―――」

「さっきはビラをくれたじゃありませんか。もっとください」

「そういう意味じゃあ―――」

「えいっ」

「あっ」

　孝太郎が反論している間に、晴海は孝太郎の手の中からビラを半分持っていってしまった。残りは五十枚ほどだったので、孝太郎の手の中に残ったのは二十五枚くらいだった。

「先輩………」

「ふふ。たったこれだけですよ、里見君。この程度、お手伝いのうちには入りません」

　困り顔の孝太郎。ビラを手にして笑顔の晴海。

　衣装こそお揃そろいだったものの、二人の表情は正反対だった。










「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工房春風では―――ありがとうございます、よろしくお願いしまーす！」

「里見君っ」

　孝太郎の手の中から最後のビラがなくなった時、同じくビラを配り終えた晴海が戻もどってくる。年としの瀬せの人の波にさらわれそうになりながらも、晴海は元気な笑顔を浮うかべていた。

「里見君っ、こっちは終わりましたよ！」

「俺おれも今終わりました。桜庭先輩が来てくれたおかげで、あっという間に終わりましたよ」

　晴海が手伝い始めると、ビラは飛ぶように減っていった。やはり若い女性がサンタの衣装を着ていると注目度が違ちがうようで、孝太郎一人の時の何倍もの勢いだった。おかげで配るのを再開して十分も経たたないうちに、ビラは全すべてなくなってしまっていた。

「ふふ、お役に立てて何よりです」

「本当にありがとうございました、先輩」

　嬉しそうに笑う晴海に、孝太郎は頭を下げる。そうして頭を下げながら、孝太郎は二人でビラ配りをしている間に感じていた事を思い返していた。

「それにしても桜庭先輩、春はる頃ごろに比べると、少し感じが変わりましたね」

　それを素す直なおに口にする。別に悪い事ではなかったので、とりたてて黙っているような事ではなかった。

「えっ？　ど、どこがですか？」

　晴海は自分の顔や身体に触れながら、心配そうな表情を作る。晴海は孝太郎が外見の変化を口にしたと思ったのだ。晴海も女の子。異性から変化を指し摘てきされれば気になる。それが孝太郎であれば尚なお更さらだった。

「もしかして、太ったとか、痩やせたとかですかっ？　変わってない筈はずなんですけどっ」

「違いますよ、もぅ………」

　そんな晴海の姿に、孝太郎は苦く笑しようする。

　―――やっぱり桜庭先輩、少し変わったな………。

　孝太郎はあたふたと慌あわてる晴海を見ながら、改めてそう感じていた。今のこういう姿ももちろんなのだが、春頃の晴海はビラ配りは苦手だった筈なのだ。実際、春の部活の勧かん誘ゆうの時などは声は小さく、目立たず、ひっそりとしたものだった。そんな彼女が、今はこうしてビラ配りを手伝ってくれている。他人が苦手そうな様子もあまり感じられない。それは孝太郎でも分かるくらいの、大きな進歩だった。

「桜庭先輩、以前は人前が苦手だったじゃありませんか。それなのに今はこうしてビラ配りを手伝ってくれて。春頃とは別人みたいですよ」

「さ、里見君っ」

　孝太郎に素直に褒ほめられ、晴海は顔を赤らめる。自分の変化は晴海自身もよく分かっていた。そしてそれがどうして起こったのかも。だからそれを孝太郎に褒められてしまうと、これまで感じていなかった恥はずかしさがどっと押し寄よせてくるのだった。

「それはそのっ、だって、舞ぶ台たいやヒーローショーに出ていれば、自然とそれなりの度胸はつきますよっ」

「そうかもしれませんね」

　晴海の言葉に孝太郎は納なつ得とくする。演劇やヒーローショー、それに伴ともなう練習。人前に出る事の多くなった晴海は、自然とその環かん境きように慣れていったのだ。

　―――迷めい惑わくをかけてるかとも思ってたけど、結果はオーライか。

　孝太郎は満足して大きく頷うなずいた。

「………それに、ずっと里見君が一いつ緒しよだった訳だし」

「はい？」

　少し考え込んでいた孝太郎は、続いた晴海の言葉を聞き漏らしていた。

「あっ、いっ、いえっ、なんでも、なんでもないですっ」

　晴海は慌てて両手を振って誤ご魔ま化かす。思わず本音が飛び出してしまったが、その言葉はまだ孝太郎に聞かれてはまずい種類の内容だった。だから孝太郎が聞き逃のがしたのなら、それで構わなかった。

「そうですか？」

　孝太郎はそんな晴海の行動を不自然には感じていなかった。孝太郎は晴海が褒められるのが苦手なのもよく分かっている。だから今回もそうだろうと考えていた。そんな訳で孝太郎は自然と話を先に進めた。実は話したい事がもう一つあったのだ。

「でもまあ、結局俺のバイトを手伝わせてしまった訳ですし、何かお礼をしなければいけませんね」

　孝太郎は晴海にお礼をしようと思っていた。流石さすがにお金を稼かせぐバイトを手伝わせて、そのままおしまいという訳にもいかなかった。

　―――でも、桜庭先せん輩ぱいはこういう部分も遠えん慮りよするからなぁ………。

　しかし晴海はお礼と言ってしまうと恐きよう縮しゆくしてしまう。実際今もそうで、晴海はお礼は必要ないと首を横に振ふった。

「お礼だなんてとんでもない。別にこれくらい」

「そういう訳にはいきませんよ。部活やボランティアを手伝って貰もらった訳じゃないんですから」

　―――ん？

　その時、孝太郎は晴海の身に着けているサンタの衣装に目を留めた。

　―――そうだ、どうせだからそうしよう！

　孝太郎は一計を案じると、すぐに晴海に話しかけた。

「桜庭先輩、二十四日はお暇ひまですか？」

「二十四日？」

　孝太郎の口からその日付が飛び出してきた時、晴海は大きく胸を高鳴らせた。

　今日は二十二日なので、明後日が二十四日。今月は十二月なので、十二月二十四日の事だ。

　―――クリスマスイブだ………。

　それは気になる異性の口から飛び出すと、特別な意味を想像してしまう日付だった。

「ひ、暇です、けど………」

　晴海は真っ白になりそうな頭を懸けん命めいに働かせ、動どう揺ようを必死に押おし殺ころしながら、絞り出すようにしてその短い言葉を口にした。この時の緊きん張ちように比べたら、舞台やビラ配りの緊張など、塵ちり芥あくたのようなものだった。

「そうでしたか。だったら、俺に時間を貰えませんか？」

「あっ―――」

　だから孝太郎が誘さそいの言葉を口にした時、晴海は冗談ではなく心臓が止まりそうになった。










　一〇六号室に帰った孝太郎を出で迎むかえたのは、不思議なくらい上じよう機き嫌げんなティアの笑え顔がおだった。ティアはその瞳ひとみを強く輝かせながら、左手で胸むな元もとに一冊の冊子を抱だき抱かかえている。そして彼かの女じよは孝太郎の顔を見るなり、空いている右手を孝太郎に差し伸のべた。

「ただい―――」

「待ちかねたぞコータロー。早くあがるのじゃっ」

　ティアの右手は素す早ばやく孝太郎の右みぎ腕うでを掴つかむ。そして彼女は孝太郎がただいまの挨あい拶さつを終える前に、その手を引いて部屋へ引き入れた。

「お、おいっ、まだ靴くつがっ」

「土足でよい。わらわが許す」

「許すじゃ………ちょ、ちょっと待てっ！」

　孝太郎はバランスを崩くずしつつも、なんとか靴を玄げん関かんに脱ぎ捨てる。そして玄関に落ちた靴は、近くを漂ただよっていた早さ苗なえがきちんと揃えた。

『嬉しいのは分かるけど、子供じゃないんだから………』

　早苗はティアに呆あきれていた。しかし実の所、今のティアの行動は普段の早苗と大して変わらない。けれど早苗はその事には気付いていないようだった。










「おかえりなさいませ、サトミ様」

「帰ったか、孝太郎」

　台所で夕食を用意しているルースとキリハの背後を通り抜ぬけて六畳じよう間に入ったティアは、孝太郎の手を引いて部屋の奥おくの壁かべへ近付いていく。部屋の真ん中でテレビを見ていたゆりかは、そんなティアの迫はく力りよくに圧おされて慌てて道を空けた。

　奥の壁はティアが近付くと、ちょうど畳一畳じよう分ぶんほどの大きさの縦長の長方形に光り始める。その光る長方形は、軌き道どう上に停てい泊はくしている『青あお騎き士し』へと続く扉とびらだった。

「コータロー、すぐに始めるぞ」

「始めるって何を？」

　孝太郎がそう訊きき返した時、ようやくティアは足を止めた。

　―――なんだ？　ティアの奴やつどうしたんだ？

　ティアが止まった事で、孝太郎はようやく一息ついた。それと同時にティアは孝太郎の方に振りかえる。そしてティアは軽く頬を膨らませながら、左手に持っていた冊子を孝太郎の顔に突つき付けた。

『白銀の姫ひめと青き騎士　第二章』

　―――なるほど、そういう事か。道理で………。

　冊子の表紙に書かれたその文字を見て、孝太郎はティアが興奮気味である理由を理解した。ティア自身が書いた新しい演劇の台本。孝太郎はティアが執しつ筆ぴつする姿をずっと見て来たので、思い入れの深さはよく知っていた。

　ちなみにティアの持っている台本はルースが持ち帰ったものだった。ルースも孝太郎と同様に、賢治から台本を貰ってきたのだ。

　孝太郎が事情を悟さとったすぐ後、台本がゆっくりと下に下がっていく。そしてその向こうから、ティアの顔が覗のぞいた。

「………」

　台本の陰かげから覗いたティアの表情は、どことなく不安げで、申し訳なさそうだった。孝太郎にはそんなティアの姿が粗そ相そうを詫わびる子犬のように見えた。

　孝太郎のその考えは当たっていて、ティアはこの時ようやく自分がはしゃぎ過ぎている事に気付き、孝太郎が怒おこっていないかその表情を窺うかがっていたのだった。

「あー………」

　一言文句を言ってやろうと思っていた孝太郎だが、ティアのその顔を見た途と端たん、文句は喉のどの所で消えてしまっていた。

　―――そういう目で人を見るな、ったくぅ………。

　不安そうに微かすかに揺ゆれるティアの瞳。それをまともに覗きこんでしまった孝太郎は、ガリガリと頭を掻かくと、苦笑気味の笑顔を作った。

「分かったよ。でも俺にも用意があるから、ちょっと待ってくれ」

「あっ………」

　ティアの表情がパッと明るくなり、同時に頬が僅わずかに赤らむ。孝太郎が怒っていない事が分かってホッとしたのと、自分の行動に恥ずかしくなっての事だった。

「済まぬ、コータロー。台本が届いて少々気が逸はやっておった。練習は後回しにしよう」

　そしてティアは掴んだままになっていた孝太郎の手を解放する。

　―――こういうティアに甘あまい顔かおをするから、いつも苦労するんだぞ、孝太郎………。

　そんなティアの姿を眺めながら、孝太郎は自分を叱しかりつける。しかしそうしてもなお、孝太郎は微笑ほほえむティアを見ていると、彼女の言う通りにしてやろうと思ってしまうのだった。










　ティアは食事の最中も、台本のページをめくり続けていた。食事を口に運びつつ、台本の内容の再確かく認にんと、間ま違ちがいがないかのチェックに余念がなかった。

「ふふ」

　ルースはそんなティアの様子を見ながら小さく微笑む。いつもなら行ぎよう儀ぎが悪いと注意する所なのだが、ルースはこの演劇に関してだけは大目に見る事にしていた。ルースはティアがどれだけこの舞台に懸かけているのかを知っているし、その根幹には伝説の青騎士への憧あこがれと、母親のエルファリアへの思し慕ぼの念が見え隠かくれしている。長い付き合いのルースだから、そういうティアの気持ちを傷付けるような選せん択たく肢しは無いのだった。

「おかわりはいかがですか、サトミ様」

「お願いします」

「はい、ただいま」

　そんなルースがこっそりと始めたのは、孝太郎の健康管理の徹てつ底てい。一ヶ月後の舞台まで、青騎士役をする孝太郎の健康を維い持じする。それはルースにしか出来ない、とても重要な役目だった。

　―――いつもありがとうございます、サトミ様………。

　孝太郎から茶ちや碗わんを受け取りながら、ルースは胸の内で呟つぶやく。孝太郎の健康管理を始めたのは、何も舞台の為ためばかりではない。何かと苦労をかける事が多い孝太郎への、感謝の印でもあったのだ。

「コータロー、此こ度たびは戦いのシーンが多い。そこで特訓は戦せん闘とう訓練を軸じくにしようと思うのじゃが」

「という事は、騎士の作法の訓練はなしかっ!?」

「うむ。此度の舞台は戦争の話なのでのう、作法が重要になる局面は少ないのじゃ。もちろん余よ裕ゆうがあればやるのじゃがの」

「よぉしっ、のったっ！　やったぞっ！」

　孝太郎とティアの特訓の方針を聞きながら茶碗にご飯をよそっていたルースだったが、そこで自分にも孝太郎達たちに相談したい事がある事を思い出した。

「サトミ様、シズカ様、ちょっとよろしいでしょうか？」

「はい？」

「どうしたの、ルースさん」

「実は折り入ってご相談が」

　コトン

　ルースはちゃぶ台に孝太郎の茶碗を置くと姿勢を正した。ティアと話をしていた孝太郎と、お茶を飲んでいた静香は、ルースの様子から真ま面じ目めな雰ふん囲い気きを悟り、同じく姿勢を正した。

「それで、相談と仰おつしやってましたけど」

「はい。先さき程ほどの殿でん下かとサトミ様のお話を聞いていて思い出したのですが、わたくしにも稽けい古こをつけて―――えと、戦い方を教えて欲ほしいのです」

　ルースの相談は、普ふ段だんの彼女からは想像もつかない、意外な内容だった。その不思議な相談に、孝太郎と静香は思わず目を丸くして顔を見合わせた。

「稽古って、本気なの？」

「はいっ、もちろんでございますっ！」

　思わず訊き返した静香に、ルースは力強く頷いた。

「なんというか、自分でも理由は分からないのですが、何日か前から急に強くならなければいけないような、そんな気がしてならないのです」

　ルースはその形の良い眉まゆをきりりと寄せて言い切った。彼女の瞳は本気だった。

「何日か前って―――」

「それはまさか―――」

　孝太郎と静香は同時に同じ事に思い至る。

　それはルースが遊園地のヒーローショーに乱入して、カブトンガーに負けた時の事。

　カブトンガーとして戦った当の静香だけでなく、話を聞かされていた孝太郎もすぐにそれが原因だと気付いた。

「わたくしは強くならなければいけないのですっ！　どうしても倒たおさなければいけない強大な敵がいる、わたくしにはそう思えてならないのですっ！」

　ルースには凶きよう暴ぼう化かしている時の記き憶おくはない。しかしカブトンガーに―――正確には中身の静香にだが―――喫きつした敗北はルースの潜せん在ざい意識の中に深く刻み込まれ、彼女に強くならなければいけないという欲求を植え付けたのだった。

「強くなりたいってなぁ………」

　孝太郎は決意に燃えるルースから、その隣となりのティアに視線を移す。すると孝太郎の視線に気付いたティアは、軽く目を伏ふせて残念そうな表情を作り、首を横に振った。

　―――わらわには手に負えぬって、お前そんな無責任な………。

　そんなティアの僅かな仕草から彼女の意思を読み取った孝太郎は、呆れるやら困ったやらでカクリと肩かたが落ちた。

「ルースさんは戦いなんて覚えなくて良いんじゃないかなぁ？　ホラ、最近里見君も剣けん術じゆつが上う手まくなってる訳だし」

「駄だ目めでございますっ！」

　ドンッ、カチャンッ

　ルースの拳こぶしがちゃぶ台に激げき突とつする。するとその衝しよう撃げきでちゃぶ台に置かれていた食器がぶつかり合い、耳みみ障ざわりな音を立てた。

「理由は分かりませんが、サトミ様に任せてはいけないと、わたくしの魂たましいが叫さけんでいるのですっ！」

「ハ、ハハハッ、そうなんだ………」

　静香は冷ひや汗あせ交じりに乾かわいた笑いをあげる。

　―――全部里見君のせいだからねっ！

　静香は視線と胸の内で孝太郎に抗こう議ぎする。

　ルースが戦いを孝太郎に任せないのは、厳密には孝太郎はティアの家臣になっていないという事もあるのだが、一番の理由はカブトンガーと孝太郎を会わせたくないという潜在意識からの指令のためだった。

　孝太郎とカブトムシを会わせたくない。

　カブトンガーに敗戦を喫したルースにとって、現段階での孝太郎とカブトンガーの邂かい逅こうは、破は滅めつにも等しい状じよう況きようなのだった。

「わ、私パス。里見君に任せるわ」

「あっ、汚いっすよ大家さんっ！」

「私が稽古つけてどうするのよ！」

「そっ、それはそうですが………」

　半泣きの静香に、孝太郎は事情を悟る。

　―――流石に自分自身を倒す稽古はしたくないか………。

　ルースに稽古をつけるという事は、カブトンガーを、ひいては中身の静香を倒す稽古をつけるという事。だから孝太郎も流石さすがに静香に手伝えとは言えなかった。

「それにどうせ里見君はティアさんと一緒に剣術の特訓をするんでしょう？　一緒にやればいいじゃない！」

「お願いしますっ、サトミ様っ！　大切な事なんです、多分！」

「は、はぁ………」

　―――おかしな雲行きになってきたぞ………。

　孝太郎はルースに頷きながら、内心では頭を抱えていた。










　そんないつも通りの一〇六号室を冷ややかに見つめる視線があった。

「ふんっ、毎度の事ながら、緊張感のない連中ですわね」

　その視線は一〇六号室の近くに仕し掛かけられた監かん視し装置を介かいして、遠方から注がれていた。視線の主の名はクラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼ。フォルトーゼの第二皇女にして、ティアと皇位を争あらそうライバルだった。

「そうなるまで待った訳ですけれど、腹立たしい限りですわっ。すぐにわたくしにこんな生活をさせた報むくいを受けさせてあげますわよっ！」

　クランは忌いま々いましげに眼鏡の位置を直すと、目の前のモニターを睨にらみつける。彼女がいるのは宇宙船のコックピット。そこにあるパイロットシートに座すわり、クランはモニターに映し出された一〇六号室の映像と向かい合っていた。

　クランがいるのは人里離はなれた山の中。巧こう妙みように山中に隠された小型宇宙船を、彼女は隠れ家がに使っていた。クランは専用艦かん『朧ろう月げつ』だけをフォルトーゼに帰し、クラン自身は小型の宇宙船で地球に残った。その上でしばらく潜せん伏ぷくすれば、ティア達たちはクランがフォルトーゼに帰ったと考える。それがクランの計算だった。

　実際、事はクランの計算通りに進み、今では一〇六号室でクランの事が話題に上る事もなくなっていた。この状況はクランの書いた筋書き通りな訳だが、完全に忘れられたという事が、不自由な暮らしが二ヶ月近く続いた事以上に彼女を怒らせていた。

「まずはお前ですわっ、青騎士もどきっ！」

　クランの視線はモニターの中にいる孝太郎に突き刺ささる。

　個人的な恨うらみに加え、この二ヶ月で溜ため込んだ様々な怒いかりは、真まっ直すぐに孝太郎へ向いていた。元々執しゆう念ねん深ぶかいクランだから、その情念は激しく燃え滾たぎっていた。

「お前をっ、そうっ、お前をっ、ティアミリスさんの一番悔くやしがる方法で始末して差し上げますわっ!!」

　まずは孝太郎。

　今のクランにとって、ティアは孝太郎のオマケでしかないのだった。







それぞれのクリスマス事情　十二月二十二日（火）







　孝こう太た郎ろうはゆりかに向かって二枚のトランプを差し出した。

「ホレ引け、ゆりか」

「うんむむむむむむぅぅぅ………」

　ゆりかは差し出されたトランプのカードを睨みつける。ゆりかの側にはカードの背中側が見えているので、そのカードが何の絵え柄がらなのかは分からない。しかしゆりかはそれを見通そうとするかのように、眉を寄せてカードを凝ぎよう視ししていた。

　この日の六畳間の支配権を賭かけた対決は、久しぶりにトランプで行われていた。孝太郎達五人で、それぞれの得意なトランプのゲームを一回ずつ執とり行おこなうルールだ。今やっているのは五戦目で、ゆりかが提案したババ抜きだった。

　ババ抜きは既すでに終しゆう盤ばんに差し掛かかっていた。まだあがったものはいないものの、手札は多くの者が一枚から三枚と、決着は目前に迫せまっていた。

　孝太郎の手札はジョーカーとスペードのエース。これに対し順番の回ってきているゆりかの手札は残り一枚。孝太郎としてはジョーカーをゆりかに取らせたい所だった。

『そんな事したって透すけて見える訳じゃないんだから、さっさと引きなさいって』

「だってさっさと引いて、ババが来たら困るじゃないですかぁ」

『あたしが困るんじゃないもん』

「ひ、酷ひどいですぅ、早さ苗なえちゃぁんっ」

　ゆりかの手は二枚のカードの間を行ったり来たりする。元々が決断力のないゆりかなので、こういう局面では必ず迷いに迷う。だから早苗が急がせたがるのも無理はない。そして迷った挙句、決まって彼女はババを引く。これまではずっとそうだった。

「ふぁいおー、ゆりかふぁいおー！」

　ゆりかは気合を入れ直すと、表情をきりりと引き締しめる。そしてゆりかは意を決して孝太郎の手の中のカードを一枚掴んだ。

「えぇ～～～～いっ!!」

　気合一いつ閃せん、ゆりかはカードを引き抜く。ババを引くのが怖こわいからか、ゆりかの両目はぎゅっと閉じられている。そしてゆりかはカードを目の前に持ってきてから、恐おそる恐るといった調子で片目ずつ目を開けた。

「あぁっ!?」

　するとずっと不安げだったゆりかの表情が輝かがやく。ゆりかが引いたカードには、大きくスペードのエースのマークが記されていた。

「やったぁっ、あがりですぅっ!!」

　パサッ

　ゆりかは自分の手札と一緒に引いたばかりのカードをちゃぶ台の上に投げ捨てると、両手を上に挙げて喜びを露あらわにした。

「ほぉ………」

　それを見たキリハは感心したように呟く。負けが込んでいるゆりかが勝つという事は、一〇六号室の膠こう着ちやく状態が長引くという事を意味する。それはキリハの望む所なので、彼女はゆりかの勝利を歓かん迎げいしていた。

『えぇぇ～～っ!?　またゆりかの勝ちなのぉ!?』

　これに対して早苗は不満そうだった。投げ捨てられたカードを見つめながら、ぷっくりと頬ほおを膨ふくらませている。早苗は単純に負けるのが嫌きらいなので、ゆりかの勝利は納なつ得とくがいかないものだった。

『あんた、イカサマでもやってるんじゃないのっ!?』

「そっ、そんなことしませんよぉっ！」

　早苗が厳しい視線と一いつ緒しよに指先を突き付けると、ゆりかは慌あわてて首を横に振ふる。

　実は早苗が納得いかない事がもう一つあった。それは最近になって、ゆりかが急に勝ち星を伸のばしつつあるという事だった。

　ゆりかは相変わらず頭や身体を使うゲームでは負けが続いているのだが、運が絡からむようなゲームになると不思議と強運を発揮していた。おかげでゆりかはじりじりとポイントを稼かせぎ、負け続きで敗退が見えていた危険な状況を脱だつしつつあった。

「落ち着け早苗。少なくともイカサマじゃない」

『嘘うそだよっ！　だってゆりかがこんなに勝つなんてどう考えてもおかしいもんっ！』

　孝太郎が言っても、早苗は納得しない。早苗がそう思いたくなるほど、このところのゆりかの勝ちっぷりは目覚ましいものだった。

「ありがとうございますぅ、里さと見みさぁぁんっ！　ずっと前から良い人だと信じてましたぁぁぁっ！」

　孝太郎から思わぬ援えん護ご射しや撃げきを得て、ゆりかは感激の涙なみだを流す。そしていつものように孝太郎の手を取って、ぶんぶんと激しく上下に振った。

　―――ふふふ、やっぱり里見さんは私の味方ですぅ～。ちゃんと分かってくれてますぅ～。

　日ひ頃ごろから言動を尊重して貰もらえない事の多いゆりかなので、孝太郎が自分を信じてくれているのがとても嬉うれしかった。

「冷静になれ早苗。少しはゆりかを信じろ」

　ゆりかに手を振られながら、孝太郎は至し極ごく冷静に早苗を諭さとした。

「そうですぅ。ズルなんてしないですぅ」

　ゆりかは笑顔で孝太郎の尻しり馬うまに乗る。孝太郎が味方をしてくれているので、ゆりかは珍めずらしく強気だった。

『だってさぁ』

「考えてもみろ。こいつはゆりかなんだぞ？　イカサマなんて無理だ」

「あれっ？」

　しかしそこでゆりかの笑顔が固まる。孝太郎の話の風向きがおかしくなっていた。

「キリハさんならともかくだな、どうやったらゆりかが俺おれ達たちにバレないようにイカサマが出来るってんだ？　こんなに不器用で、ポーカーフェイスすら出来ないんだぞ？」

　孝太郎には到とう底ていゆりかがイカサマをやっているとは思えなかった。

　―――性格的にもゆりかのイカサマの筈はずはないんだ。むしろ………。
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　孝太郎はキリハの方に目を向ける。相変わらず彼かの女じよは楽しそうに早苗とゆりかの様子を眺ながめていた。

　孝太郎が思うに、キリハが六畳じよう間の争いを長引かせる為に、負けそうなゆりかにカードを回してやって勝ち易やすくしているという方がよほどしっくりくる。

　―――そのキリハさんにしても、イカサマって事はないんだろうけどな。

　ゆりかにせよ、キリハにせよ、イカサマはない。それが孝太郎の結論だった。

『………それもそーか。ゆりか、疑ってごめん。あたしが悪かった。不器用なあんたにイカサマなんて無む茶ちやだよね』

「そうそう。信じてやれ、早苗。こいつはイカサマなんて出来る奴じゃないんだ」

「信じてたのってそこですかぁっ!?」

　だが結局、ゆりかは血の涙を流した。










「ぜったいにイカサマしてやる、みんながぜったいにきづかない、すごいイカサマをしてやる………」

　ひとり壁かべに向かってぶつぶつ呟くゆりかを除き、六畳間の住人達はお茶を飲んでいた。孝太郎と早苗、ティアにルース、キリハ。そして部屋に遊びに来ていた静しず香か。ちゃぶ台にはお茶が飲めない早苗の分を除き、六個の湯飲みが置かれていた。

　結局、今日のトランプはゆりかの勝利だった。多くのゲームを彼女の幸運がものにしていた。現在ポイントではトップのティアから多くのポイントがゆりかに流れた格好だ。

「コータロー、休きゆう憩けいが済んだら少し特訓じゃぞ」

「少しの特訓は特訓じゃないんじゃないか？」

「気になるなら沢たく山さん特訓してもよいのじゃが」

「いえ、全く気になりません、ティアミリス皇女殿下」

「誰だれが主人か分かってきたようじゃな、サトミ・コータロー」

「誰が主人だ、誰が」

　しかし大敗を喫した筈のティアはいたく上じよう機き嫌げんで、ポイントの事などどうでも良いとでも言いたげだった。

「さとみさんがきづいたときには、もうておくれなんですぅ。かれいなてくにっくで、てくにっくで、てく………しくしくしくしく………」

『あーあ、どっちが勝ったんだか………』

　早苗ではないが、上機嫌のティアと落ち込んでいるゆりかを見ていると、どっちが勝ったのか分からない状況だった。

　コトン

「そうそう里見君」

　そんな時、お茶を飲み終え湯飲みを置いた静香が孝太郎を呼んだ。

「照れずともよい。分かっておる、分かっておる」

「この野や郎ろう、舞ぶ台たいが近いからって強気に―――って、はい？」

　ティアと話していた孝太郎は首だけを動かして静香の方を向く。

「こらコータロー、わらわの話はまだ終わっておらぬ」

　ぐきっ

「いたたたたたっ」

　するとティアは両手で孝太郎の頭を掴つかみ、強ごう引いんに自分の方へ向けてしまう。これにはたまらず孝太郎は悲鳴をあげた。

「おっ、おまえっ、首をねじ切るつもりかっ!!」

「あ、すまぬ」

　だが孝太郎が痛みを訴うつたえると、ティアはすぐに手を離した。ティアとしても孝太郎に怪け我がをさせるのは本意ではない。舞台が近いので、青騎き士し役の孝太郎に怪我をさせるなど論外だった。

「………何だか楽しそうね、里見君」

「いてて………楽しくないっす。それでなんすか、大家さん」

「そうそう、それよそれ」

　静香は楽しそうに一度顔の前で手を合わせると、指先をくるくると回して調子を取りながら話し始めた。

「里見君、アルバイトを増やしたそうじゃない」

「えっ？　どうして知ってるんですか？」

「マッケンジー君から聞いたの」

「あいつめ、余計な事を………」

　孝太郎は賢けん治じの事を思い出しながら、軽く舌打ちする。賢治の読み通り、孝太郎としては増やしたアルバイトの事は隠しておきたかったのだ。

「ほぅ、新しいアルバイト、か」

「そなた、それで最近帰りが遅おそかったのか」

『この寒いのによくやるわねぇ………』

「イカサマしてやる、ぜったいにイカサマしてやる………」

　孝太郎の新しいアルバイトの事を知ると、四人の侵しん略りやく者しや達たちはそれぞれの反応を示す。キリハはどことなく楽しそうにお茶をすすり、ティアは納得した様子で頷うなずく。早苗は冬の寒さを心配して眉を寄せ、ゆりかは壁を相手にぶつぶつと呟いていた。

　そんな風に四人の侵略者達は概おおむね肯こう定てい的てきな反応だったのだが、六畳間には一人だけ正反対の反応をした人物がいた。

「………」

「どうしたんですか、ルースさん？」

「いえ、別に」

　ルースは眉み間けんに深いしわを寄せ、鋭するどい視線を孝太郎に向けていた。それはまるで親の仇かたきでも見るかのような厳しい視線だった。孝太郎に尋たずねられ別にと言って目を背そむけたルースだが、孝太郎にはそれが本当だとは思えなかった。

「それで里見君、どうしてアルバイトなんか始めたのっ？」

　そして静香が孝太郎にそう尋ねた時、ルースの額に更さらに深いしわが刻み込まれた。

「どうしてって―――」

「やっぱり彼女が出来たのっ!?　クリスマスのデート費用っ!?」

　野や次じ馬うま根こん性じよう全開で目を輝かせる静香とは反対に、ルースの表情はますます険しくなっていく。

　―――何だ？　どういうんだ？

　孝太郎は二人の表情を見比べながら、困こん惑わくするばかりだった。

「ばれてしまっては仕方がない」

　すると黙だまって話を聞いていたキリハが、孝太郎に向かってニヤリと笑った。そしてすぐに上品な笑え顔がおを作り上げると、目を輝かせている静香に話し始めた。孝太郎は嫌いやな予感がしていたが、ルースの事を気にしていたせいもあって止める暇ひまがなかった。

「静香、実は孝太郎と我はクリスマスにデートをする約束をしているのだ」

「やっぱりっ!!　デートの相手はキリハさんだったのねっ!!」

　ピシッ

　静香が叫んだのと同時に、部屋の空気が凍こおりつく。そして孝太郎に突つき刺さる視線が一つから四つへ増えた。増えた三つは早苗、ゆりか、ティアのもの。三人は孝太郎に詰つめ寄よると、口々に孝太郎を非難し始めた。

『孝太郎っ、キリハは駄目だって言ったじゃないっ！　あたし達の部屋と町が侵しん略りやくされちゃうんだよっ!?』

　早苗はキリハが侵略の為に孝太郎を誘ゆう惑わくしたのだと考えていた。キリハが本気で孝太郎を好きになったとは考えていない。だから早苗はキリハの魔まの手から孝太郎を救おうと必死だった。

「イカサマですぅっ！　二ふた股またなんて、絶対に許されないイカサマ行こう為いですぅっ！　自分ばっかり、ずるいですぅっ！」

　ゆりかはまるで風船のように頬を膨らませていた。この時ゆりかは孝太郎がキリハと浮うわ気きをしていると考えていた。孝太郎には晴はる海みがいる。その孝太郎がキリハとデートするなど、許されない裏切り行為だった。そしてゆりかは孝太郎と晴海、ゆりか自身の三人でデートに出で掛かける将来像を思おもい描えがいていたので、この事は晴海だけでなくゆりかに対する裏切りでもあった。

「この馬ば鹿か者ものがぁっ!!　今度は一体どんな事に首を突っ込んでおるのじゃっ!?　言えっ、言うのじゃコータロー!!　わらわに断りなく、誰と戦っておるっ!?」

　早苗やゆりかに比べると、ティアは少し別の事を心配していた。ティアはキリハではない何者かが孝太郎に危害を加える事を心配していたのだ。

　ティアはキリハに地底の権力構造にまつわるトラブルが生じている事に気付いている。その事は先日の戦いで確信するに至った。加えてそのトラブルは先日の戦いである程度の決着はついたものの、根本的な解決には至っていない事も知っている。

　そしてティアには孝太郎とキリハがデートをするというよりは、孝太郎がそのトラブルに首を突っ込んでいるという方がよっぽど可能性が高く思えた。

　―――ええいっ、そなたはどうしてそうなのじゃっ！　そなたが守るのはわらわだけでよいというにっ！

　それはティアが孝太郎に望んだ騎士らしさ。どんな敵にも立ち向かう勇気。邪じや悪あくを許さない正義の心。誰にでも注がれる無む償しようの愛。伝説の英えい雄ゆう・青騎士が体現していたと言われる三つの美徳だ。

　それらを孝太郎が顕あらわす事を望んだのはティアだ。にもかかわらず、いざ孝太郎が危険にさらされているかもしれないと思うと、素す直なおに喜ぶ事が出来ない。ティアの胸の中には喜びと心配とが同居して、もどかしさが募つのっていた。

「キリハさんっ、あんたいきなり何を言い出すんだっ！」

　そして問題の孝太郎は、キリハに向かって激しく抗議した。キリハとデートする約束など、交かわしてはいないのだ。

「つれない事を言わないでくれ孝太郎。あの日はあんなに激しく愛していると言ってくれたのに」

　キリハは切なげな表情を作り孝太郎に流し目をする。そして孝太郎と目が合ったほんの一いつ瞬しゆんだけ、口くちの端はしを持ち上げて意地悪な笑顔を作る。キリハは孝太郎を追い込んで遊んでいるのだった。

「うっわぁっ、やるぅっ、里見くぅんっ！」

「里見さんっ!!　本当なんですかぁっ!?」

『騙だまされてるんだよ孝太郎っ！　しっかりしてよぉっ！』

「ええいっ、埒らちが明かぬ！　全すべて話せっ！　何もかも全部じゃっ！」

　キリハの目もく論ろ見みは見事に成功し、六畳間に集つどう少女達はすっかりキリハの言葉を信じていた。そしてキリハは更に畳たたみかける。

「孝太郎は我に、地上のクリスマスを二人きりで満まん喫きつしようと約束してくれたのだ」

「しまいにゃ本気にするぞこの野郎っ！　大体、あんたには心に決めた―――」

「えいっ♪」

　混乱する一方の状況に焦あせった孝太郎がキリハに抗議しようと口を開けた瞬しゆん間かん、キリハは手に持っていた食べかけのまんじゅうを孝太郎の口の中に押おし込んだ。

「ふがっ、ふががっ」

「美お味いしいか、孝太郎？」
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　孝太郎の口を塞ふさぐ事に成功し、大きな笑顔を作るキリハ。

　ごく自然な会話から、食べかけのまんじゅうを孝太郎の口に押し込み、華はなやかな笑顔を作る。

　一連のキリハの演技は完かん璧ぺきで、誰がどう見ても恋こい人びと同士の行為にしか見えなかった。

「………詳くわしく説明して頂きますからね、サトミ様」

　そしてルースの低く冷たい声も、誰がどう見ても演技には見えなかった。










「すまない、本当に冗じよう談だんなのだ。実は我も孝太郎が何な故ぜ新しいアルバイトを始めたのかは知らない」

　キリハの説明と謝罪が済むと、六畳間の空気は一気に和やわらいだ。孝太郎に向けられていた視線からは鋭さが消え、少女達は落ち着いた様子で小さく嘆たん息そくする。

「やれやれ………勘かん弁べんしてくれよもう………」

「ふふふ」

　孝太郎自身もようやく落ち着いた部屋の空気にホッと胸を撫なで下ろしていた。キリハはそんな孝太郎を眺めながら再び笑顔を覗のぞかせる。

「つまんないの」

　この状況を歓迎していないのは、完全に野や次じ馬うま状態だった静香一人だった。

「………おほんっ」

　ようやく冷静さを取り戻もどしたルースは、自分の勘かん違ちがいに軽く頬を赤らめていた。そして一度咳せき払ばらいをして気を取り直すと、改めて孝太郎の方を向いた。

「それではサトミ様、何故新しいアルバイトを始められたのですか？」

「そうそう、私もそれは知りたい」

「ああ、それは年末で色々とお金が必要だからです」

　孝太郎はすぐにそう答える。最初からそう答えるつもりだったので、あっさりとしたものだった。

「いつもやってる発はつ掘くつのバイトは年末は休みなんで、代わりのバイトが必要だったんですよ」

「生活の為ためかぁ。一番つまんない答えだったわねぇ～」

　静香はさも残念そうに嘆息する。そんな静香に孝太郎は苦く笑しようした。

「つまんなくて良いんですよ。こっちは生活がかかってるんですから」

「里見君、もっとこう、青春って感じの華やかさが欲ほしくない？」

「どんなんですか、それは………」

「孝太郎、なんだったら御ご期き待たいに沿うが」

「キリハさん、あんたはだまっとれ！」

「おおこわ」

　孝太郎はキリハに怒いかり顔がおを向けていたが、彼女が反省した様子はなかった。

　―――ったくぅ、仲良くなった方がよっぽど厄やつ介かいだぞ………。

　キリハの妙みように可愛かわいらしい笑顔を見ながら、孝太郎は胸の中で大きく嘆息した。

『ふぅん………』

　そんな孝太郎とキリハを見ながら、早苗はある結論に達していた。

　―――キリハって、孝太郎をどうこうしようとは思ってないんだな………。

　孝太郎とキリハが喋しやべっている時に出ている霊れい波はは、孝太郎と賢治が喋っている時のものによく似ていた。霊波だけでなく、言葉の中身もそうだ。だから早苗は、二人の関係がよりよいものへと変わったのだろうと結論していた。

　―――だったらもう放っておいて平気かな。むしろ………。

　だから早苗はいつもの笑顔に戻ると、孝太郎の背中に飛び付いた。

『孝太郎、あたしと青春って感じの華やかさを出そうよ』

「だからどんなんだ、それは」

『いいのっ♪』

　そして早苗は孝太郎の背中にしがみつきながら、キリハの真ま似ねをしてみるのも悪くないかもしれないと思うのだった。

「ところで、みんなの方はクリスマス―――というか、冬休みはどうするんだ？」

　孝太郎は早苗を背せ負おったまま、一同の顔を見回す。すると彼かの女じよ達たちは口々に冬休みの予定を喋り始めた。

「舞台の特訓に決まっておろうが。当然、そなたもそうなる」

「殿でん下かのお手伝いと、格かく闘とう技ぎの練習を」

「二十九日から大おお晦日みそかまでは、コス研の活動ですぅ」

『あたしはいつもとおんなじ。あ、でもゆりかと一緒に遊びに行くかも！』

「大晦日にアパート・マンション組合の忘ぼう年ねん会かいに招待されてるのと、元がん旦たんにクラスの子達と初はつ詣もうでに行く約束があるぐらいね」

「我は大晦日と元日に儀ぎ式しきをしなければならない」

「………なるほど」

　孝太郎は一同のスケジュールを聞くと大きく頷く。

　―――クリスマスはみんな暇なのか………となるとうまく隠かくし通さないと、大おお騒さわぎになりそうだ………。

　バレたらろくな事にならない。孝太郎は何としても隠し通そうと心に決めた。

　すると孝太郎の奇き妙みような感情の混じった霊波を感じ、早苗が不思議そうな顔をして孝太郎の耳元で囁ささやいた。

『それがどうかしたの？』

「いや、なんでもない。みんなが俺おれのクリスマスを気にするから、みんなはどうなのかなって思っただけだ」

『ふぅん』

　早苗はすぐに引き下がる。早苗はなんだろうな、ぐらいに思っていただけなので、しつこく追つい及きゆうするつもりはなかった。

『それでさ、孝太郎』

「うん？」

　幸いな事にそれ以上孝太郎の質問を気にする者はおらず、話題は自然と他のものへ移っていった。










　フォルトーゼの伝統的な騎士用の剣けんは、両手用の剣としてはいくらか小型で、片手用の剣としては大型だった。これは盾たてがある時には片手で、ない時には両手で使う事を想定されたものだからだ。

　近代に入ると銃じゆう器きの発展により両手用の剣の需じゆ要ようは細り、片手用の剣やナイフだけが生産されるようになっていく。このため現代のフォルトーゼにおいて両手でも片手でも使える剣が見られるのは、伝統を重んじる貴族社会と、高位の軍人の礼装に限られる。

　今、孝太郎の手の中にある宝ほう剣けんサグラティンも、そうした伝統的な騎き士し剣けんのうちの一本だった。

「なぁ、ティア、こいつは片手で扱あつかうには大き過ぎやしないか？」

「慣れろとしか言えぬ。次の舞台ではどうしても盾と一緒に構えて貰わねばならぬ」

「やってはみるが、期待しすぎるなよ」

　この時、孝太郎はそのサグラティンを右手に構え、左手には大型の盾を構えていた。また孝太郎の身体はティアが与あたえた青騎士の鎧よろいのレプリカによって覆おおわれている。今の孝太郎の扮ふん装そうは、戦時における青騎士の姿を再現したものだった。

　孝太郎はこの姿で剣を振り回すのに苦労していた。これまで剣はいつも両手で扱ってきたので、片手で剣を扱うのは初めてだった。おかげでどうしても剣の質量から生じる大きな慣性に振り回され、姿勢が崩くずれてしまうのだ。孝太郎のイメージとしてはいきなり野球のバットを片手で扱えと言われるに等しかった。だが盾は戦争のシーンで必要になる。ティアとしては孝太郎の努力に期待するしかなかった。

「殿下、盾の使用にこだわるべきではないのでは？」

　孝太郎は盾と同時に剣を扱う事に苦労していたので、ルースには無理に盾を使う必要はないのではという気がしていた。

　実際、剣を両手で構えた時の孝太郎の動きはすこぶる良い。孝太郎が剣に慣れてきた事に加え、パワーアシストの機能を備えた鎧が孝太郎の動きを覚え始めたおかげで、身のこなしは前回の舞台の時よりも格段に向上していた。

　そういう状じよう況きようなので、盾に拘こだわらなければ孝太郎はずっといい芝しば居いができる筈だった。

「………」

　ルースの指し摘てきを受け、ティアは改めて剣を振り続ける孝太郎を眺める。

　―――ルースの言う事はもっともなのじゃが………。

　地球にはフォルトーゼの史実を知る者はいない。青騎士が戦争の時に盾を使っていたというのは、ティアとルースしか知らない情報だ。だから確かにそこに拘る意味はない。青騎士に、いや、孝太郎に盾を持たせているのはティアの自己満足に近い部分なのだ。

　―――じゃが………。

　それでもティアは孝太郎に盾を持って欲しかった。青騎士に出来る事は、孝太郎にも出来て欲しかったのだ。

「結局、わらわもコータローに期待しておるのじゃろう」

「何を、でございましょう？」

　ガシャッ

　ティアの呟つぶやきに応こたえながら、ルースは自らも剣と盾を構える。それはルースの体格に比べると随ずい分ぶんと大型なのだが、彼女がそれを苦にした様子はない。

　ルースが戦せん闘とう用に使っている剣と盾は、孝太郎のものとは違ちがって、高度な科学によって自動化された近代兵器だ。そのため戦闘の苦手なルースでも、標準的な兵士並みに戦う事が出来る。ルースはこれから孝太郎の相手を務める事になっていた。

「騎士の模も範はんたれ、と」

「青騎士のように？」

　ティアはルースにそう問われて、咄とつ嗟さには答えられなかった。

　―――まさか………？

　この時、ティアの胸を満たしていたのは驚おどろきだった。ずっと孝太郎に青騎士になる為の訓練を施ほどこしてきたというのに、いざルースにその事を問われた時、ティアは自分がそう考えていない事に気付き、心底驚いた。

　―――わらわはコータローに青騎士である事を求めておらぬのか………？

　騎士の模範ではあって欲しい。しかし孝太郎が青騎士である事は望んでいない。

　それはつまり―――

「いや、青騎士以上に、じゃ」

「ふふ」

　そんなティアの言葉を聞き、ルースは微笑ほほえむ。

　―――殿下がその言葉を仰おつしやる時点で、わたくしと殿下にとって、サトミ様は青騎士以上の存在なのですが………。

　長年、姉のような立場からティアを眺めてきたルースだから分かる。

　ティアは青騎士に青騎士以上である事を望んだ事はない。しかし孝太郎にはそれを望む。いや、それ以前にティアが他人にここまで期待している事があっただろうか？

「サトミ様なら、きっとやってくださいますよ」

「ルース………そなたは何故そう思う？」

　ルースが笑いかけると、ティアは不思議そうにルースを見た。ルースが孝太郎が青騎士を越こえると確信している理由が知りたかった。

「何故なら、あの方の称しよう号ごうは『青騎士』ではないからです」

「えっ………？」

「サトミ様が『青騎士』に劣おとる訳はないのです。あの方は『ティアミリスの青騎士』なのですから」

　そうやって笑顔で断言するルースを見て、ティアはカクリと肩かたを落とす。そして呆あきれたように口の端を持ち上げ、ティアは笑顔を零こぼした。

「………それは理り屈くつではないぞ、パルドムシーハの正騎士よ」

「存じております。しかし騎士の美徳とは理屈ではございませぬゆえ」

　そしてティアとルースは笑い合う。言葉は主従のものであるが、そこに込められた感情は、やはり姉妹のそれとよく似ていた。

「おーい、ティア！」

　そんな時、一人で訓練を続けていた孝太郎がティアを呼ぶ。

「なんか知らんが、鎧がピーピー文句言ってる！　ウェイトバランスのどーたらこーたらだと！」

「………どうあれ、先は長いようじゃな」

「ふふふ」

　そんな孝太郎を見てティアとルースはもう一度笑い合う。すると孝太郎は痺しびれを切らせて再びティアを呼んだ。

「きいとんのか、おいっ、ティアッ」

「ゆくか」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　そうして二人は肩を並べて孝太郎に近付いていく。この日の特訓は、まだ始まったばかりだった。










　孝太郎の剣けん術じゆつの特訓が終わったのは、時計の針が深夜に近付いた頃ころの事だった。

「ルース、今夜はもう終わりにする」

「時間はまだ早いですが」

「構わぬ。寝ねかせておいてやれ」

　その理由は孝太郎が眠ねむってしまったからだった。

　小休止を取った時、座すわり込んだ孝太郎はそのまま眠ってしまった。以前なら叩たたき起こしてもっと続けていた時間なのだが、ティアは不思議と終しゆう了りようを宣言していた。

「よろしいのですか？」

「コータローは意地っ張りじゃ。起こして尋ねれば、大だい丈じよう夫ぶというに決まっている」

　ティアは小さく笑うと、孝太郎の傍そばでしゃがみ、鎧の装備を解除する為のボタンを操作する。

　プシュッ

　すると小さな圧あつ搾さく空気の音と共に、孝太郎の着ている鎧が僅わずかに緩ゆるんだ。そうした方が孝太郎が眠りやすいだろうと思っての事だった。

　ティアは孝太郎が寝ね息いきを立てたままである事を確かく認にんすると、ゆっくりと立ち上がり、ルースの方に向き直った。

「………じゃがこうして寝てしまったのじゃから、相当疲つかれておる筈なのじゃ。アルバイトを増やしたと言っておったじゃろう？」

「確かに。わたくしもそう思います」

　ティアとルース、二人の視線が眠る孝太郎に注がれる。

「わらわ達たちの存在が、コータローの生活を圧あつ迫ぱくしておるのじゃろう。起きて特訓せよとは、流石さすがに言えぬ」

「左様でございますね………」

　孝太郎を見ていると、二人の脳のう裏りに地球へやってきてからの暮らしが次々と思い出されていく。

　普ふ通つうの少年である孝太郎には、それは決して楽な暮らしではなかっただろう。侵略者達の思おも惑わくに振ふり回されつつ、それでいて自身の暮らしを維い持じしなければならない。にもかかわらず、孝太郎はこうしてティア達の期待に応えてくれている。

「………少しぐらい、他人の期待を裏切ってもよいのじゃぞ、コータロー………」

　そんな孝太郎に、ティアは申し訳ないと思いつつ、感謝の気持ちを向けていた。

　―――ゆっくり休め、我わが騎士よ………。

　そうしてティアは眠り続ける孝太郎にそっと笑いかける。それは皇女という言葉に相応ふさわしく、優やさしく慈じ愛あいに満ちた表情だった。

「殿下………成長なさいましたね？」

　そんなティアの姿を見て、ルースはしみじみと呟く。

「えっ？」

　ティアはその言葉に驚き、弾はじかれたかのようにルースを見る。するとルースはいつになく優しい表情で微笑んでいた。

「この星へ来たばかりの頃は、殿下はそういう心の余よ裕ゆうは、お持ちでなかったように思います」

「………そうじゃな。その通りじゃ」

　ルースに言われ、ティアは素直にそう感じていた。

　あの頃は皇こう帝ていになろう、母親を守ろう、そういう気持ちが強過ぎて、他人の都合や気持ちなど少しも考えていなかった。しかし地球へやってきて孝太郎や他の人間達と触ふれ合ううち、ティアは少しずつ変わっていった。

「今じゃから分かる。コータローが言うように、わらわは確かに、ヘタレ皇女だったのじゃろう。コータローが忠誠を誓ちかってくれなかったのも当然じゃ」

　だから今のティアはかつてとは違う。

　ティアは母親を守ろうという気持ちは今も変わらないが、その方法が必ずしも皇帝になる事とイコールではなくなってきている。

　今のティアは皇帝になる事よりも、むしろ国民に忠誠を誓って貰もらえる立派な皇族になる事の方が重要なのではないかと考えるようになっていた。そして皇帝になれるかどうかは、その事のついででしかないのだ、と。

　―――ルースはわらわが変わったというが………コータローは、今のわらわになら忠誠を誓ってくれるのじゃろうか………？

　冗談でならいくらでも言える事。日々の暮らしの中で、時折話題に上る事。

　しかしそれを本気で言ったら、どうなるのだろう？

　訊きけば孝太郎は答えるだろう。だが今のティアにはまだ、それを確かめる勇気はない。ティアは眠る孝太郎を眺ながめるばかり。もう少し自分が成長した時に。今のティアはそんな風に思っていた。

「この星へやってきて、本当に良かったです」

　孝太郎や他の侵しん略りやく者しやと出会った事。ティアが成長した事。それらは奇妙な偶ぐう然ぜんが生み出した、奇き跡せきのような出来事だった。

「………うむ。そうじゃな………」

　だからティアとルースはその偶然に、あるいは運命とでもいうものに、今はただ静かに感謝するのだった。







就職戦線とお姫様気分　十二月二十三日（水）







　演劇の台本を読む孝こう太た郎ろうの視線が、ページの最後に辿たどりつく。するとそれを待っていたかのように、台本のページが勝手にめくられる。人の手がめくったのではない。誰だれも台本には触れていない。それはまるで風に吹ふかれてページがめくられたかのようだった。

　にもかかわらず、孝太郎はその光景に驚いた様子はない。孝太郎は何事もなかったかのように台本を読み続けていた。

「さんきゅー」

『ん～～』

　孝太郎が礼を言うと、頭上から早さ苗なえの声が降ふってくる。台本のページをめくったのは、孝太郎の頭上を漂ただよっている早苗の霊れい能のう力りよくだった。ホラー映画などでしばしば見られる、勝手にページがめくられる日記帳と似たような現象なのだ。

「おっ」

　次のページに入ってすぐ、孝太郎は台本を読むのを止めた。丁度シーンの切り替かわる部分で、そのページは半分以上が白紙になっていたのだ。

　―――もうすぐ出で掛かける時間だし、ここで終わりにするか。

　きりが良いので、孝太郎は台本を閉じた。そして両手を組み合わせて、思い切り伸のびをする。

「ん～～～っ」

　ポキポキ

　すると孝太郎の身体から関節が鳴る音がする。朝からずっと同じ姿勢で台本を読んでいた為だった。

「やれやれ、やっぱり本を読んでいると肩が凝こって仕方がないな」

　伸びを終えた後も、孝太郎は左手で右みぎ肩かたを揉もみ続ける。伸びをしたぐらいでは、肩かた凝こりは治らなかった。

『孝太郎、あたしが肩かた叩たたきしたげるよ』

「おっ、頼たのむよ」

『んっ、早苗ちゃんにお任せあれ！』

　すると早苗は孝太郎の背中側に降りてきて、両手で孝太郎の肩を揉み始めた。

『お客さん、大分凝ってますなー』

「うまいうまい」

『早苗ちゃん必殺の心しん霊れいマッサージなのだっ♪』

　早苗はポルターガイストで大おお雑ざつ把ぱに孝太郎の肩や首筋を揉みながら、同時にその周辺の霊れい気きの流れをコントロールしていた。乱れた霊気の流れを正し、あるいは強化し、孝太郎の身体を正常以上のコンディションに引き上げる。それはマッサージ師もびっくりの、まったく新しいマッサージ法だった。

「お前、この商売で食っていけるぞ」

『駄だ目めだよ。ここまで出来るのって孝太郎だけだもん。他の人はガードが固くて駄目なんだ』

「なんだかよく分からんが、もったいないな」

『へへ、もっと褒ほめやがれコノヤロー♪』

　早苗のマッサージが巧たくみだったので、孝太郎はしばらくそれに身を任せる。肩に埋うめ込まれた鉄の塊かたまりが、まるで春先の雪のように溶とけていくような感覚だった。

「お待たせしました、サトミ様っ」

　そんな時、六畳じよう間の一番奥おくにある光る壁かべを通り抜ぬけて、ルースが姿を現した。この時、彼かの女じよは体操服を身に着けていた。これからルースは体力作りのジョギングに行く事になっていたのだった。










「いってきまーす」

「いってまいります」

　孝太郎とルースが部屋を飛び出していく。二人ともジョギングをする為に体操服を身に着けていた。加えて孝太郎だけはそのまま編み物研究会の活動に出るので、着き替がえの入ったバッグを担かついでいる。

「………気を付けてな」

　ティアはそんな二人の背中を見送りながら、僅かに肩を落とした。

　―――青騎き士しは白銀の姫ひめのもとへ向かう。当り前の事じゃろう………？

　ティアは自分にそう言い聞かせながらも、自身が何に落らく胆たんしているのか気付いていた。演劇の役であるとはいえ、自分の騎士が別の姫のもとへ向かう事が気に入らないのだ。

　―――コータローは白銀の姫に―――いや、桜庭さくらば晴はる海みになら、忠誠を誓うのじゃろうな………。

　ティアは自身と晴海の間には、大きな差がある事を感じ始めていた。

　孝太郎はずっと前から晴海の事を尊敬し、敬意を払はらっている。しかしティアに対してはそれはない。孝太郎がどちらを高貴な人物として扱っているかは言うまでもなかった。

　―――結局、わらわは皇女たる資質に、欠けておるのじゃろう………。

　キィ、パタン

　ティアの複雑な感情を知らぬげに、玄げん関かんのドアが閉じる。孝太郎とルースの姿はその向こう側に消えてしまった。

　―――もしも、わらわと桜庭晴海の間で、どちらか一方がコータローを家臣にするという争いが起こったとしたら………。

　その事を想像すると、ティアの胸には暗い感情が広がっていく。

　―――桜庭晴海には敵かなわぬ。今のわらわでは、勝てる筈はずがない………。

　部屋に残されたティアの胸に芽生えたのは、生まれて初めて感じる敗北感だった。










　孝太郎とルースは、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ向かう通学路を並んで走っていた。

　ジョギングをしたいルースと、学校で研究会の活動がある孝太郎。そんな二人の目的を同時に満たすべく、ジョギングで春風高校へ向かっているのだった。

　ジョギングはルースの足に合わせて行われているので、孝太郎が一人で走るペースよりもずっと遅おそい。速足よりは速い程度のペースだ。ルースは歩ほ幅はばも狭せまければ筋肉もない。まずは基き礎そとなる体力作り。ルースの格闘技の特訓は、ここからスタートだった。

　冬休み中の昼間なので、通学路には人の姿はない。ただでさえ寒々しい冬の通学路なので、二人きりで走っていると寂さびしげな雰ふん囲い気きが増していた。だが走る二人の表情は寂しさとは無む縁えんのものだった。

「お手数かけます、サトミ様」

「いいえ、ルースさんにはいつもお世話になっていますから」

　走りながら申し訳なさそうに孝太郎を見上げるルース。そんな彼女に、孝太郎は小さく微笑んで首を横に振った。

「いつも家事をして貰ってしまって、申し訳ないと思っていたんです。だからこのぐらいは気にしないでください」

「ありがとうございます、サトミ様」

　ルースは嬉うれしそうに頷うなずく。気分のおかげか、自然と足取りが軽くなる。しかしそうしながらも、ルースはある疑問を感じ始めていた。

　―――それにしても、わたくしはなぜ強くなる必要があるのでしょう？　こうしていると、そんな必要はないように思えるのですけれど………。

　これまでルースを駆かりたてていた、強くならなければいけないという衝しよう動どう。しかしこうして孝太郎と二人で走っていると、その衝動を全く感じない。けれど走るのを止めたいとも思わない。このままずっと続けたいと感じている。それがルースには不思議だった。

　―――しかしわたくしは殿下の護衛官。強くなればそれだけ殿下が安全というもの。是ぜ非ひ強くならなくては！

　最終的にルースは強くなろうと結論した。感情的には疑問もあるのだが、ルースが強くなるとティアの安全が増す。むしろ弱いままではまずいのだった。

「できれば殿下を守れるほど強くなれれば良いのですけれど」

「ティアは馬ば鹿かみたいに強いんだから、守ってやる必要なんてないじゃありませんか」

　孝太郎はルースに向かって苦笑する。

　孝太郎にとって、ティアは守ってやらなければいけないような弱々しい存在ではない。これまで何度も助けられていたので、むしろ頼たよりになる奴やつだと思っていた。

「ふふふ、サトミ様、殿下とて武器を取り上げられればただの女の子ですよ」

「あいつ、殴なぐり合いだって強いじゃないですか」

　孝太郎は苦く笑しようしたまま顎あごをさする。先日もティアに顎を殴られたのだ。孝太郎はこれまで何度となくティアと殴り合いの喧けん嘩かをしてきたので、その強さは誰よりも知っている。ティアは身のこなしは軽かろやかだが、それでいて力強い。喧嘩の勘かんも良い。孝太郎の中ではティアはルースの言う『ただの女の子』には当てはまらなかった。

「くすくすっ、しかしサトミ様、敵は常に一人ではございませぬゆえ」

「そっか、そうだよな。つい忘れそうになるけれど、あいつは皇女様なんだもんな」

　そこで孝太郎はティアが何者であるかを思い出した。

　―――今は良くても、国に帰れば敵だらけ、か………。

　銀河を統すべるほどの強大な帝てい国こくの皇女。政敵は多く、身の危険は常にある。帝てい政せいに反対の過激派もいるし、皇家の中にも皇帝の座を争あらそうライバルがいる。またティアの母親のエルファリアは軍部との折り合いが悪く、きな臭くさい雰囲気が続いている。

　今の地球での暮らしが例外中の例外であるだけで、本来ティアはそういう環かん境きようにいる少女なのだ。

「はい。殿でん下かは国へ帰れば、今より遥はるかに危険な生活に戻もどる事になります」

　ルースはそこでスッと表情を引き締しめた。孝太郎はそんなルースの表情を見て、自分が想像している以上に過か酷こくな暮らしなのかもしれないと感じ始めていた。

　―――だから守ってやりたい、強くなりたい、か………。実際の危機への対処以上に、ティアを安心させてやりたいんだろうな………。

　孝太郎はおぼろげながらルースの気持ちを悟さとる。そして冬の青い空を見上げながら、彼女の力になってやりたいと思う。

「そこでサトミ様、一つ御ご相そう談だんがあるのですが」

「相談？」

　空を見上げていた孝太郎は、再びルースに視線を合わせる。するとルースはいつになく真しん剣けんな表情で孝太郎を見上げていた。

　―――よっぽどの内容なのか………？

　ルースの本気を感じ取り、孝太郎は足を止めた。ルースも孝太郎と一いつ緒しよに立ち止まる。そして二人は高校へ続く遊歩道の途と中ちゆうで向かい合った。

「サトミ様、これは殿下の意思ではなく、わたくしの独断でお話しする事なので、殿下にもしばらく内密に願いたいのですが」

　ルースはそう前置きして話し始める。これまでずっと考えてきた事だったので、ルースの言葉や表情に迷いはなかった。

「サトミ様、今すぐでなくて構わないのですが、一〇六号室を殿下が勝ち取ったかどうかに関かかわらず、殿下にお仕えしては頂けませんか？」

「えっ………」

　ルースの申し出は、孝太郎にとって驚くべき内容だった。その意味がよく理解できず、孝太郎はルースに訊き返した。

「ティアに仕えろって………？」

　ティアが一〇六号室を勝ち取った場合、孝太郎を家臣にする必要がある事は分かる。現地の住民ごと支配せよ、それがティアに課せられた試練なのだ。

　だがルースはティアが勝つかどうかに関係なく、ティアに仕えて欲ほしいと言っている。孝太郎にはその意味が分からなかった。

「はい。先さき程ほども申しましたが、殿下には敵が多く、気の休まる時がありません。味方だと思っている人間が、いつ裏切るとも分からない状態なのです」

　ルースは孝太郎の瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめながら、事情を説明していく。その瞳の奥には強い願いと、深い信しん頼らいとが輝かがやいていた。

「助けを申し出てくる人間とて簡単には信頼できません。どこの組織の息がかかっているか、分かったものではないからです」

　この孝太郎への相談は、大きな意味のあるものだった。それはティアだけでなく、ルース自身にとっても。だからルースは祈いのるような気持ちで話し続けていた。

「しかしサトミ様は違います」

「俺？」

「はい。サトミ様はフォルトーゼとは全く関係がありません。間ま違ちがいなく、背後関係はありません。そしてそのお人ひと柄がらは、わたくしがよく存じております」

　そこまで聞くと、孝太郎にも話が分かりかけてくる。

　―――そういえば、ルースさんは以前もこんな話をしていたような………。

　孝太郎の記き憶おくによれば、みんなで海へ出掛ける少し前に、ルースはティアの事情を話してくれていた。

　ティアは政治的な理由や、彼女自身の大き過ぎる地位などが問題となり、仲間が作りにくい状態にあった。だが地球へやってきて、確実にフォルトーゼとは関係のない孝太郎と出会った。おかげでティアは初めて、怒ど鳴なり合える、対等な友達を得たのだ、と。

　だから今回も同じ事だ。

　孝太郎はフォルトーゼとの繋つながりがない。そしてただの友人という以上に信用できる。そう判断したから、ルースは孝太郎にティアへ仕えて貰えないものかと願うのだった。

「じゃあ、それで俺に？」

「はい。是非ともお願いしたいのです。殿下が皇帝になろうとなるまいと、信頼のできる味方が―――騎士が必要なのです」

　ティアが皇帝になろうと、皇女のままであろうと、敵が多いという事実は変わらない。だから将来ティアがどうなるにせよ、その身を案じるルースが孝太郎に求める事は変わらないのだ。

「けどルースさん、俺は宇宙人―――というか、違う星の人間ですよ？　とてもそんな事が出来るとは思えません！」

　ルースの申し出がどれだけ重大なものであるかは、孝太郎にもよく分かっていた。試練の為ために形だけ家臣になれというのとは、明らかに次元が違っている。それだけに孝太郎の驚きは大きく、また簡単に決断は出来なかった。

「問題ありません。フォルトーゼが銀河へ踏ふみ出してから既すでに長い時間が過ぎております。その中では別の星の人間を我が国の貴族とした例も少なくありません」

　その反応も予想していたのか、ルースはよどみなく答える。しかし孝太郎は更さらに言い募った。

「しかしそれにしたって、俺には地位も権力もありません！　到とう底てい、力になれるとは思えませんよ！」

　ルースは孝太郎の反応を見て、自分の判断が間違っていない事を確信していた。

　―――そのように心配して下さる時点で、サトミ様を味方にする以外の選せん択たく肢しはないのですよ………。

　そしてルースは軽く微笑みながら孝太郎に答えた。

「地位や権力なら、殿下がお持ちなので必要ありません。どうしてもというのなら、我がパルドムシーハにお迎むかえしても構いません」

　地位や権力ならティアが孝太郎に与あたえる事が出来る。歴史的なバックボーンが必要だというのなら、ルースの実家であるパルドムシーハに養子に入るのでも構わない。

　ルースが孝太郎に求めているのは、そんなものではないのだ。

「わたくし達に必要なのは地位や力ではありません。サトミ様、わたくし達はあなた様という人間そのものを、必要としているのです」

　ルースが求めているのは、孝太郎自身。

　それはあるいは、愛情の表明に匹ひつ敵てきするほどの、真しん摯しな願いだった。










　孝太郎は春風高校の敷しき地ちを部室棟とうに向かって歩きながら、一人頭を悩なやませていた。

「俺おれがティアの家臣に、騎士になる、か………」

　ルースとは校門の所で別れたので、既に彼女の姿はない。しかし孝太郎の頭の中は彼女の残した言葉でいっぱいになっていた。

　ティアが六畳間の支配権を握にぎるかどうかに関わらず、ティアに仕えてくれないか。

　ルースの提案はシンプルだったが、孝太郎の気持ちは大きく乱れていた。

「無む茶ちや苦く茶ちやですよ、ルースさん………」

　孝太郎は何度目かの溜ため息いきをつく。

　ティアの家臣になるという事は、一緒にフォルトーゼへ行くという事。この地球を離はなれるという事。今の生活を、この先歩む筈の人生を、手放すという事だ。

　だから孝太郎にはすぐに答えが出せるような話ではなかった。幸さいわいルースもそこは分かっていたので、答えは六畳間の支配権が確定するまで保留で構わないと言ってくれていた。

「ティアの家臣になるだけなら、そう難しい話でもないんだろうが………地球を離れるとなるとなぁ………」

　最近のティアを見ていると、孝太郎は出会った頃ほどには家臣になるという事に抵てい抗こうは感じていなかった。ティアには何度も助けて貰っていたし、彼女の意地っ張りの仮面の向こう側に寂さみしがり屋やな顔や、心優しい顔が隠かくれている事も分かっていた。孝太郎にしろ、ティアにしろ、この数ヶ月の間で大きく成長し、互たがいの関係をも大きく変化させていたのだ。

　だから孝太郎はティアの家臣になるだけなら、それも良いかもしれないと思っていた。孝太郎も意地っ張りなので面と向かってはなかなか口に出す事は出来ないが、ティアの家臣になるのが本気で嫌いやだという訳ではないのだ。

　今の孝太郎がそうしないのは、キリハの事情をよく知っているからだ。孝太郎がティアの家臣になれば、今の六畳間のパワーバランスが揺ゆらぐ。そしてティアが勝ってしまえば、キリハの恐おそれている状況に流れかねない。それだけはどうしても避さけなければならなかった。

　そしてもう一つ孝太郎にブレーキをかけさせていたのが、ティアの家臣になった後の事だった。ティアはいずれフォルトーゼに戻る。そうなれば家臣になった孝太郎もそれについていかざるを得ない。それはつまり地球人をやめて、フォルトーゼの人間になるという事なのだ。孝太郎も今の暮らしには愛着がある。だからなかなか踏ん切ぎりはつかなかった。

　ティアの家臣になるのは嫌ではない。彼女の苦労や敵の存在も知っている。しかし今キリハを負けさせる訳にはいかない。地球での暮らしにも愛着がある。孝太郎の頭の中ではそういった問題がぐるぐると回り続け、パンク寸前だった。

「あ～～～もうっ、やめやめっ!!」

　遂ついに限界を迎え、孝太郎は考えるのを止めた。すぐに結論を出す必要はない。ルースもそう言っていたのだから。

　―――どっちにしろ、あと一歩、何かが足りないんだよな………。

　孝太郎は部室棟に向かって歩きながら、そう結論する。

　家臣になる、ならない、そのどちらに決めるにせよ、あと一つ何か明快な理由が欲しかった。今は天てん秤びんの両りよう端たんに、ティアとキリハが乗ってバランスを保っている。それを傾かたむかせるほどの納なつ得とくできる理由があれば、孝太郎も結論を出せるに違いなかった。

「編み物編み物」

　孝太郎はその場で立ち止まると、大きく頭を振って気持ちを切り替えた。これから編み物研究会の活動がある。結論の出せない問題に、ずっと頭を悩ませている訳にもいかなかった。

「深刻そうな顔をして、桜庭先せん輩ぱいを心配させたくないし―――んっ？」

　そうして気分を一新した孝太郎が再び歩き始めようとした時、不意に誰かの視線を感じた。それはどことなく寒気のする視線だった。

「なんだ？」

　孝太郎はその視線の主を探してあたりを見回すが、誰の姿も見えない。部室棟のあたりは開けているので、誰かがいればすぐに分かる筈。しかし孝太郎は誰の姿も見付ける事が出来なかった。

「………自意識過か剰じようかな？」

　だから孝太郎は気のせいだと判断し、部室棟の入り口をくぐって中へ入っていった。










　新しい演劇の台本を受け取った晴海は、いくらか緊きん張ちようした面おも持もちながらも、嬉しそうだった。

「ありがとうございます、里さと見み君」

　そして礼を言うのもそこそこに、晴海は台本のページをめくっていく。そんな彼女の姿からも、孝太郎は晴海が喜んでいるのだろうと感じていた。

「里見君、早さつ速そくですけど、セリフの読み合わせをお願いしても良いですか？」

「桜庭先輩、嬉しいのは分かりますけど、まずは研究会の活動をしないと」

「あっ、そっ、そうでした、ごめんなさい里見君っ」

　孝太郎に指し摘てきされ、晴海はパッと顔を赤らめる。晴海は慌あわてた様子で台本を閉じると、机の上に置かれていた編み物の道具を手に取った。

　今日は一応、編み物研究会の活動が行われる事になっている。冬休みの部室利用の許可も、編み物研究会の活動という事でとってある。演劇の練習をするのは孝太郎も賛成なのだが、流石に研究会の活動を全すべて投げ出してしまうのは問題だった。

　―――今から演劇の練習をしてしまうと、明日に支障が出るもんな………。

　そして孝太郎は自分の編み棒を動かしながら、慌てる晴海に笑いかけた。

「練習のお相手は、あとでいくらでもしますから」

「………さとみくんのいじわるぅ」

　晴海は顔を赤らめたままチラッと孝太郎の表情を確認すると、すぐに手元の編み物に目を落とす。この時の晴海の表情は、恥はずかしさ半分、不満半分という、彼女にしては珍めずらしいものだった。

「そうは言っても、明日の用意なんかもある訳で」

「わ、わかってますっ、いじわるなんですからもぅ………」

　晴海は赤い顔のまま、編み棒を動かし続ける。そうして顔と口調は不満げな晴海なのだが、実のところ内心に不満はなかった。むしろこの状じよう況きようを歓かん迎げいしているくらいだった。

　―――なんだか最近、里見君とうまく喋しやべれるようになったな………。

　晴海は一いつ瞬しゆんだけ手を止めて、再びチラッと孝太郎を見る。孝太郎は楽しそうに編み棒を動かしている。晴海とのやり取りで作った笑え顔がおのままだった。

　晴海は以前から孝太郎が彼女の事を尊敬する先輩としてしか扱あつかってくれない事を寂しいと思っていた。だから孝太郎がこうして多少なりとも意地悪を言ってくれるようになったのは、晴海にとっては嬉しい出来事だった。

　―――これも虹にじ野のさんのおかげね………。でもティアミリスさんに比べると、まだ全然ですけど………。

　晴海が理想とする孝太郎との関係は、孝太郎とティアの関係だった。

　いつも遠えん慮りよなく悪態をつき合い、時に喧嘩して殴り合い、しかしいつでも元気で楽しそうで、結局は一番の仲良し。

　本当の意味で大切にされるというのは、お姫様やお客様のように扱われる事ではない。お互いに良い部分も悪い部分も、遠慮する事なく見せ合える事。晴海はそんな風に考えていたのだ。

　だから晴海はティアの事を羨うらやましく思っている。孝太郎があそこまであからさまに心を開いている相手は、他には賢けん治じぐらいしか見当たらない。

　―――いつかあんな風に出来たら………そしていつか………。

　突とつ然ぜん、晴海の顔が真っ赤になる。孝太郎との理想の将来像を想像して、恥ずかしくなってしまったのだ。すると晴海は忙いそがしく編み棒を動かし始める。編み物をする事で恥ずかしい想像を頭の中から追い出してしまいたかった。

「そうそう、その明日の事ですけど」

「ひゃいっ!?」

　そんな時に孝太郎に呼ばれたものだから、晴海は素すっ頓とん狂きような声を出した。

「どうしたんですか、先輩？」

「なっ、なんでもっ、なんでもないですっ」

　慌てて首を横に振る晴海の顔は、これまでよりも更に赤く染まっていた。その赤さはもう、トマトかりんごのようだった。

「そうですか？　それでさっきの話の続きですけど―――」

　孝太郎は特に気にせず話を続ける。しかしその間も晴海は気持ちを落ち着かせようと必死だった。おかげで編み棒の動きは更に忙しくなった。

「明日の用意は出来てますか？」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですっ、クリスマスをああいう風に過ごすのは初めてだから、どんな服を着ようか迷ってますけどっ、その他の準備はできてますっ」

「そうでしたか。俺の方もちゃんと用意できました。先輩の趣しゆ味みに合うものを探すのに苦労しましたよ」

「あっ、明日は絶対に約束の時間に遅おくれないようにしますからっ」

　けれど晴海が落ち着いたのは、それからしばらく後の事だった。










　孝太郎の指先で、メタリックに輝くカードが揺れていた。それは先日キリハと行った遊園地で手に入れた、アニメのトレーディングカードだった。孝太郎自身にはそう深い思い入れはないのだが、キリハにこのカードにまつわる想おもい出でがある事を知っていたので、なんとなく手放せずにいた。

「さ、里見君、ちょっと良いですか？」

「はい」

　晴海に呼ばれて、孝太郎はそのカードを今読んでいたページに挟はさむ。孝太郎はカードを台本を読む時のしおりに使っていた。

　編み物研究会の活動が一段落した所で、孝太郎と晴海は演劇の練習を始めた。といっても、二人とも昨日今日台本を手にしたばかり。シーンの確かく認にんやセリフのチェックが主な仕事だった。

「この、一番最後の、お別れのシーンなんですけど―――」

「さ、桜庭先輩っ、一体どうしたんですかっ!?　どっ、どこか苦しいですかっ!?」

　だが孝太郎は晴海の顔を見た途と端たん、思わず立ち上がる程ほどに驚おどろいていた。晴海はぽろぽろと涙なみだを零こぼしていたのだ。

「あ、ご、ごめんなさいっ、ちがうのっ！　とってもいいお話だったので、ちょっと涙が出てしまって………」

　晴海は孝太郎に笑いかけながら、両頬ほほを伝う涙を拭ぬぐう。晴海は台本の内容に心を動かされ、涙を流していたのだった。

「はぁ………そうだったんですか………」

　ガタッ

　孝太郎は自身の勘かん違ちがいを悟ると、ホッとしたり苦笑したりしながら、自分の椅い子すに座り直した。そして台本の最後の方のページを開く。

　―――よっぽど気に入ったんだろうな。いや、桜庭先輩は優やさしいから、それでかもしれないな………。

　物語は青騎士と白銀の姫の別れのシーンで終わる。そこへの晴海の思い入れは深いようで、何度も涙を拭ふいているというのに、彼女の涙が途と切ぎれる事はなかった。そんな晴海の様子を見て、孝太郎は実に晴海らしいと思っていた。

「すみません、いきなり泣いてしまって………」

「ははは、良いんですよ、そんなの。それで先輩は、この話のどの辺が気に入ったんですか？」

　晴海が泣いてしまった部分。孝太郎は本番でその部分を一番うまく表現できればと考えていた。だからそれがどこなのかを確かめておきたかった。

「それはですね………」

　晴海は笑顔と涙を同居させたまま、台本のページをめくっていく。

「ストーリー全体から伝わってくる、白銀の姫の感情です」

　そして晴海は白銀の姫のセリフを指先でなぞっていく。その指先の動きは、台本に向ける視線と同じように優しい。

「好きになった人に、気持ちを伝えられない切なさ、もどかしさ。白銀の姫は青騎士に命を捧ささげても構わないと思っているのに、お互いの立場が邪じや魔まをして、気持ちを伝える事が出来ないんです。そこがとても胸に響ひびいて………」

　晴海はそう言うと、軽く目を閉じて左手を胸に当てる。それは胸に響く何かを、左手で感じているかのようだった。

「どこか一つのシーンを挙げろというのなら、やはり一番最後のお別れのシーンでしょうか」

「やっぱりそこですか」

　言われて孝太郎も納得する。

　―――確かに、最後はティアが書いたとは思えないほどの出来だもんな………。

　白銀の姫と青騎士の恋こいは実らずに終わる。これはティアの台本だけでなく、歴史上の事実もそうなっていた。

　次期皇こう帝ていである白銀の姫と、地方を領地とする下級貴族である青騎士には、地位に大きな開きがある。それはいくら青騎士が活かつ躍やくしようとも、埋うめられない程の深い溝みぞだ。だから青騎士が白銀の姫と結ばれていきなり高い地位に就つけば、戦争後で不安定だった貴族社会の反発を買う事は必至。どうしてもそのリスクを冒おかす事は出来なかった。

　また、この頃ころのフォルトーゼはまだ星全体を治めていた訳ではないので、たとえ地位が問題にならなくても、公おおやけに二人が結ばれる事はありえなかっただろう。結けつ婚こんも他国との政治のカードの一つだったのだ。

　そんな訳で、青騎士は問題が生じる前に帝てい都とを去った。単に故郷へ帰っただけだとも言われているが、こうした政治的な理由があったからだろうというのがフォルトーゼの研究家の間では一いつ般ぱん的てきな説だった。

「里見君は好きになった人が手の届かない相手だったら、どうしますか？」

　そこで晴海はもう一度涙なみだを拭う。すると今度は完全に涙が拭い去さられる。ようやく晴海の涙は止まっていた。

「俺は………」

　孝太郎は考え込む。

　―――もし、俺が青騎士の立場だったとしたら。それで白銀の姫に恋をしていたら………。

　しかしそれは今の孝太郎の生活とはかけ離れた、想像もつかない世界だった。

「分かりません。その状況になってみないと………身分違ちがいの恋かぁ………どうだろうなぁ………」

　孝太郎は何度となく首を傾かしげる。どうしても今の孝太郎には青騎士の気持ちは想像できなかった。

　―――本番までには想像できないとまずいんだろうけど………。

　そして孝太郎は軽く肩かたを竦すくめ、自身の未熟さに苦笑するのだった。

「そうですか………」

　晴海はそんな孝太郎を見ながら小さく微笑ほほえむ。

　―――良かった、里見君と同じ身分で………。

　晴海には白銀の姫の気持ちがよく分かっていた。だから自分と孝太郎が、同じ普ふ通つうの高校生である事にホッとしていた。

「桜庭先輩はどうなんですか？」

「私は………なかなか気持ちを伝えられないような気がします」

　晴海の答えはもう出ているのだが、現時点ではまだ白銀の姫と同様に相手に伝える事は出来ていなかった。

　―――もし今、ティアミリスさんと私が同時に里見君に告白したなら、きっと里見君はティアミリスさんを選ぶ。敵かないっこないもの………。

　それは晴海の抱かかえているコンプレックス、ティアには敵わないという強い思いのせいだった。

「桜庭先輩らしいですね」

　晴海の答えを聞いて、孝太郎は笑う。内気で控ひかえ目めな、晴海らしい答えだと思っていた。

「でも、それでは駄目だと思うんです」

　だが晴海は白銀の姫と自分とを比ひ較かくして、自分はまだ諦あきらめる段階にはないと考えていた。

　―――諦めちゃいけない。白銀の姫のように、障害が多い訳じゃないもの………。

　身分の違いも、貴族への配はい慮りよも、他国との政治の心配もいらない。届いていないのは気持ちだけだったから。

「桜庭先輩………」

　気持ちを伝えないままでは駄目だという晴海の言葉は、孝太郎には意外なものだった。そしてそう言った時の晴海の瞳は強く輝いていた。その瞳はこれまで孝太郎が見てきた中で最も強い輝きを放っていた。

　―――やっぱり強いんだな、桜庭先輩は………。本物のお姫ひめ様さまみたいだ………。

　だから孝太郎は改めて、自分が晴海を白銀の姫役に推すい薦せんした事が、間違いではなかったと思うのだった。

「じゃあ、告白するんですか？」

「はい。すぐには無理ですけど、絶対に」

　晴海は孝太郎の目を真っ直ぐに見ながら、力強く頷く。

　―――何年かかろうと、どれだけ距きよ離りがあろうと、きっと里見君に………。

　その強い想いこそが、台本の中の少女と、晴海の大きな違いだった。










　孝太郎がバスから降りていくと、先に降りていた晴海が笑顔で出で迎むかえた。

「皇女を待たせるのは、騎士としていかがなものかと思います」

「それは皇女殿下だけ定期券を持っているからじゃないですか」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ市のバスは、都心部とは違って降りる時に料金を払はらう仕組みだ。このため定期券を持っている晴海とは違って、普ふ段だんバスを使わない孝太郎は降りる時に多少もたつく事になる。

「よしなに」

「なんすかそれは」

「ふふふっ」

「あはははっ」

　二人は笑い合うと、肩を並べてバス停を離れていく。二人の目指す先には商店街のアーケードが見える。日が暮れかけているおかげで、そこを照らす明かりはきらびやかに輝いていた。

　研究会の活動と演劇の練習を済ませた二人は、一緒に駅前までやってきていた。孝太郎にはビラ配りのアルバイトがあり、晴海には商店街でちょっとした買い物があった。また晴海の場合は普段の帰宅ルートでもあった。

「今夜は寒くなりそう………。アルバイト、大変ですね？」

　まだいくらか日は出ているのに、風はとても冷たい。十二月も後半に差し掛かかり、冬の寒さは本格化していた。だから晴海は、これから一人アルバイトをする孝太郎の事が心配になっていた。

　晴海は軽く身体を震ふるわせてから空を見上げる。沈しずんでいく夕日と、冬の高い空。この季節の空はいつも物悲しい。

「最終日だから、気にせずがんばります」

　しかし孝太郎はそういう情じよう緒ちよとは無む縁えんの男だった。季節の雰ふん囲い気きに身を任せる晴海の隣となりで、孝太郎は気合を入れ直した。

　今日は十二月二十三日。ビラ配りもこれで最後になる。今日が孝太郎のアルバイト先のパン屋がクリスマスケーキの予約を受け付ける最終日なのだ。晴海の言うように冷え込みはきついだろうが、最終日だと思えば孝太郎のやる気もでた。

「里見君、少しは身体に気を使って下さい」

　そんな孝太郎を見て、晴海は苦笑する。それは呆あきれ半分、感心も半分、そういう笑顔だった。

　―――里見君はいつも無む茶ちやばっかりなんだから………。

　孝太郎は以前から無茶な事を言ったりしたりする事が多かった。その記憶が晴海の脳のう裏りをよぎっていく。

　―――体育祭の時は私を抱えて飛んだり。文化祭の時はいきなり舞ぶ台たいのヒロインにさせられたり………。

　晴海の孝太郎との想い出は多い。まるで湧わき出だす泉のように、想い出は次から次へと晴海の胸の中を満たしていった。

　―――クーデター軍に追われた時もそう。あれだけ止めたのに一人で行ってしまって。魔ま術じゆつ師し団が竜りゆうを呼び出した時だって、本気で来ないでってお願いしたのに、結局は来てしまうし………。

　国境沿いの森の中で、晴海達たちの逃にげ道みちを確保する為に、孝太郎だけが残ってクーデター軍と戦うと言った時の事。魔術師達が異形の怪かい物ぶつを呼び出したにも関かかわらず、恐れる事なく立ち向かっていった時の事。

「里見君はいつも無茶を―――って、あれっ？」

　晴海はそこで立ち止まった。

「クーデター軍に追われた時………？　竜………？」

　晴海は自分の胸に浮うかんだその記憶に戸と惑まどっていた。当然だが、晴海のこれまでの人生の中で、そんな事は一度もなかった。

　―――駄目ね、私ったら。いくらなんでも、演劇のキャラクターにのめり込み過ぎだわ………。

　晴海に思い当たる事といえば演劇だ。『白銀の姫と青き騎士』の中に、先程の記憶によく似たシーンが含ふくまれていたのだ。だから晴海はすぐに自分が役やく柄がらに入り込み過ぎているのだろうと結論した。

「ふふ、ふふふっ」

「どうしました、桜庭先輩」

　突然立ち止まって笑い始めた晴海に、孝太郎は不思議そうな目を向ける。すると晴海は笑いながら孝太郎の質問に答えた。

「そ、それが、すっかりお姫様気分だった自分がおかしくてっ。ふふ、ふふふふっ、どうも演劇の役柄に入り込み過ぎてたみたいで」

「舞台の事を思えば、俺も本当はそういう風になった方が良いんでしょうけどね」

「駄だ目めですよぉ、そんなのっ。二人してそんな事になったら、変じゃありませんか。ふふ、ふふふふふっ」

「はははっ、確かに。変な研究会ですよね。ははははっ」

　孝太郎と晴海の楽しげな笑い声が響く。同時に晴海は再び歩き始める。そして彼かの女じよが孝太郎の横までやってくると、それまでと同じように二人は並んで歩き始めた。

「そうだ、里見君。昨日みたいに、アルバイトを手伝いましょうか？」

「駄目ですよ。お姫様気分の人には手伝わせられません」

「………さとみくんのけちぃっ」

「仰おおせの通りです、マイプリンセス」

「んもうっ」

　二人の明るく楽しげな雰囲気とは裏腹に、あたりは暗くなっていく一方だった。

　実はバスを降りてからずっと、晴海の額にはうっすらと剣けんを模した紋もん章しようが浮かんでいた。そしてその紋章は、たった今、明めい滅めつしながら消えていった。

　もし周囲が明るければ、孝太郎もその事に気付いただろう。しかしあたりは薄うす暗ぐらかったので、孝太郎は最後までその事には気付かなかった。










「へっぷしょっ」

　孝太郎はビラを配る手を止め、大きなくしゃみをした。時刻は夜の八時を回り、商店街の冷え込みは一段と厳しさを増していた。今の寒さに比べたら、晴海と一緒だった頃ころはまだ暖かい方だっただろう。

「桜庭先輩を追い返して良かったなぁ………」

　孝太郎はティッシュで鼻をかみながら、つくづくそう感じていた。

　晴海は昨日と同じくビラ配りを手伝うと言っていたのだが、孝太郎はそれを拒きよ否ひして家に帰らせた。昨日晴海が現れた時はビラ配りも終しゆう盤ばんだった。最初から手伝わせるのとは時間的に大きな違いがある。特に身体の弱い晴海だから、孝太郎は決して首を縦に振ふらなかった。

『最初から全部手伝わせたら、桜庭先輩にバイト代を半分あげなきゃいけなくなるじゃないですか』

『そこは日ひ頃ごろお世話になっている恩返しという事で―――』

『駄目です。大体、先輩にはやる事があるでしょうが』

『そこをなんとか』

『なんとかなりません。明日の方が大事です』

　晴海にしては抵抗した方だったのだが、明日のクリスマスイブの事を引き合いに出されると、彼女は渋しぶ々しぶ引き下がった。晴海としても、アルバイトの手伝いよりも、明日の準備の方が大事だったのだ。

「最近の先輩は前向きで元気だけど、流石さすがにこれはきついだろう」

　孝太郎は再びビラを配り始める。そうする間にも、寒さはどんどん身体に染しみ込んでくる。晴海を帰して安あん堵どした息ですら、真っ白だった。

「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工こう房ぼう春風では、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！　今日が予約の最終日となっておりまーす！」

　寒さはこれからが本番。ビラも結構残っている。孝太郎の年内最後のアルバイトは、今年一番の厳しいものだった。










　それから一時間余り。時刻が夜の九時半を回った頃。人気の減り始めた商店街に、早苗の元気な声―――正確には霊れい波は―――が響いた。

『あ、いたいた！　孝太郎発見っ！』

　早苗が声をあげたのは孝太郎を見付けたからだった。早苗は孝太郎を探すのがうまい。いつも孝太郎とくっついている早苗なので、孝太郎の出す霊波には特に敏びん感かんなのだ。

「どこじゃ？」

『あそこ。電灯の下』

「おっ………なんなのじゃ、あのコータローのたわけた扮ふん装そうは？」

　早苗に導かれ、ティアも孝太郎の姿を見付ける。だがティアは孝太郎の姿を見た途端、顔をしかめた。

「殿でん下か、あれはサンタクロースという者を模した扮装です。この時期に子供達に贈おくり物ものをする、妖よう精せいの一種だそうです」

「ほぉう。あの派手さはおとぎの国の住人ゆえか」

　そのティアの傍そばには、ルースの姿もある。二人は孝太郎のサンタの衣装に興味があるらしく、並んでその姿を眺ながめていた。

　そしてそんな二人の後ろにはゆりかとキリハの姿もあった。

「ずるずる、寒いから早く帰りましょうよぉ」

　ゆりかは震えながら鼻水をすする。寒がりのゆりかは、雪だるまのように大量に服を着こんでいるというのに、誰だれよりも寒そうだった。

「ふふ、ゆりか、汝なんじが孝太郎を迎むかえに行こうと言い出したのではないか」

　キリハはゆりかとは正反対で、軽装だというのにその物もの腰ごしには寒さの影えい響きようは微み塵じんも感じられない。一〇六号室にいる時と変わらない、いつも通りの姿だった。

「だって、こんなに寒いだなんて聞いてないですよぅ」

『………あんた、本当に根こん性じようないのね』

「根性では少しもあったかくならないですぅ～」

「しかしコータローは大だい丈じよう夫ぶそうじゃな」

「サトミ様の根性は折り紙付きでございますれば」

「そうは言っても寒くない訳ではない。急ごう」

　真っ先に歩きだしたキリハに先導されるようにして、一〇六号室の住人達は孝太郎に近付いていく。

　実は彼かの女じよ達たち五人は、この寒さの中でアルバイトをしている孝太郎の事を心配して様子を見にやってきたのだ。

　発ほつ端たんは彼女達が九時のニュースを見ている時に届いた、一通のメールだった。そのメールは晴海がゆりかに送ったもので、アルバイトをしている孝太郎の事を心配する内容が綴つづられていた。折しもニュースではこの冬一番の寒気団が吉祥春風市の上空にあると報じていた。それで彼女達は孝太郎の事が心配になり、ここまでやって来たのだった。










「クリスマスにケーキはいかがですかー！　パン工房春風では、クリスマスケーキのご予約を受け付けておりまーす！　今日が予約の最終日となっておりまーす！」

　この時間になると、孝太郎の配るビラは残り少なくなっていた。残りは六枚ほど。パン屋の営業時間は夜の十時までなので、幾いくらか余よ裕ゆうを残して全て配り終える事が出来そうだった。

「ありがとうございまーす。クリスマスケーキの御ご用よう命めいはパン工場春風でお願い致いたしまーす」

　孝太郎が声を上げた直後、子供連れの夫ふう婦ふがビラを貰もらってくれる。孝太郎のサンタの扮装に子供が興味を持ってくれたおかげだった。

「ばいばい、サンタのおにいちゃん！　プレゼントよろしくね！」

「君がちゃんと良い子にしてたら、プレゼントを持っていくよ。またね」

　別わかれ際ぎわ、その子供が孝太郎に向かって手を振る。孝太郎はすぐに手を振り返す。するとその両親は笑顔で頭を下げ、子供の手を引いて去っていった。

「ふふ、あったあった、俺にもあんな時代」

　孝太郎は去っていく親子連れをそのまま眺めていた。

　子供は孝太郎に貰ったビラを手に、しきりに両親に何かを話しかけている。彼かれはサンタの実在を信じているのだ。両親も笑顔を子供に向けている。クリスマスを前にした親子の姿。かつては孝太郎自身もああしていた。その事を思い出し、身体は寒かったものの、ちょっとだけ気持ちがあったかくなった孝太郎だった。

「ほぅ、汝にも意外と可愛かわいい所があったのだな」

「おわぁっ!?　キ、キリハさんっ!?」

　突然耳元で聞こえたキリハの声に、孝太郎は大きく驚きの声をあげた。突然キリハの声が聞こえた事と、独り言を聞かれた事、二重の意味で驚いていた。

『キリハだけじゃないよ』

「えっ？」

　続いて聞こえてきた早苗の声に導かれて視線を巡めぐらせると、孝太郎の良く知る顔が五つ並んでいた。キリハ、早苗、ティア、ルース、ゆりか。一〇六号室の住人が勢ぞろいだった。

「どうしたんだ、みんな揃そろって？」

　孝太郎には五人がこの場所に現れた理由が不思議だった。こんな時間に彼女達が駅前に用事があるとも思えない。

「テレビで冷え込みが厳しいと言っていたのでな、そなたの様子を見に来たのじゃ」

　孝太郎の疑問にはティアが答えてくれた。ティアは孝太郎の鼻先に指を突つき付けながら、真っ直ぐに孝太郎を見上げていた。

「俺の？」

「不服か？」

　目を丸くする孝太郎にキリハが笑いかける。そこにはからかうような感情と、呆れたような雰囲気とが同居していた。

「いや、そんな事はないけどさ」

　そんなキリハの笑顔を見た時、孝太郎は驚くような事ではないと気付かされる。

　早苗とはずっと休戦中で仲も良い。ゆりかは少々頼たよりないが、一いつ緒しよに暮らしていて楽しい奴やつだと思っていた。キリハは孝太郎にだけ本音を明かしたので、これまでよりもずっと仲良くなった。親友と言っても差し支つかえないほどに。そしてティアとルース。最近のティアは出会ったばかりの頃とは違って、精神的に一回り成長した。人を思いやる優しさをきちんと身に付けたのだ。おかげで孝太郎との関係も大きく改善している。ルースに至っては、一緒にティアに仕えないかと誘さそうほど孝太郎を信しん頼らいするようになっていた。

　―――そうなんだよな、こいつらが迎えに来ても驚くような事じゃないんだよな。でも、それってつまり………。

　そして驚くような事ではないという事自体が、新しい驚きを運んでくる。

　早苗はこのまま部屋で両親の帰りを待たせてやりたい。キリハが負ければ戦争のリスクが高まるし、想い人を探してやりたい。今のティアになら皇位継けい承しよう権けんを得る為の儀ぎ式しきに協力しても構わない。ルースの信頼を裏切りたくない。ゆりかは特に理由はないのだが、時折覗のぞかせる真しん摯しな表情には心を動かされる事も多い。最近は真ま面じ目めな言動も増え、更さらには孝太郎や晴海の友人でもある。趣味が特とく殊しゆというだけでは、追い出す理由にはならないのだった。

　―――俺は、こいつらを一〇六号室から追い出したいとは思っていない………！

　それは孝太郎が少女達の侵しん略りやくに抵てい抗こうし続ける理由を根底から覆くつがえす感情だった。

　孝太郎は当初、どの少女の侵略も退けようとしていた。だがいつの間にか、孝太郎は正反対の事を思うようになった。誰の侵略も成功させてやりたい。そんな風に思うようになっていたのだ。

　―――俺はいつの間にか、こいつらに心の中を侵略されちまったんだな………。

　現状で決着がついてしまうと、キリハの怖おそれる戦争のリスクが高まる。ティアは皇女として正々堂々と勝つ事を望んでいる。ルースはもうしばらくティアに自由な暮らしをさせる為ために、早期の決着は望んでいない。早苗は侵しん略りやく者しや達たちが居なくなると寂さびしがるだろう。ゆりかには好きなようにさせてやりたい。

　そうした複数の理由があればこそ、孝太郎は争いを続けている。それは孝太郎自身の為でも、地上の平和を守る為でもない。それは侵略者の少女達の為なのだ。

　―――だからこそ、こんなアルバイトもしている訳か………。

　孝太郎はそんな自分の変化に戸惑いながらも、間ま違ちがっているとは思わなかった。何な故ぜなら彼女達は今、孝太郎の事を迎えに来てくれていたから。

『いちにーさんよんごー、残りのビラは五枚だけだよ！』

「では、我らで一枚ずつ貰えば仕事は終わりだな」

「はっ、早く帰りましょう里見さぁんっ！　こんな寒い所にいる事はないですよぅ！」

「よし、帰って特訓の続きをするぞ！」

「殿下、その前にサトミ様にはお風ふ呂ろとお食事をして頂かなくては」

　そしてきっと、彼女達がお互たがいの事を必要だと感じ始めていると、信じているからだった。










　孝太郎のビラ配りが終わり、六人で帰路につくと、早苗はいつものように背中側から孝太郎の首にしがみついた。

『うわっ、孝太郎、あんた身体が冷え切ってるよぉっ!?』

　するとその直後、早苗はびっくりして一度身体を離はなした。冬の寒さで冷え切った孝太郎の身体に驚いた為だった。

「そうか？」

『そうかじゃないよぉっ!!　このままだと、あんた風か邪ぜ引いちゃうよぉっ!?』

　孝太郎自身は仕事をしている間に徐じよ々じよに体温が下がっていったので、寒いなーというくらいの自覚しかなかった。しかし霊れい気きを介かいして孝太郎の身体の状況が手に取るように分かる早苗には驚くような状態だった。

「大だい丈じよう夫ぶだって。体力は自信があるんだ」

『お黙んなさい。まったくもぅ、せめてもうちょっと服装とかに気を使いなさいよね』

　早苗は文句を言いながら孝太郎の背中に両手の平を押し当てた。肩かた揉もみをした時と同じ要領で、孝太郎の気脈を操あやつって、体温を上げてやるつもりだった。

「なんじゃとっ!?」

　ティアは早苗の言葉を聞くと、ひったくるようにして孝太郎の両手を取った。そして自身の両手で包つつみ込むようにして握り締しめる。

「ほ、ほんとうじゃっ！　馬ば鹿か者ものがっ、こんなになるまで何をしていた！」

「何って、アルバイトに決まってるだろ」

「そういう意味ではないっ！」

　ティアはのんびりとした孝太郎にキッと厳しい視線を向けると、孝太郎の両手に息を吐はきかけつつ、揉もみほぐし始めた。その行動の意味は早苗と同じ。冷え切った孝太郎を温めるためだった。

『あっ………』

　そんなティアの行動を目にして、早苗の手が止まった。早苗は孝太郎の背中から手を離し、じっと手の平を見つめる。その表情はこれまでとは打って変わって、寂しげなものだった。

　―――いいな、ティアは………。あたしにはあんな風に出来ない………。

　早苗の手。じっと見つめると、その向こう側が僅わずかに透すけている。それは実体のない幽ゆう霊れいだから。孝太郎にくっついている事の多い早苗だが、その実、孝太郎に直接触ふれた事はない。霊れい体たいの感かん触しよくは知っていても、手で触れた感触は知らないのだ。

「まったく………風邪でも引いて、特訓に支障が出たらどうするのじゃっ!!」

「………お前、少しは俺おれの心配もしろよ」

「しておる。大事な主役じゃからな」

「それは本番の出来を心配してるだけだろうっ！」
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「心配ない。風邪を引いたら、我が徹てつ夜やで看病してやろう。幸さいわい、明日からはしばらく暇ひまになる。溢あふれんばかりの愛情を込めて―――」

「真顔で嘘うそを言うなキリハさんっ！　いい加減にしないと、本気にするぞこの野や郎ろう！」

「最近つれないな、孝太郎。はぁ………以前はもっと反応に味があったのに………」

「当り前だっ！　もうあんたには騙だまされんぞっ！」

「ルース、手伝うのじゃ。ゆりかから何枚か服を剥はいで、コータローに着せる」

「仰せのままに、マイプリンセス」

「きゃああぁぁぁぁぁああぁぁっ!!　いやあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　早苗の透けた手の平の向こう側では、孝太郎と四人の少女達が揉み合いながら大おお騒さわぎを続けている。

　―――ティアだけじゃない………みんな、ああいうの出来るんだ………。

　触れたり、触れられたり。掴つかんだり、揺ゆさぶったり。

　誰もが当り前のようにそんな事をしている。しかし早苗には出来ない。触れようにも通とおり抜ぬけてしまう。普ふ段だん早苗が物を持ったりしているのは、あくまで霊れい力りよくがやっている事でしかない。誰かに憑ひよう依いすれば触れる感覚を共有する事は出来るが、実際に自分で触れられる訳ではない。

　―――幽霊、か………あたし、やっぱり幽霊なんだな………。

　こうして早苗は今いま頃ごろになってようやく、自分が他の少女達とは決定的に違っている事に気付くのだった。







クリスマスイブ　十二月二十四日（木）







　体操服に着き替がえ終わった孝こう太た郎ろうが六畳じよう間に戻もどってくると、そこには既すでにルースの姿があった。ルースも体操服に着替えていて、ジョギングの準備は整っていた。

「へぇ、まずはジョギングから始めたのね」

　六畳間には侵略者の少女達に加え、静しず香かの姿もあった。静香はキリハに淹いれて貰ったばかりのお茶を飲みながら、体操服姿の孝太郎とルースに笑いかけた。

「はい。サトミ様が仰おつしやるには、わたくしには基き礎そ的てきな体力が足りないそうで」

「そうね。殴なぐる蹴けるをするには、最低限これだけのっていう筋力が必要だもの」

「お恥はずかしい限りです」

「恥ずかしがる事はありませんって。普通はみんなそうなんですから」

「そうそう。ちゃんとやればできるようになるわよ」

　恥ずかしげに頬を染め、体力不足を嘆なげくルース。そんなルースに、孝太郎と静香は慰なぐさめの言葉をかける。

　―――むしろルースさんには素養はある筈はずなのよ。基き礎そ体力が備わってないのにアレだったんだから………。

　特に静香はルースの隠かくれた戦せん闘とう能力を体験しているので、その慰めには少しも嘘は混じっていなかった。逆にきちんと訓練したルースの強さを想像すると、うすら寒い予感がしてならないほどだった。

「コータロー、今日はいつ帰るのじゃ？　特訓の用意をしておこうと思うのじゃが」

「あー、それなんだけどな、今日はちょっと無理だ」

「無理？　何故じゃ？　用事でもあるのか？」

　特訓は無理との答えに、ティアは目を丸くする。数ヶ月前なら確実に孝太郎を怒ど鳴なりつけていた状じよう況きようだが、今のティアはそうしない。ティアは精神的に大きく成長していたし、体育会系育ちの孝太郎は正当な理由がない限り自分から特訓をサボったりしないと知っているのだ。

「おう。夜までかかりそうなんだ」

「そうか………」

　孝太郎の答えを聞くとティアは残念そうに肩を落とす。そんなティアの姿を見て申し訳ないと思いつつ、孝太郎は言葉を続けた。

「それに絡からんで、みんなに頼たのみたい事があるんだ」

　孝太郎の言葉は、部屋にいる六人の少女達全員に向けられたものだった。

『いいよ。なに？』

　孝太郎の傍を漂ただよっていた早さ苗なえは即そく答とうする。一いつ瞬しゆんも悩なやんだりしない。今の早苗には孝太郎の要求を断る発想はないのだ。

「寒い時間じゃなければぁ～」

　ゆりかも寒さを除けば孝太郎の頼み事を叶かなえるつもりでいた。最近、孝太郎には食事から宿題まで世話になりっぱなしなので、ゆりかはここで一つ恩返しをと考えていた。

「このツケは高くつくぞ、孝太郎」

　キリハはいつもの通り、楽しそうに微笑んでいた。キリハの場合はどんな事にでも彼女なりの楽しみ方がある。この時もそうで、既にどうやって孝太郎に悪戯いたずらしようかと考え始めていた。

「いいわよ。どうせ今日は暇だし」

　本来なら家族と過ごす筈のクリスマス。しかし両親が既にない静香なので、孝太郎の申し出はありがたかった。お祭りムードの町を横目に一人で過ごす寂しさは、静香は誰よりも良く知っているのだった。

「………えと………」

　ティアはすぐには答えられなかった。その代わりにティアは孝太郎から、自身の隣にいるルースに視線を移した。

　―――ふふ。

　その時のティアの顔を見てルースは軽く微笑むと、大きく頷うなずいた。すると物問いたげだったティアの顔が綻ほころぶ。

「よかろう、申してみよ。この所の頑がん張ばりに免めんじて、叶えてつかわす」

　あくまで上から目線の物言いのティア。しかしその気持ちが手に取るように分かるルースは、笑いをこらえるのに必死だった。










　結局孝太郎は詳くわしい話をせず、ルースと一緒に部屋を飛び出していった。

『相談したい事があるから、夕方の四時半になったら編み物研究会の部室へ来てくれ』

　孝太郎が言い残していったのはたったそれだけ。だから五人の少女達は、孝太郎が出で掛かけてからずっと首を傾げていた。

「一体何の話なんだか………」

「マッケンジー君も知らされてないんだ？」

「はい。俺も相談があるから編み物研究会の部室へ来いって言われただけです」

　そしてそれは賢けん治じも同じだった。賢治は春はる風かぜ高こう校こうへ行く途と中ちゆうで彼女達に合流したのだが、彼も詳しい話は聞かされておらず、少女達と同じ悩みを抱えていた。

　そんな訳で侵略者の四人に静香と賢治を加えた六人の少年少女は、ああでもないこうでもないと孝太郎の要件を想像しながら、春風高校へ向かっていた。

「うぅっ、寒い用事じゃなければ良いんですけどぉ………」

『あんた、その格好は何とかならなかったの？』

　最さい後こう尾びを行くゆりかは、着き膨ぶくれで雪だるまのようになっていた。十二月末なので日暮れは早く、既に夜の寒さが忍しのび寄よってきている。だからゆりかは手持ちの服を殆ほとんど身に着けて大きく膨ふくらんでいた。それは近くを漂う早苗が呆れるのも当然の情けない姿だった。

「松まつ平だいら君にも知らせていないなんて、里さと見み君は何を考えているんでしょうね？」

　賢治が居るので、キリハは見事に優等生になりきって微笑む。しかしその笑え顔がおは本物だ。キリハは孝太郎が何をするのかが楽しみだった。

「大事ではないのは間違いないじゃろう。そういう雰囲気ではなかった」

「いや、分かりませんよ」

　ティアの言葉に反応して、賢治が首を横に振る。

「クリスマスだし、大々的に彼女が出来たので紹介します、とかだったりしても俺は驚おどろきませんが」

　そして賢治は両手を広げて肩を竦すくめてみせる。その表情にはやれやれといった雰囲気が滲にじみ出ていた。

「そうかなぁっ!?　里見君に彼女が出来た所って、想像できないんだけどっ！」

　するとそういう話が大好物な静香が目を輝かがやかせて食いついてくる。同時に静香の頭の中では孝太郎とクラスメイトの女の子達のカップリングについて、めまぐるしい想像が行われていた。

「それがですね、あいつ昔からモテるんですよ」

「うそぉっ!?　そうなのっ!?」

『えええぇぇぇぇぇぇっ!?　うそだぁぁぁぁっ!!』

　賢治の爆ばく弾だん発言に、少女達から一いつ斉せいに驚きの声が上がった。そして少女達は賢治を取り囲み、口々に詳しよう細さいの説明を求めた。一同の驚きは深く、早苗ですら自身が賢治に姿が見えていない事を忘れて説明を求めていた。落ち着いていたのはキリハ一人だった。

『ちょっと詳しい話を聞かせなさいよっ！』

「本当なのマッケンジー君っ!?」

「それは聞き捨てなりませぇんっ！」

「詳細を包み隠さず申せ！」

「え、ええ」

　迫せまり来る少女達の圧力に慌あわてながらも、賢治はズレていた眼鏡の位置を元に戻すと説明を始めた。

「コウはああいう頭の悪い奴ですから、基本的にモテません」

『だよね』

「そうじゃなきゃ、おかしいですぅ」

　賢治の言葉に全員が頷く。

　孝太郎はモテない。

　それはこの場の少女達の共通認にん識しきだった。高校でも、孝太郎の周りにクラスメイトの女の子が群がっている様子は見られなかった。孝太郎は常に同性のクラスメイト達と、馬ば鹿か騒さわぎを繰くり返していたのだ。

「確かに里見君には女の子と仲良くしているイメージはないわね」

「むしろ松平さんの方が、そういうイメージが強いです」

『そういえば孝太郎、メガネ君にバレンタインのチョコの恨うらみがどうのって言ってた』

　彼女達の言うように、いつも女の子が群がっているのは孝太郎ではなく賢治の方だった。賢治の周りには常に女の子の気配がある。見み栄ばえと人当たりがよく、何でも器用にこなす賢治のファンになる女の子は多いのだ。

「しかしそれはあくまで表面上の話です」

「表面上、とな？」

　そこで賢治は大きな溜ため息いきをつき、肩を落とす。その胸の中には複雑な感情が膨らんでいた。

「実際は極少数の女の子達が、常にあいつの事が好きなんです。しかもそれは決まって俺が好きになるような、素す敵てきな子達なんですっ！」

　賢治は拳こぶしを握にぎり締めて力ちから一いつ杯ぱいで力説する。それは魂たましいの咆ほう哮こうというのは、こういう事なのかもしれないと思えるほどだった。

　―――つまりは量か質かって話なんだよ！

　確かに孝太郎はモテない。しかし賢治が自分を好きになって欲ほしいと思うような女の子は、決まって孝太郎を好きになる。孝太郎の良い所に、ちゃんと気付いているのだ。

「本当に素敵な女の子は、コウの価値を分かっているんです。あいつのおかげで、何度俺おれの本気告白が玉ぎよく砕さいした事かっ！」

　その最たる例が晴はる海みだろう。晴海のような女の子なら、賢治も是ぜ非ひ付き合いたい。晴海を恋こい人びとに出来れば誰にでも自じ慢まんができる。しかし晴海は孝太郎の事が好きだ。ちょっと鋭するどい人間なら見ていれば分かる。

　―――まぁ、俺はこんな事を考えてしまうから、みんながあいつを選ぶんだろうけどさ………。

　賢治は自分の欠点に気付いている。賢治が女の子を選ぶ時、決まってそこに駆かけ引きや打算が混じっている。孝太郎のように真まっ直すぐではないのだ。その僅かな違いに、賢治が気になる女の子達は気付いている。だからいつもうまくいかない。

　言い換かえると、賢治は孝太郎を好きになるような打算や駆け引きのない女の子が好き、という事になるだろう。

　―――俺って意外と根が古風というか、なんというか………。結局、コウを笑えないんだよなぁ………。

　苦く笑しようする賢治は、そこでもう一度溜ため息をついた。

「その辺の事は、皆みなさんも少なからず心当たりがあるのでは？」

　そして賢治は最後にそう言って一同を見回す。最近、目の前の少女達は孝太郎と仲が良い。賢治の勘かんでは、異性として好きかどうかは別にしても、彼女達が孝太郎のそういう部分に気付いていない筈はなかった。

「そうね、確かにマッケンジー君よりは彼かれ氏しにして安心かなって気はするわね」

　静香は笑う。言われてみると確かに思い当たる節は多かった。

　―――これだけ沢たく山さんの女の子に囲まれて生活していて、誰とも妙みような関係にならない。律りち儀ぎというか、真面目というか………。

　だからこそ静香自身も日常的に一〇六号室へ遊びに出掛けている。それは孝太郎の事を信頼しているからこそなのだ。

「男の人はそうでなくちゃ困りますぅ！　浮うわ気きとか、絶対に許しませんからぁっ！」

　ゆりかは晴海の事を心配していた。

　―――里見さんだから、桜庭さくらば先せん輩ぱいをお任せするんですぅっ！　いつも違う女の子を連れている人には任せられませぇんっ！

　孝太郎が賢治のように女の子に大人気では困る。それでは晴海はいつも心配し続ける事になるからだ。孝太郎とデートするのは、晴海とゆりかだけで十分なのだから。

『そんなの当り前だよーだっ！』

　早苗は軽く腹を立ててむくれながら、賢治に向かって舌を出す。賢治には早苗の姿は見えていないのだが、そんな事はどうでもよかった。

　―――あたしにはこの御お守まもりがあるんだから、そんなの一番知ってるもんっ！

　早苗の手には『家内安全』の文字が刻まれた御守りが握られている。それが今も早苗の手の中にあるという事が、常に孝太郎の価値を証明してくれているのだった。

「そうじゃな。コータローはそなたほど器用な男ではあるまいが」

　ティアはさも当然という雰ふん囲い気きで頷く。

　―――あれはわらわの騎き士しじゃ。騎士の徳は十分に備わっておる。そうでなくばあのような称しよう号ごうなど与あたえるものかっ！

　ティアが孝太郎を家臣にしようとしているのは、もはや皇家の試練の為ではない。ティア自身がそうしたいと思っているのだ。

「皆さん心当たりがあるようですね」

　キリハはそんな一同を見て微笑ほほえむ。

　―――結局、誰しも少なからず孝太郎の事を信用しているのだ。我とて本音を明かしたほどの、真っ直ぐな男なのだからな………。

　キリハはもし自分に他に好きな男性がいなかったら、孝太郎を恋人にしたいと考えただろうと思っている。だから賢治の言っている意味は分かっていたし、他の少女達の気持ちも想像する事が出来た。

「そんな訳で、俺はあいつが今日突とつ然ぜん彼かの女じよを紹介しますとか言い出しても、驚かないと思います」

『ないない』

「流石さすがに飛ひ躍やくしすぎよ、マッケンジー君」

「そんなの駄目ですぅっ！」

「ありえぬ、そのような事」

「くすくす、それは逆さか恨うらみでしょう、松平さん」

　少女達は賢治の言っている意味を理解しながらも、孝太郎に恋人がいるかもしれないという話は一いつ蹴しゆうした。一緒に暮らしていてそういう雰囲気はなかったし、彼女達自身が漠ばく然ぜんとそう信じていたのだ。

「いやー、わかりませんよ、意外とポンッと彼女を―――」

「マッケンジー君じゃないんだから」

「そうですそうですぅ」

『もしそうなら、事前にあたしに一言あって良いのよ』

「相手がルースなら許すのじゃが」

「皆さん、そんなに言うと松平さんが可か哀わい想そうですよ？」

　しかし少女達は感じ始めている。

　見えていないだけで、孝太郎を好きになった女の子は多いのかもしれない、と。










　パンッ、パパパンッ

　ティアが編み物研究会のドアを開けた途と端たん、小さな爆ばく発はつ音おんが連続して鳴なり響ひびいた。その音に驚き、ティアは目を丸くした。

「きゃああぁぁぁぁっ!?」

　悲鳴をあげたのは気の小さいゆりかのみだったが、後に続く少女達や賢治は何事かと部室の中を覗き込んだ。

『メリークリスマース！』

　部屋の中には孝太郎と晴海、ルースの姿があった。それだけではなく、ティア達も顔見知りの演劇部の部員達の姿が数多く見受けられた。そして彼らの手には一様に、使った後のクラッカーが握られている。先さき程ほどの音はそのクラッカーによるものだった。

「ほら、ボーっとしてないで入って入って！」

　状況が呑のみ込めないティア達を、演劇部の部長が部屋に引っ張り込む。

「『演劇部壮そう行こう会かい＆クリスマスパーティ』じゃと？」

　部室の中に引っ張り込まれたティア達の目に、奥おくの壁かべに張られた横断幕や、部屋中に飾かざり付けられたきらびやかな装そう飾しよく、そして用意された沢山の食べ物や飲み物が飛び込んできた。おかげでティア達はようやく自分達がどういう状況にあるのかを悟さとった。

『うわぁ、今日ってクリスマスパーティだったんだっ！』

「なんだ、そんな事かよ………」

「やったぁっ、食べ物が沢山ありますぅっ!!」

「ゆりかちゃん、よだれ、よだれっ」

「ふふ、どうやら私達は里見君達に担かつがれてしまったようですね」

　実は今日、孝太郎がティア達をこの場所に呼び出したのは、みんなでパーティをする為だった。それは来年の演劇に向けた壮行会とクリスマスのパーティを兼かねたもので、演劇の関係者が全員集められていた。

「遅おそかったな、お前ら」

「コータロー、一体どうしたのじゃ、この騒ぎは」

　状況は理解できたものの、分からない事は多い。近付いてきたサンタ姿の孝太郎に、ティアは疑問を投げかけた。

「殿下、このパーティは演劇部の部長さんが企き画かくなさったもので、わたくし達たちも直前までは知らされておりませんでした。知っていたのはサトミ様やハルミ様など、準備にあたっていた一ひと握にぎりの人達だけだったそうです」

　そのティアの疑問には、孝太郎と同様にサンタの扮ふん装そうをしているルースが答えた。

　パーティを企画したのは演劇部の部長だった。サプライズパーティにする為、その準備は秘ひ密みつ裏りに進められた。そして孝太郎は口の堅かたさを見込まれて、その手伝いをする事になった。流石にパーティの準備を一人で進めるのは難しかったからだ。孝太郎が晴海を引きこんだのも理由は同じ。孝太郎は飾り付けを用意する役目を負っていたのだが、自分のセンスに自信がなかったので晴海に頼ったのだ。そして当日になって孝太郎は料理などの手伝いをルースに依い頼らい。一緒にジョギングをする事になっていたので、ルースを引き込むのは簡単だった。
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　ちなみに会場が編み物研究会の部室になったのは、演劇部の部室にはパーティをするだけの広さがない為だ。演劇部の部室には既に演劇の為のセットが多く用意されており、テーブルを並べる余地がなかった。その点、二人きりで閑かん散さんとしている編み物研究会ならスペースは有り余っている。この意味でも編み物研究会の会長である晴海の協力は必ひつ須すだった。

「そうなんだよ。部長も人が悪いんだよ。一言言ってくれりゃあいいのに」

「そうそう。急に大事な話があるって言われた時は、何事かと思ったわよ」

　演劇部の部員達も群がってきて、口々にルースの話を補ほ足そくしてくれる。彼かれらもついさっき、この部屋に入って初めて事情を知った。状況はティア達と同じだった。

「そうだったんだ………。誰よ、里見君が爆弾発表するって言ったのは」

　事情を知った静香は、賢治を見てニヤリと笑う。

「大家さん、何の話ですか？」

「それがね里見君、マッケンジー君が―――」

「わー、待った待った、笠かさ置ぎさんタイムタイム！」

　静香が先程の賢治の話を暴ばく露ろしようとすると、賢治は慌てて静香の口を塞ふさぎ、部屋の隅すみへ引き摺ずって行った。

「きゃー、マッケンジー君のえっちー！」

「人聞きの悪い事言わないでくださいっ！」

「な、なんだ？」

　妙に楽しそうに悲鳴を上げる静香。焦あせっている賢治。訳が分からない孝太郎はそれを呆ぼう然ぜんと見送った。この時、途と方ほうに暮れる孝太郎の頭上で揺れるサンタの帽ぼう子しがユーモラスだった。ちなみにサンタ帽のてっぺんで揺れる白い毛玉は、一昨日昨日を使って孝太郎と晴海が用意したものだ。毛糸はいくらでもあったので、作るのは簡単だった。

「いっただっきまぁ～～～すっ！」

　だが孝太郎は直後に聞こえてきたゆりかの声で我に返った。

「おいゆりか、せめて乾かん杯ぱいが済むまでは喰くうなよ」

「ふげ？」

「あ～～～、いい、なんでもない。喰ってろ」

「ふぎゅ」

　早さつ速そくテーブルに並んだ料理に手を付け始めたゆりか。孝太郎はそれを止めようとしたのだが、そのあまりに情けない姿に止めるのを諦あきらめた。そうしてカクッと落ちた孝太郎の肩かたを早苗がつつく。

『じゃあさ、じゃあさ、孝太郎、もしかして例の新しいアルバイトってさ―――』

　新しいアルバイト。

　早苗の口からその言葉が出ると、ティアとキリハの視線が孝太郎の方を向く。

「ああ、この為だ。資金は最終的に演劇部の方で集金して賄まかなうらしいんだけど、当座の資金がどうしても必要でさ」

　孝太郎がアルバイトを増やしたのはパーティの準備の為だった。最終的には演劇部の資金で賄われるのだが、準備の段階でどうしてもお金が必要になる。生活費に手をつける訳にもいかなかったので、孝太郎と演劇部の部長は二人でこっそりアルバイトを増やしていたのだ。ちなみに部長の方はパン屋の店の方でケーキ作りの手伝いをしていた。

「そうじゃったのか………」

　自然とティアの顔が綻ぶ。

　―――そうか、わらわ達の為であったか………。

　誰か一人の為ではなく、多くの人の為に。たかだかアルバイトなのだが、そういう孝太郎の姿勢が不思議と嬉うれしいティアなのだった。

「わたくしも驚きました」

「うむ………」

　ルースも上じよう機き嫌げんだった。

　―――やはり、何としてもサトミ様には殿でん下かの騎士になって頂かなくては………。

　今日の一件で、改めてその気持ちを強くしたルースだった。

「あらあら、言って下されば、お金ぐらい用意しましたのに」

「お金の為に仲間に引き入れるのはあんまりだろう」

「里見君はドライな関係は苦手ですものね」

　キリハは猫ねこ被かぶりを続けたまま孝太郎に笑いかける。

　―――これでしばらく孝太郎を弄いじる口実が出来たな………。

　しかしその瞳ひとみの奥では、猫ねこがネズミを弄る時のような悪戯心が揺らめいていた。

「お役目御ご苦く労ろう、里見君。君は見込みがあるわ」

「ありがとうございます、部長さん」

　そこへ孝太郎と同じくサンタの扮装をしている演劇部の部長がやってくる。

　ちなみにこの時、サンタの扮装をしている人間は四人いた。孝太郎と演劇部の部長、そして晴海とルース。パーティの準備にあたった四人だった。

「はい、里見君。飲み物をどうぞ」

「ありがとうございます、桜庭先輩」

「皆さんもどうぞ」

　晴海も飲み物のグラスを載のせたトレイを持ってやってくる。

　―――初めは里見君からのデートのお誘いかと思ってびっくりしましたけど………こういう方が私達らしいような気がしますね。そう思いませんか、虹にじ野のさん………？

　晴海は一同に飲み物を配りながら、親友のゆりかの背中に視線を送る。しかしゆりかは口に料理を詰つめ込むのに忙いそがしく、その視線に気付く事はなかった。

「みんなー、飲み物は行き渡わたったー？　乾杯するわよー？」

　演劇部の部長が乾杯の音おん頭どをとる。彼かの女じよは舞ぶ台たい監かん督とくも務めているので、このパーティでの乾杯の音頭は彼女の役目だった。すると彼女の声に従って、部屋にいる全員がグラスを掲かかげる。

『孝太郎、あたしオレンジジュースが良い』

「はいはい」

　だが孝太郎だけはアップルとオレンジ、グラスは二つだった。

「それじゃあ、独り身の寂さびしい年末を偲しのびつつ、来年の舞ぶ台たいの成功を願いまして、メリークリスマース！」

『メリークリスマース！』

　こうして孝太郎達たちのクリスマスパーティは始まったのだった。










　パーティが始まってしばらくは自由に歓かん談だんしながら食事をしていたのだが、一時間ほど経たったあたりでゲーム大会が始まった。ゲーム機は演劇部の部長の私物、大型のテレビはこの日の為のレンタル品。孝太郎と部長のアルバイトの成果の一つだった。

「うぅ～～～、おなかが痛くて動けないですぅ～～～」

　しかしその頃ころになるとゆりかが身体の不調を訴うつたえ始めた。開始から一時間、誰だれとも話さずひたすら食べ続けたゆりかのお腹なかは、遂ついに限界を超こえたのだった。

『このお腹、着膨れ？　それとも食べ過ぎ？』

　ぷっくりと膨らんだゆりかのお腹を、早苗がつつく。

「苦しいから押さないでくださぁいっ」

『食べ過ぎなのね』

　早苗は引き続きふにふにとゆりかのお腹をつつき続ける。半ば呆あきれつつも、楽しそうな早苗だった。

「ふぇ～～ん、おなかくるしいよぅ～～」

「馬ば鹿か野や郎ろう、少しは加減して喰えよ」

「そんな事言ったってぇっ、美お味いしいものがいつまでも残ってる保証は無いしぃ、今食べておかないとぉ、次にいつこんな豪ごう華かなものが食べられるか、分からないじゃないですかぁっ！」

「力説するような事か………ったくぅ………」

　ゆりかを長なが椅い子すに寝ねかせた孝太郎は頭を抱かかえる。この時の孝太郎は出来の悪い妹を見守るような気分だった。

『ゆりか、どれが美味しかった？』

「うっぷっ、ど、どれも美味しいですけどぉ、向こうから三番目のピザが一番美味しかったですぅ。チーズが三種類で、とろける美う味まさでしたぁ」

『なるほど。孝太郎、食べにいこー！』

「はいはい」

　ゆりかだけならともかく、ゆりかの醜しゆう態たいが周囲に与える影えい響きようは無視できない。早苗がゆりかのようになってしまうと困るのだ。

　―――仕方ない、年末年始は少し良い物を喰わしてやろう。このままだと早苗の教育に悪い………。

　パーティに使ったアルバイト代は後で演劇部が負担してくれるのだが、どうやら返ってきたお金はゆりかの胃い袋ぶくろに消えていくようだった。

「ゆりか、胃薬を貰って来たぞ」

「ありがとうございましゅ～、キリハさぁん。でもでもぉ、もう胃薬の入る隙すき間まがありませぇん」

『ホー、おいら達が砕くだいて粉にしてあげるホー』

『錠じよう剤ざいより飲みやすいホー』

「粉にしたら苦くなるから嫌いやでしゅう～～～」

　―――ゆ、ゆりかよ………。

　孝太郎は早苗を連れてゆりかお勧すすめのピザを食べに向かっていたのだが、後ろで繰り広げられているやりとりを聞いて、思い切り脱だつ力りよくする。

　―――お前の人生は本当にそれで良いのか………？

　その将来が心配でならない孝太郎だった。










「コータロー」

　孝太郎と早苗がゆりかお勧めのピザの所にやってきた時、ティアも同じ場所に姿を現した。

「ゲームは終わったのか？」

「うむ。全員に勝ってしまったので、追い出されてしまったのじゃ」

　ティアは苦笑しながらゲーム大会の方に目を向ける。そこではテレビとゲーム機を囲んで今も大騒ぎが続いていた。今は四人で対戦するゲームが行われていて、晴海や演劇部の部長など、あまりゲームの得意でない女じよ性せい陣じんが泥どろ仕じ合あいを繰り広げていた。

　勝負事が得意なティアは連勝続きで、結果的にゲーム機の前から追い出されてしまった。勝ち残りでやっていたのだが、物には限度があった。

「少しは加減してやれよ」

「わらわにわざと負けよというのか？」

　孝太郎にやり過ぎを指し摘てきされ、ティアは不満げに頬ほおを膨らませる。口をへの字に曲げてじっと孝太郎を見上げる様は、ティアの印象を一回り年下に見せていた。

「お前の力を示さなきゃいけない相手でもないだろ」

「………」

　しかし続く孝太郎の言葉を聞くと、膨らんだ頬がスッとしぼむ。

「そうであったな。次からは気を付ける事にしよう」

　そしてティアは笑顔を作ると、もう一度ゲーム大会の方に目を向ける。

　―――こういう顔が出来るのは、地球にいる間だけ、か………。

　その横顔を見ながら、孝太郎はルースとの話を思い出していた。

　ティアが年相応の少女の顔をしていられるのは地球にいる間だけ。だからこそ孝太郎の助けが欲しい。

　今のティアを見ていると、孝太郎はルースの話を改めて実感させられるのだった。

「殿下、サトミ様、お料理をどうぞ」

　するとそのルースが孝太郎とティアに料理の盛られた皿を差し出す。孝太郎の複雑な気持ちを知ってか知らずか、ルースは真っ直ぐな瞳と穏おだやかな笑顔を、孝太郎達に向けていた。

「すまぬな、ルース」

「いいえ」

『孝太郎、ピザピザ』

「わかったわかった」

　ティアがルースの右手から皿を受け取るのと同時に、ルースが左手に持っていた皿が孝太郎に向かって飛んでくる。それは早苗の霊れい能のう力りよくによるもので、皿は彼女の狙ねらい通りに孝太郎の手の中に収まった。誰かに見られたらびっくりするような怪かい奇き現象なのだが、幸さいわい早苗を知る者以外にこれを見ている者はいなかった。

『孝太郎、あーん』

「あーん」

　続けて早苗は孝太郎の右手を操あやつって、勝手に皿に載っていたピザを口に運ぶ。孝太郎が自分でやったのは口を開ける事だけだった。

「お、確かに美味いな、これ」

『ゆりかも流石さすがに料理を全部食べただけの事はあるわ』

　孝太郎の口の中にはチーズの濃のう厚こうな味わいと、トマトのすっきりとした酸味が広がり、絶ぜつ妙みような食感を生み出していた。孝太郎も背中の早苗も満足の味だった。

　そうやって孝太郎が満足げに口を動かしていると、ティアが顔を巡めぐらせて部屋の様子を眺ながめている事に気が付いた。

　―――何を見ているんだろう？

　気になった孝太郎がティアの視線を追い始めた時、まるで孝太郎の疑問に答えるかのようにティアが呟つぶやいた。

「皆、やる気は十分なようじゃな」

　ティアが見ていたのは部屋ではなく、そこにいる人間の姿だった。演劇部員と、演劇に関かかわる人々。彼らの笑顔と元気な声が、普ふ段だんは静かな部室に溢あふれていた。

「仲は良いし、チームワークも良好なようじゃ」

「はい。この分なら今回の舞台も成功する事でしょう」

　すると給きゆう仕じ用のお盆ぼんを抱えたルースがティアの呟きに答える。そしてルースも一緒になって部屋の様子を眺め始めた。

「そうだと良いのじゃが、なかなか難しかろうな」

　今回の舞台は、前回のものとは違ちがう。物語全体のクライマックスという事で、その難易度は前回のものよりも格段に上がっている。だからティアは舞台が成功するかどうかは五分五分だろうと踏ふんでいた。

「バーカ」

　ゴンッ

　孝太郎はそんなティアの頭を、空になった皿で叩たたいた。

「いたっ！　何をするのじゃコータロー！　貴様っ、皇女の頭を皿で叩くなぞ―――」

「そうそう、その意気だ」

　ぽんぽん

　孝太郎は怒おこって睨にらみつけてくるティアの頭を、今度は手の平で軽く叩いた。

「………えっ？」

「お前はリーダーなんだから、そういう気き迫はく十分な顔をしてなきゃ駄だ目めだ」

「コータロー………」

　また孝太郎に意地悪されたと思っていたティアだが、孝太郎の口から飛び出してきたまともな言葉に驚き、思わず怒いかりを忘れていた。

「最近お前は周りの人間の事を考えるようになったけど、その分だけリーダーの気迫も減っちまった気がする」

　さっきのゲームで手加減するという話もそうだ。成長したティアは周りの人間に対する思いやりを身に付けた。しかし時と場合によっては、その思いやりを発揮しない方が為になる場合がある。この時がそうだ。ティアは舞台監督である訳ではないが、演劇の台本を書いた人間として、この舞台を引っ張っていく立場にある。そういう人間は妙な思いやりを見せない方が良い。むしろその逆に有う無むを言わせず全員を従わせる気迫があった方が、演じる側も安心なのだ。

　それは孝太郎の経験が言わせた言葉だった。野球でも試合中に監かん督とくが不安そうなのが一番困るのだ。

「わーっといく時は、わーっといって良いんだぞ」

「しかしじゃな………」

　そう言われても、ティアの顔は晴れない。

　このところティアはずっと不安を感じていた。自分は人の上に立つ事が出来る人間なのかどうか。晴海が演じる白銀の姫ひめのように、人を従える事が出来るのかどうか。その事がずっと不安だった。それはティアが人を思いやるようになったからこそ生まれてきた、新たな悩なやみだった。

「心配しなくても、今のお前にならみんな付いてきてくれるさ」

　孝太郎は穏やかにそう告げると、ティアに視線で周囲を示した。いつの間にか、多くの人間の視線がティアに集まっていた。誰もが食事やゲームの手を止め、ティアに注目している。孝太郎が言うように、今は誰もがティアに期待しているのだった。

「皆………そうか………」

　ティアの悩みは深い。しかし今、孝太郎に言われて分かった事がある。

　―――やれるかどうかに関わりなく、やるべき時がある、か。

　ティアはそれを悟ると、表情と瞳とを輝かせ始める。それは挑ちよう戦せん的てきで自信に満ちた、彼女らしい笑顔。強いリーダーの姿だった。

「そうそう、それでいい」

　そんなティアの様子を見て、孝太郎も安あん堵どの笑顔を浮うかべる。今のティアの姿は、孝太郎の期待した通りの姿だった。

「………誰に物を言うておるのじゃ、サトミ・コータロー」

「敬愛してやまない、皇女殿下に」

　孝太郎は肩を竦め、おどけてみせる。そして新しく料理を取って口に運ぶ。ピザだけでなく、用意された料理はどれも美味しかった。

「そうまで言うからには覚かく悟ごはあるじゃろうな？」

「違う」

　ゴンッ

　しかしそこで再び空になった皿がティアの頭を直ちよく撃げきする。それはもっと強気に出ろという合図。ティアにはもう分かっていた。

「ならば覚悟せよ、サトミ・コータロー！　わらわとそなたが行くは、修しゆ羅らの道ぞ！」

　だからティアは堂々とそう言い切った。今必要なのはそういうティアなのだ。

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

「その言葉に二言は無いな？」

「約束するよ、ティア。舞台は成功させる」

　孝太郎の答えに迷いはない。孝太郎は最初からティアと一いつ緒しよに舞台を成功させるつもりだった。

「よぉしっ！」

　孝太郎と頷き合うと、ティアは今度は部屋の全員に向かって声を張り上げた。

「者共ぉっ！　この舞台、何が何でも成功させるぞっ！　良いなっ!!」

　その声は力強く部室に響き渡った。

『お～～～～～っ!!』

　するとティアの言葉に、部屋中の人間が一いつ斉せいに答える。

　最初にティアが言ったように、この場に集った者達のチームワークは良好だった。










　孝太郎と晴海は二人で校門へ向かっていた。時刻は夜の七時半を回った所。演劇部主しゆ催さいのクリスマスパーティはまだ続いていたが、二人でそれを抜け出してきたのだ。

　二人がそうした理由は、晴海が帰る時間になった為ためだった。実は晴海は明日の午前中に年内最後の検査が予定されており、今晩から食事の制限や、安静にしている必要があった。このため大事を取って早めに帰る事になっていたのだ。

　晴海はタクシーで帰る事になっている。そのタクシーは校門の外にくるので、孝太郎はそこまでのお供を申し出た。高校のすぐ傍そばとはいえ、最近は何かと物ぶつ騒そうだった。

「里見君、大分冷えてきましたね」

「この所ずっと寒かったし、雪でも降ふるのかもしれませんよ」

　校門の外へ出た二人は一緒に空を見上げる。頭上には厚く雲が垂れ込めていて、星空は見えていない。冷え込みは厳しく、二人の口から漏もれる息は真っ白だった。

　タクシーはまだやってきておらず、校門の前にあるバス停は無人だった。無人のバス停は、街灯一つが標識を照らしているだけ。その寂しい光景を見て、孝太郎は一緒に来て良かったと思っていた。

「ホワイトクリスマスなら素敵なんですけど」

「桜庭先輩、白銀の姫って言うぐらいなんだから、雪ぐらい降らせて下さいよ」

「あははっ、里見君っ、無む茶ちやを言わないで下さい」

　晴海の口から弾はずむような笑い声が漏れる。その笑い声は寒さにさらされると瞬またたく間まに真っ白に変わった。

「そんないじわるを言うなら、里見君には本物のドラゴンと戦って貰もらいます」

「そいつはご勘かん弁べんを」

　孝太郎も一緒になって笑う。二人の笑い声は真っ白な吐と息いきに変わって混じり合い、虚こ空くうへと消えていった。

「それにしても本当に冷えますね」

「さっきまではしゃいでたから、余計寒く感じるのかもしれませんね」

　二人が少し前まで居たのは、熱気あふれるパーティの中。孝太郎と晴海自身も興奮して騒さわいでいたので、確かに今とは環かん境きようが正反対だった。

「はしゃぐって、桜庭先輩にはお転てん婆ばなイメージは無いですけど」

「そんなの私にも無いですよぉっ、もぉっ」

　晴海は口元に手を当てて、くすくすと笑い始める。しかしその途中、晴海は軽く身体を震ふるわせた。

　―――やっぱり寒いんだな、桜庭先輩。………そうだ！

　そんな晴海を見て、孝太郎は自分が持っているものが何だったのかを思い出した。

「いいものがありますよ、桜庭先輩」

　孝太郎はポケットに手を突っ込むと、中に入っているものを引っ張り出した。

「帽子？」

「これは俺おれのです。先輩のは他にあります」

　孝太郎がポケットから引っ張り出したのは、真っ赤な布で作られたサンタの帽子だった。それはパーティの為に用意されたもので、開始当初にも被かぶっていたものだった。

「なんですか？」

「何っていう程ほどのものでもないんですけどね」

　孝太郎は手早くサンタ帽を被ると、今度は上着の内側に手を突っ込む。そこには別わかれ際ぎわに晴海に渡そうと思っていたものがしまいこまれていた。

「ふぉっふぉっふぉ」

　老人を思わせる笑い声を作りながら孝太郎が取り出したのは、リボンで飾られたカラフルな包つつみだった。大きさは漫まん画が雑誌ほどだが、重さは殆どない。孝太郎が晴海に向かって差し出すと、包みはカサリと音を立てた。

「良い子の晴海ちゃんに、サンタのおじさんからプレゼントだよ」

「まぁ………」

　包みを一いち瞥べつすると、晴海は表情を輝かせる。

「これを私に？」

「ふぉっふぉっふぉ、そのとおりぢゃ」

　改めて確かく認にんする晴海に、孝太郎は頷いてみせる。すると晴海は両手で包みを受け取った。

「ありがとうございます」

　晴海は包みを胸むな元もとに抱だき抱えるようにしながら、孝太郎に向かって軽く頭を下げる。そうしている間も、晴海の笑顔は輝いていた。

「とはいえ自慢できるようなものでもないんですが」

　しかし孝太郎はすぐに照てれ臭くさそうに頭を掻かき始める。中身が中身なので、孝太郎も照れない訳にはいかなかった。

「開けてもいいですか？」

　晴海は包みの中身が気になるようで、照れ臭そうにしている孝太郎の表情には気付いていなかった。

「どうぞ。今すぐ役に立つ筈ですよ。………もっとも、今だけかもしれませんけど」

　孝太郎が頷くのを待ってから、晴海は丁てい寧ねいにリボンを解き、包みの中を覗のぞき込む。

「あっ、これって………」

　中を確認した晴海は、その表情を今まで以上に輝かせる。そして少し慌てた様子で中に入っている物を引っ張り出した。

「マフラー………」

　包みから出てきたのは手編みのマフラーだった。しかしそのマフラーは酷ひどく出来が悪かった。編んだ者の技術が目を覆おおわんばかりに低い為、でこぼこしていたり左右に曲がっていたりするのだ。

「里見君、覚えていてくれたんですね………」

　しかし晴海がその事にがっかりする事はなく、むしろその逆にマフラーを両手で広げて嬉しそうに微笑んでいた。

　―――里見君が、これを私に………。

　それは孝太郎が春からずっと練習で編んでいた編み地を、マフラーに仕立てたものだった。出来が悪いのは一番最初の部分だからなのだ。

「随ずい分ぶん迷ったんですよ、こんなものがプレゼントで良いものか」

　孝太郎は以前、晴海が最初の部分が一番好きだと言っていたのを覚えていた。孝太郎の努力が一番詰まっている部分だからと。だが、だからといってこれをプレゼントとして貰って嬉しいかというと話は別だ。下手な手編みのマフラーなど、貰って嬉しい人間は少ないのだから。

「でも師し匠しようにスタート地点を持っていて貰うのは悪くないかなとも思いまして」

「そんな事はありませんよ。とっても嬉しいです。ありがとうございます」

　しかし晴海はその少ない方のタイプの人間だった。元々編み物が趣しゆ味みである事に加え、このマフラーには春からの想おもい出でがいっぱいに詰まっている。だから晴海にとっては何よりも嬉しいプレゼントだった。それに孝太郎が自分とのやりとりを覚えていてくれた事も嬉しかった。

　―――これを、私に、プレゼントしてくれた………。

　思わず晴海は瞳を潤うるませる。孝太郎に特別な意図はない事は分かっている。そういうタイプではない。しかし特別な意図を期待したくなるほど、晴海はこのプレゼントを貰えた事が嬉しかった。

「似合いますか？」

　晴海はマフラーを首に巻くと、孝太郎に笑いかける。普段の彼女にはあまり見られない、おどけた調子の笑顔。気取ってくるりとターンしてみせる姿は、まるでダンスを踊おどっているかのようだった。

「似合わないです。マフラーの趣味が悪すぎます」

「お黙だまりなさい。一いつ介かいの騎き士し風ふ情ぜいが、皇女に意見するとは何事ですか」

「そんなセリフ、台本にはありませんけど」

「私だって、たまにはアドリブをするんですよ？」

　相変わらず冷え込みはきつい。夜になって寒さは増すばかり。

　しかし晴海はもう、寒さは感じていなかった。










　遠くからヘッドライトの明かりが近付いてきていた。交通量の少ない一本道なので、その明かりは良く目立つ。だから孝太郎はすぐにその存在に気付いた。

「来たみたいですね、タクシー」

「………えっ？」

「えっ、じゃないですよ。桜庭先輩はアレに乗って帰るんでしょうが」

「そ、そうでした。済みません」

　マフラーに気を取られていた晴海は、タクシーを呼んだ事をすっかり忘れていた。
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　―――いけない、忘れる所だった！

　そして同時にもう一つ、晴海は自分が忘れていた事があるのを思い出した。

「里見君、実は私からもプレゼントがあるんですけど」

　普段の晴海ならなかなか言い出せなかったかもしれない、その言葉。しかし晴海の首に巻かれた不格好なマフラーが、彼女にそれを口にする勇気を与えていた。

「俺に？」

「はい」

「でも俺、あんまり良い子じゃなかったですけど」

「構いません。私はサンタじゃありませんから」

　晴海はくすくすと笑いながら、自分のバッグに手を入れた。

　―――でも、私は里見君は十分に良い子だと思いますよ………。

　そんな事を思いながら、晴海はバッグから細長い棒状のものを取り出した。

「これ、編み棒ですか？」

「はい。男の人にこんなものをプレゼントして良いのか、随分迷いましたけど」

　晴海の用意したプレゼントは、編み物用の編み棒だった。それは数本の竹製の編み棒を綺き麗れいな包装紙とリボンで束ねたもので、晴海が胸元に抱えていると花束でも持っているかのようだった。

「どうぞ、里見く―――」

　それを孝太郎に向かって差し出した所で、晴海は奇き妙みような感かん慨がいに囚とらわれた。

　―――あれ………？　確か以前にもこんな事があったような………？

　それは強い既き視し感かんだった。晴海にはこうして孝太郎に何かをプレゼントするのが初めてではないような気がしていた。

「どうしました、桜庭先輩？」

　突とつ然ぜん動きを止めた晴海を不思議に思った孝太郎が声をかける。その孝太郎の声が耳に届いた瞬しゆん間かん、晴海の脳のう裏りに蘇よみがえる光景があった。

『どうしました、アライア様』

『いえ、なんでもありません』

　それは青い鎧よろいを身に着けた孝太郎と、白銀に輝かがやく剣けんを抱えた晴海自身の姿だった。

　―――そっか、演劇のワンシーンなのね………。

　晴海は自分の脳裏に蘇った光景が、台本の中にあった事を思い出した。台本を貰った日から、晴海は暇ひまさえあれば台本を読んでいた。だから晴海はそれが既視感の原因だったのだろうと考えた。

「いえ、なんでもありません」

　晴海はクスリと笑うと、再び孝太郎に向かって編み棒を差し出した。

「ただ、演劇の台本にも、こんなシーンがあったなって思って」

「なるほど、確かにありましたね」

　孝太郎は納なつ得とくしたように頷うなずいた。そして孝太郎はその場でしゃがみ、晴海の目の前で片かた膝ひざをつく。二人ともその表情は大おお真ま面じ目めだった。

　白銀の姫が青騎士に聖せい剣けんシグナルティンを与あたえる場面。そこではこうして二人が向かい合う事になっているのだ。

『ベルトリオン卿きよう。これからはこの剣が、あなた様をお守り致いたします。どのような敵からも、どのような苦難からも』

『ならば私は、この命と剣とで、あなた様をお守り致します。アライア殿下』

　台本に書かれたセリフを口にしながら、晴海が差し出す編み棒を孝太郎が受け取る。それは互たがいの口にできない想いがいっぱいに詰まった、名シーンだった。

　しかし孝太郎が編み棒を受け取った直後、二人は弾はじけるように笑い始めた。

「あははははははっ！」

「わははははははっ！」

「た、たけのあみぼうでっ、まもるもなにもないですよねぇっ！　うふふふっ、あはははははっ！」

「じっ、自分からやっておいて、何すかそれはっ、くくくっ、わはははははっ！」

　孝太郎は爆ばく笑しようしながら立ち上がる。しかし笑い過ぎで足元がおぼつかない。晴海も身体を折り曲げて苦しげに笑い続けている。二人とも心の底からの大爆笑だった。

「ははははっ、はっ―――見て下さい、桜庭先輩っ！」

「えっ？」

「ほらっ、雪が降ってきましたよ！」

　そんな二人が笑うのを止めたのは、降り出した雪を目にした時のことだった。

「うわぁ………綺麗………どんどん降ってきますね………」

　頭上を見上げた晴海は、舞まい散ちる雪の美しさに息を呑のんだ。そして両手を頭上へ伸のばして、その手で雪を受け止め始める。

　街灯の淡あわい光に照らされて舞い降おりてくる沢たく山さんの雪達。それは晴海が溜ため息いきをつくのも当り前の、幻げん想そう的てきで美しい光景だった。しかしこの時、孝太郎は降ってくる雪を見ていなかった。

　―――白銀の姫、か………。

　孝太郎が見ていたのは、雪と戯たわむれる晴海だった。白銀の姫は彼女に与えられた役に過ぎないのだが、こうして雪をまとった晴海を見ていると、単なる舞台の役を超えて孝太郎の胸に迫せまるものがあった。

「………メリークリスマス、里見君」

　そして振ふり返った晴海の笑え顔がおを見た時、孝太郎は自分が本物の青騎士ではない事を、少しだけ残念に思うのだった。







火竜帝と白銀の姫　一月十日（日）







「いくぞ、ゆりか」

　舞台上の強い照明が、孝こう太た郎ろうが両手で構えている剣の刃はを白く輝かせている。この剣はティアが舞台衣装として鎧と一緒に貸し出している宝ほう剣けんサグラティン。演劇の他の参加者には演劇用の特注の模造品と説明しているが、実際には刃が付いた本物だ。とはいえ鎧が発生させるバリアーを使って刃の部分を保護しているので、実際には人が斬きれる心配はない。

「いやですぅ！」

　だが孝太郎の相手を務めるゆりかは、それでも心配していた。事前に剣は鎧の作り出す斥せき力りよく場のバリアーで保護されているので安全だと説明されていても、その刃の作り出す鋭するどく美しい輝きを目の前にすると、ゆりかは全く気が休まらなかった。

　―――斬られるぅっ、私ぃ、絶対に里さと見みさんに斬られちゃいますぅぅっ!!

　ゆりかは大きな着ぐるみの中で滝たきのような涙なみだを流していた。ゆりかは今、巨きよ大だいな竜りゆうを模した着ぐるみを身に着けて孝太郎と向かい合っている。その名も火竜帝アルゥナイア。舞台のクライマックスにおいて青騎士が戦う事になる最強の敵だった。

　この竜を誰が演じるのかという話になった時、動物の演技には定評のあるゆりかに白羽の矢が立った。ゆりかが馬の後うしろ脚あしの役で培つちかった動物の演技力は圧あつ倒とう的てきで、他の人間の追つい随ずいを許さなかった。これで大だい活かつ躍やくできるとゆりかは大喜び。だが、その喜びも舞ぶ台たい稽けい古こが始まるまでの事だった。

「わがままを言うなゆりか！　後がつかえてるんだぞ！」

「そんな事言ったってぇっ！」

　ただでさえ剣は切れ味が良さそうな輝きを宿しているというのに、それを振りかざしている孝太郎の構えはまるで本物の騎士のように強そうに見える。冬休みの間中、孝太郎がティアと一緒に繰くり返した特訓は伊だ達てではなかった。

「まっぷたつですぅっ！　わたしぃっ、絶対にまっぷたつにされますぅっ！」

　大おお粒つぶの涙を零こぼすゆりかの脳裏には、着ぐるみごとまっぷたつにされる自分の姿がありありと浮かんでいた。演技の研究をする為に孝太郎とティアがフォルトーゼの映画を観ていた時、一緒に観てしまった事もゆりかの恐きよう怖ふを大きくしていた。映画に出てくるフォルトーゼの騎士は、どんな敵をも華か麗れいにまっぷたつだった。そのイメージが頭の中にこびりついて、ゆりかを怯おびえさせるのだった。

「ゆりかっ、竜の帝てい王おうがそんな逃にげ腰ごしでどうするのじゃっ!!　もっとしっかりせんかぁっ!!」

「ふぇ～～んっ、そんなの無理ですよぉっ！　せめて剣をもうちょっとなんとかしてくださいぃぃぃっ！」

「無理じゃあっ！」

「いやあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　舞台の下にいるティアから檄げきが飛ぶ。しかしその程度ではゆりかの恐怖は消えない。火竜帝アルゥナイアはイヤイヤと首を大きく横に振りながら舞台上を後退していく。

　―――怯える竜の演技としてなら、パーフェクトなのじゃがのう………。

　それを見守るティアは、呆れを通とおり越こしてむしろ感心していた。

「ゆりかちゃんっ、そんなんじゃ駄目よっ！　いっその事、里見君を本気でやっつけるぐらいのつもりで行きなさい！」

「はっ、里見さんをやっつける!?」

　追い詰められたゆりかの気持ちを動かしたのは、舞ぶ台たい監かん督とくを務める演劇部の部長の一声だった。

　―――そうだっ、やられる前にやればいいのよっ!!　斬られる前に倒たおせばいいのよぉっ!!

　舞台監督の言葉は、まっぷたつの恐怖に震えるゆりかに一筋の希望を与えた。斬られる前に孝太郎を倒す。そうすれば怖こわい思いをしなくて済むのだ。

「ぐっふっふっふぅっ、がおーう、がおがおーう！」

　火竜帝は巨きよ体たいを揺ゆらして前進する。その歩みは直前までのそれとは違い、火竜帝アルゥナイアの名に相応ふさわしく、地じ響ひびきが聞こえてきそうな程の力強さだった。

『あっ、孝太郎、ゆりかがやる気になったみたいだよ』

「そりゃあ助かる」

『うん。でもやる気っていうか、なんかちょっと違うみたいなんだけど………』

「やっつけるぅっ、里見さんをやっつけるぅっ！　そうすればぁっ、怖いのは終わりますぅぅぅぅっ！」

　ゆりかは目を血走らせ、ぶつぶつと呟き続ける。僅わずかな希望に縋すがりついたゆりかは、アルゥナイアの顔を真上に向けて咆ほう哮こうした。

「ゆりかふぁいっおー！　ゆりかふぁいっおーっ!!」

　だがもちろんそれは希望などではなく、現実逃とう避ひややけくそ、開き直りといった種類の幻げん想そうなのだった。










　この日は冬休みが明けて最初の全体稽けい古この日だった。大おお晦日みそかから年明けに絡からんで、多少のトラブルはあったものの、孝太郎達は無事に全員でこの日を迎むかえていた。

　この日の稽古の目的は、全すべてのシーンを一通り最初から最後まで流してみる事。だが出演者の個々の演技の出来を見る為というよりは、スタッフ全員で流れを確認する事に主眼が置かれていた。セットや衣装、舞台装置、照明の当て方など、演技以外にも確認しておくべき事は山のように存在しているのだった。

「がおーぅ、がおーぅ」

「虹にじ野のさん、しっかり！」

「任せて下さい、桜庭さくらばせんぱ―――きゃああぁぁぁぁっ!!」

「こらっ、逃げるなゆりかっ!!」

　そしてゆりかが着ている火竜帝アルゥナイアの着ぐるみは、確認しなければいけない物の中で、最重要の品だった。着ぐるみの外見はまだ未塗装の部分も多いのだが、中の仕し掛かけの動作などはこの時点で確かめておく必要があった。公演は月末に迫っているので、機械部分は急ぎで完成させる必要があった。

「さっ、里見さんっ、今、まっぷたつにするつもりだったでしょう!?」

「当り前だろ。そういうシーンなんだから」

『悪役なんだから素す直なおに斬られなさいよね』

「里見、尻尾しつぽ尻尾。次で斬り落としてくれ」

「了りよう解かいです」

「いやあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　このアルゥナイアの着ぐるみには、孝太郎の剣の振りに合わせて尻尾が千切れ飛ぶ仕掛けや、口から火を吐はく仕掛け、またワイヤーで吊つって空を飛ぶなど、大道具チームの技術と努力がこれでもかと詰め込まれている。それだけに舞台を見上げる彼かれらの視線にも自然と熱がこもっていた。

「ふぅん、ゆりかちゃんの勇気はともかく、仕掛けの方は問題ないようね」

「うむ。あのアルゥナイア、学生の演劇としては破格の出来じゃろう」

「大道具チームは何日も徹てつ夜やしてあれを作ったらしいわ」

　そんな時、孝太郎の剣が着ぐるみの尻尾を両断する。その仕掛けの出で来き栄ばえを見て、舞台を見上げていたティアは満足げに頷いた。

「そなた達よくやってくれた！　褒ほめて遣つかわす！　長く誇ほこるがよい！」

『よっしゃあぁぁぁぁっ、成功だぁぁぁぁっ!!』

　ティアと一緒に舞台上を見ていた大道具チームから歓かん声せいが上がる。これまでの血と汗あせと涙が報むくわれた瞬間だった。そんな彼らの姿を眺めながら、ティアは再び満足げに頷いた。すると近くにいたルースがティアに笑いかける。

「準備は順調なようですね、殿でん下か」

「うむ。あとは役者の出来に期待するだけじゃの」

　アルゥナイアの着ぐるみに限らず、舞台の準備は順調だった。このメンバーでの舞台は二度目という事もあり、衣装やセットの準備も万ばん全ぜん、照明の当て方の確認もスムーズに進んでいた。

　だからティアの言う通り、あとは役者の出来が全てだった。










「こ、こわかったぁ………ほんとうに、こわかったんですぅぅぅっ」

「頑がん張ばりましたね、虹野さん」

　出番を終えたゆりかは、着ぐるみを着たまま膝ひざを抱えるようにしてうずくまっていた。そんな彼女を晴はる海みが優やさしく慰なぐさめる。その様子は傍から見ると巨きよ竜りゆうが姫に泣き付いているように見えるのだが、晴海が微笑ほほえんでいると不思議とそれが絵になった。

「最近の桜庭先せん輩ぱいって、何だか有無を言わせない迫はく力りよくがあるわよね」

　パシャッ

　そんな晴海とゆりかの写真を撮とりながら、静しず香かは近くにいた孝太郎に話しかけた。シーンは後半のクライマックスに近付いているので、侍じ女じよ役の静香の出番はしばらくない。だから静香は活動報告用の写真の撮さつ影えいを任されていた。

「そうですかね？」

「お姫ひめ様さま役が板についてきたっていうか………人前で演技する事に慣れてきたのかもしれないわね」

「確かに慣れてきたっていうのはあると思いますよ」

　孝太郎はいつも晴海と一緒に練習してきたので、彼女の演技の変化についてはいまいちよく分からない。目の前でゆっくり変化してきたので、あまり変化に実感がないのだ。孝太郎には、静香のように時間を置いて晴海を見た事はなかった。

　しかし春先の晴海自身と比べると、今の晴海は格段に人付き合いが上う手まくなっているように見える。よく知らない人間と話す時もあまり緊きん張ちようしないようになっていたし、しばしば笑顔も覗かせている。それは演劇に出る事によって、明らかに晴海が成長した部分だった。

「なぁ、ティア」

「なんじゃ？」

「桜庭先輩も慣れてきた事だし、青騎き士しの役はマッケンジーに戻もどした方が良いんじゃないか？」

　元々孝太郎が青騎士役をやっていたのは、晴海が孝太郎以外が相手では演技が出来なかったからだ。しかし今の晴海ならその心配は無いように思える。だったら本来の予定通りに、賢けん治じにやらせた方がいいのではないか。孝太郎はそんな風に考えていたのだ。

「とっ、とんでもないっ！　青騎士はっ、そなたで良いのじゃっ！」

　しかしティアは酷く驚おどろいた様子で激しく首を横に振った。

「なんでだ？　あいつの方が見た目も良いだろ」

「なんでって、そ、それは………」

　ティアは咄とつ嗟さには答えられず口ごもる。だが実はティアの答えははっきりしていた。

　―――わらわの騎士はそなたとルース、二人だけなのじゃぞ………。

　今のティアにはもう、孝太郎以外に騎士の修しゆ行ぎようをさせる発想はなくなっていた。自分の騎士は孝太郎とルースだけ。そういう確固とした想いが胸の中にあったのだ。

　しかしティアにはそれを口に出す事が出来なかった。口にした時、孝太郎が何と答えるか。その事が怖くて仕方がなかった。だからティアの視線は自然と孝太郎の背後にいる晴海の姿を追いかけていた。

「そうかもしれませんが、今からでは手て遅おくれですよ、サトミ様」

　困っている主人の様子に気付き、代わりにルースが答える。

「もう広報活動が始まっています。それに突然配役を入れ替かえられたマッケンジー様が、月末までの短い期間で青騎士の演技を習得できるとも思えません」

　既すでにこの舞台の広報は始まっていた。以前からいろんな場所でビラが撒まかれ、掲けい示じ板ばんにも貼り出されていた。もちろんその中で配役も公表されている。この段階で配役を入れ替えるなら、それら全てを訂てい正せいしなくてはならない。

　また、舞台の本番は月末に迫っている。それに間に合わせようとすると、賢治にたった二週間で青騎士の演技を叩き込まなければならない。

　その二つの理由から、ルースは配役の変へん更こうを現実的ではないと言っているのだった。

「そうかぁ………楽ができると思ったのになぁ………」

「馬ば鹿かな事を考えておらんで、とっとと舞台へ戻るのじゃっ！　次は大臣や宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しとの戦いじゃぞ！」

「はいはい。仰せのままに、マイプリンセス」

　孝太郎は小さく苦く笑しようすると、ティアとルースを後に残して再び舞台へ上がっていく。その足取りは軽い。

「おおせのままに、まいぷりんせす、か………」

「その言葉が、冗じよう談だんでなくなればよろしいのですが」

　しかしその孝太郎を見送る二人の気持ちは、あまり軽くはなかった。










　舞台の練習が行われている体育館に、孝太郎達の声が響ひびいていた。

『貴様っ、フォルトーゼを滅ほろぼすつもりかっ!?』

『ハッハッハァッ、国くに盗とりとは、元来そういうものではないのかねっ!?』

　練習はクライマックスの部分に差さし掛かかっており、孝太郎の扮ふんする青騎士と、悪の黒幕である大臣とのやりとりが続いていた。

　そんな孝太郎達の姿を、巧こう妙みように隠かくされた複合センサーが捉とらえ、精せい緻ちな立体映像に変へん換かんしていずこかへと送り届けていた。

「おのれ青騎士もどき………」

　そしてその立体映像を見ているのはティアと孝太郎の事をつけ狙う、フォルトーゼの第二皇女クランだった。

　クランは体育館の傍にある倉庫の陰かげに身を隠しながら、ティアのものとよく似た腕うで輪わを使って中の様子をうかがっていた。複合センサーが捉えた映像は腕輪に送られ、腕輪の投とう影えい装置によってクランの目の前に舞台の様子を再現している。それはまるでクランの為に用意された、人形劇の舞台のようだった。

「演技が様になっているのが、かえって腹立たしいですわ………」

　クランの暗く鋭い視線が孝太郎に向けられる。クランは前回の襲しゆう撃げきを邪じや魔ました孝太郎に、復ふく讐しゆう心しんをたぎらせていた。そしてそれはティアに対する感情を上回っている。クランは試練の邪魔さえ出来れば、必ずしもティアを倒す必要はないと考えているのだが、孝太郎の事は何をおいても倒す必要があると考えていた。

　クランはティアと同じくらいプライドが高いし、フォルトーゼの人間ゆえに青騎士への思い入れは強い。だから未開の地の平民が青騎士の姿で皇女たるクランに剣を向け、ましてやそれに打ち倒されたなどという現実は、クランには到とう底てい受け入れられるものではないのだった。

「それにしても、なかなか隙すきを見せませんわね。腹の立ちます事っ！」

　だからクランは孝太郎の隙をずっと狙っていた。しかしクランの望むような隙はなかなか見当たらない。それは孝太郎がなかなか一人にならないという事情もあるのだが、クランの望むような隙の条件が厳しかったせいでもあった。

　クランは孝太郎が倒れる時、誰だれに負けたのかを思い知らせ、刃は向むかった事を後こう悔かいさせてやりたかった。だからクランは孝太郎に自分の姿を見せてから倒してやりたいと考えていた。そうでなければ彼女の傷付いたプライドは癒いやされないのだ。

　従って襲撃が可能なのは、孝太郎がティア達たちから離はなれて一人きりになり、かつ、他者の目が極きよく端たんに少ない状じよう況きように限られる。無論、そんな状況は滅めつ多たにない。おかげでクランはかなりの長期に亘わたって、孝太郎の隙を待ち続けていた。

「ん？」

　そんな時だった。クランの目の前の立体映像に、孝太郎が舞台を降りて晴海と二人だけで体育館の裏に出ていく姿が映し出された。ざわつく体育館の中の様子からすると、ラストシーンの前に休きゆう憩けいを挟はさむ事になったようだった。

「しめた、挨あい拶さつをするにはもってこいですわ！」

　クランは眼鏡の奥おくでその瞳ひとみを燃え上がらせる。

　体育館の裏は目立たない。他人の目は晴海だけ。孝太郎にだけ分かるように姿を見せてやる事は可能だろう。そしてあるいは、そのまま倒してしまう事も。

「やっとチャンスが巡ってきましたわねっ！」

　クランは手早く腕輪を操作して映像を消すと、倉庫の陰から飛び出して、孝太郎のいる方へ走っていく。その足取りはダンスを踊るかのように軽かろやかだ。ようやく訪おとずれた復ふく讐しゆうの時に、クランの胸は高鳴っていた。

「待っていなさいっ、青騎士もどきっ！　わたくしが今すぐそこへ参りましてよっ！」

　この時のクランは、まるで初めて出来た彼とのデートに向かう少女のようだった。










　クランは数メートル走った所で軽く地面を蹴けった。するとクランの身体はまるで羽根でも生えたかのように、そのまま宙へ舞い上がっていく。クランはそれに驚いた様子もなく、さも当然といった表情でどんどん急きゆう上じよう昇しようしていった。その上昇スピードは彼かの女じよ自身が走るよりも速く、あっという間に体育館の屋根の上に到とう達たつしていた。

　これはクランの発明した新しい道具の力によるものだった。クランやティアが使っている防ぼう御ぎよ用のバリアーは、重力をコントロールする事で生み出した斥力場で敵の攻こう撃げきを弾いている。重力をコントロールしている以上、それをうまく調整してやれば斥力場を作る代わりに物を宙に浮かべる事ができる。クランが飛ぶのに使っているのはまさにそれで、クラン自身のバリアー発生装置を改造して空を飛べるようにしているのだった。

　とはいえ良い事ばかりではない。クランを飛ばせている分だけエネルギーの消しよう耗もうが激しくなり、バリアー自体の防御性能は大きく減じている。今の防ぼう御ぎよ力りよくは元の半分ほどもないだろう。だがクランは防御力の低下を気にしていなかった。以前戦った時、バリアーは孝太郎の剣を防げなかったので、空を飛んで機動性を上げる方が良いと考えていた。実際、空中でのクランの身のこなしは大したもので、くるくると優ゆう雅がに姿勢を変え、まるで映画やアニメに出てくる妖よう精せいのように空中を移動していた。ゆりかの着ぐるみがワイヤーに吊られて飛ぶのとは根本的に違っているのだ。

「いた、あそこにっ！」

　ピッ

　空に駆かけ上がったクランは孝太郎と晴海の姿を見付けると同時に軽く腕輪に触ふれた。するとクランの姿が青い空に溶とけていくかのように消えていく。これもクランによる孝太郎対策の一つで、身体の周囲に光を素す通どおりさせるフィールドを張る事で、他者の目に映らないようになる。空中にいると嫌いやでも目立つので、必ひつ須すの装備と言えるだろう。

　そしてもう一つ。クランは宙に開いた時空の穴の中から、妙みように機械的なデザインの大型のライフルを引っ張り出した。このライフルは以前、クランが使っていたビーム砲ほうを更さらに改良したものだった。不安定な空中での利用を前提としているので、以前のものに比べると小型化して取り回しが良くなり、射しや撃げき時のぶれの補正も大おお幅はばに強化されている。引き換かえに射撃できる弾たま数は大きく減じているが、用よう途とを考えると妥だ当とうな改造だろう。以前のものは大き過ぎて孝太郎のスピードについていけなかったのだから。

「まずは小手調べをさせて頂きますわよっ！」

　クランは両手でビームライフルを構え、孝太郎に銃じゆう口こうを向けた。すると腕輪と連動したターゲットスコープが自動的に狙いをつけ、孝太郎の右みぎ腕うでに照準を合わせた。空中からの不安定な狙そ撃げきだが、照準は全くブレていない。クランの準備は万全だった。

「この状況、どうにかできるものならしてみなさいなっ、青騎士もどきぃっ！」

　クランは口元に暗い笑えみを浮かべながら、トリガーを引き絞しぼる。

　クランはこの不意打ちで孝太郎を倒そうとは思っていない。孝太郎自身が誰に倒されたのかを理解しないようでは、クランの気持ちは晴れない。だからここではまず孝太郎の右腕を攻撃して、剣を使えないようにするのが目的だった。

　―――かわせる筈はずがありませんわっ！　驚きなさいっ、青騎士もどきぃっ！

　ライフルの銃口から白熱化した重金属粒りゆう子しの束が飛び出していく。バレル内で電磁的に加速された重金属のビームは、恐おそろしい勢いで孝太郎に迫る。手持ちの火器によるものなので、その弾速は宇宙船のビーム砲ほどには速くはない。しかし火薬式の銃じゆうに比べれば驚くべき速度だった。だからこの時、クランは自身の勝利を確信していた。

　孝太郎はクランに背を向けて晴海と話をしていて、しかも警けい戒かいしている様子はない。そんな状況での突然の狙撃で、しかもクランは上空で姿を消している。更には距きよ離りもライフルなら外しようがないぐらいに近い。使っている銃は弾速の速いビームライフル。孝太郎が鎧のバリアーを起動している様子もない。

　どう考えても、クランの狙い通りに孝太郎の右腕は撃うち抜ぬかれる筈だった。そしてそうなれば孝太郎は剣が振れなくなる。あとはどうとでも料理してやればいい。剣の使えない騎士など、時代遅おくれ以前の相手なのだから。

　だが、そこで思いがけない事が起こった。

　ビキィッ

　ビームは孝太郎に命中する直前、白色にきらめく半はん透とう明めいの壁かべに激げき突とつして霧む散さん。孝太郎を傷付ける事はなかった。

「そんな馬鹿なっ!?」

　クランはビームが防がれたのを見て、慌あわてて腕輪に表示されているターゲットのデータを確認した。

「斥力場のバリアーじゃない!?　なんですのっ、一体っ!?」

　クランは最初、ビームに反応して受動型のバリアーが孝太郎を守ったのだろうと考えていた。しかしデータには重力の乱れは観測されていない。いわゆるフォルトーゼの技術が生み出したバリアーではないのだ。

「しかも青騎士もどきは気付いていない!?　だったら一体―――はっ!?」

　データの確認を終え、クランが孝太郎の方に視線を戻した時の事だった。狙撃された事に気付いた様子のない孝太郎、その向こう側。

「まさか―――」

　クランの背筋に冷たい物が走る。

　孝太郎の向こう側に立っている晴海が、まっすぐにクランの方を見上げていた。まるでそこにクランが居ると、気付いているかのように。

　―――まさかっ、あの白銀の姫もどきがやったというんですのっ!?

　クランと晴海の視線が交こう錯さくする。晴海の瞳は静かに澄すんでいて揺らぎがない。その額に刻まれた剣の紋もん章しようと同じように、瞳は強い意思の力で輝いていた。そんな晴海の瞳を見て、クランは攻撃を防いだのは晴海だと直感した。それは論理的な判断ではない。しかし晴海の瞳を見た時から、クランにはそうとしか思えなくなっていた。

「間ま違ちがいないっ、あの娘むすめがっ、白銀の姫もどきが―――」

　そうクランが直感したのと同時に、晴海の右手が上がり、孝太郎の肩かた越ごしにまっすぐクランの方に伸ばされた。その手は開かれ、手の平がクランに向けられている。

『集つどい来たれ光の精せい霊れい、陽炎かげろうに寄りて、舞いて、舞いて―――』

「反はん撃げきされるっ!?　しかもこれはっ!?」

　晴海の手の平には小さな光の玉が生まれていた。それがクランの攻撃に対する何らかのリアクションである事はもはや疑いなかった。すぐに光の玉はテニスボールほどの大きさに膨ふくれ上がり、晴海の額の剣の紋章と一緒に強く輝き始めた。だが、この時クランを驚かせていたのはその事ではなかった。

「フォルトーゼの古代語っ!?　この娘は一体何者ですのっ!?」

　腕輪の自動翻ほん訳やく機能が、晴海の呟つぶやく言葉が何であるのかを告げていた。それは千年以上前に使われなくなった、フォルトーゼの古代語だった。しかもそれはある一定以上の身分の者が儀ぎ式しきの時などに使っていた、特別な言葉だった。

　―――あの娘の攻撃手段が何であるのかは別にして、フォルトーゼの古代語を攻撃の実行用キーワードに使っているような相手は危険ですわっ!!

　だがクランも驚いているばかりではなかった。得体の知れない敵に遭そう遇ぐうしたと分かった途と端たん、身を翻ひるがえして逃げ出していた。不確定要素の多い人間を二人も同時に相手にする程、クランも愚おろかではなかった。

『揺らめくヴェールを―――』

　すると晴海の言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。同時に手の中で輝いていた光の玉が消失する。その様子を見て、クランはホッと胸を撫なで下ろしていた。

　―――見み逃のがしてくれた、んですの………？

　クランは全力で孝太郎達たちから遠ざかりながら、何度も背後を振り返っていた。クランは晴海が追ってきていないかと確かめずにはいられなかった。それほどまでにクランの驚きは深いものだった。

　―――それにしても、一体どうなっていますの？　あのバリアーといい、口にしていた古代語といい………。青騎士だけでなく、白銀の姫まで得体の知れないもどきがいるだなんて。早さつ急きゆうに何か対策を考えなくては………。

　そしてクランはホッとするのもそこそこに、新たな敵の登場に策を巡らせ始めるのだった。










　孝太郎がセリフの確認を終えて台本から目を上げた時、晴海は何な故ぜか空に向かって手を伸ばしていた。そしてその瞳も、手を伸ばした先へ向けられている。しかし孝太郎がそちらへ目を向けても何も見当たらない。冬の高い空が広がっているだけだった。

「………何やってるんですか、桜庭先輩？」

「えっ？」

　孝太郎に声をかけられた晴海は、そこで二、三度瞬まばたきを繰り返した。晴海は孝太郎に声をかけられた事で、我に返ったのだ。

「な、何って言われても………」

　自分が何をしていたのか分からなくなっていた晴海は答えに窮きゆうし、顔を赤く染めながら慌てて手を下ろした。そして必死に自分の記き憶おくを探さぐり始める。

　―――えっと、休憩と次のシーンの確認を兼かねて、体育館の裏に出てきて………里見君の台本を一緒に覗き込んで、セリフを読み合わせていて………それで………それで………あれっ？

　晴海は首を傾かしげる。晴海の頭の中では、セリフの確認をしていた記憶の次は、もう孝太郎に何をやっているのかと尋たずねられた記憶だった。自分が手を挙げて空を見ていた理由は、すっぽりと記憶の中から抜け落ちていた。

「………何をやっていたんでしょう？」

「そっ、それを俺に訊きかれても分からないですがっ、あはははははっ！」

　晴海らしからぬ惚とぼけた答えに、孝太郎は思わず笑いだした。すると晴海はこれまで以上に羞しゆう恥ちで顔を赤く染め、焦あせった様子で言い訳を始めた。

「演劇のせいですぅっ！　さっ、最近ちょっと役に入れ込み過ぎかなってっ！」

「入れ込み過ぎ………たっ、確かにっ、なんかブツブツ言ってましたよ。プクククッ」

　孝太郎は笑い続ける。あんまりおかしかったので、その目め尻じりには涙が浮かんでいた。

「さとみくんのいじわるぅっ！　人が真ま面じ目めにやっている時にぃっ！」

　晴海は胸の前で両手を握にぎり締しめながら子供のように頬ほおを膨らませ、孝太郎に抗こう議ぎの視線を向ける。高貴で優雅な白銀の姫の衣装でそんな事をされてしまうと、孝太郎には笑いをこらえる事など出来はしなかった。

「わははははははははっ!!　どぅははははははははっ!!」

　孝太郎は手にした台本を振りながら笑い続ける。孝太郎が台本を振る度に、しおりに使っているメタリックのカードが陽光を跳はね返して輝いていた。

　―――い、いかんいかん。

　しかし流石さすがに笑い過ぎの自覚はあったので、孝太郎は何とか笑いをこらえようと目と口を閉じ、感情を抑おさえ込もうとした。

「執しつ務むに追われて、ちょっと疲つかれていただけですっ！」

　だがその直後に晴海の口から飛び出した思わぬ一言が、そんな孝太郎の努力をあっさりと一いつ蹴しゆうした。

「ブハァッ!!　しっ、執務ってせんぱいっ、ほ、本物のお姫様みたいですねぇっ！　わはははははははっ!!」

「んもうっ、さとみくぅんっ！」

　泥どろ沼ぬまにはまった晴海は取り繕つくろおうと必死になっていた。だがこの状況に至っては、晴海の努力は孝太郎の笑いの火に油を注ぐ行こう為いでしかなかった。

「ククッ、クククククッ、せ、先輩って、意外と、お、面おも白しろい所があるんですねっ、ぐふふふふふふふっ!!」

「そんなのすぐに忘れて下さいっ！」

　晴海の頭の中は真っ白だった。とても恥はずかしくて、ちょっぴり孝太郎が恨うらめしくて。他の事などどこかへ吹ふき飛んでしまっていた。

「それ以上笑ったら、いくらさとみくんでも怒おこりますよぉっ!?」

「お、おねがいしますっ!!　怒って下さいっ!!」

「こらぁっ!!」

　けれど夜になって一人ベッドに入った時、晴海は気付くのだろう。

　この瞬間を、自分がどれだけ待ち侘わびていたのかを。そして、どれだけ幸せな時間であったのかを。
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「里さと見み君、里見君っ」

「はい？」

　ぷにっ

　晴はる海みに呼ばれて振り返った孝こう太た郎ろうの頬に、彼女の白くて細い人差し指が突つき刺ささる。

「ふふ、出番ですって」

「………先輩、子供の悪戯いたずらをやってどうするんですか」

　孝太郎は頬に晴海の指をめり込ませたまま、呆あきれ半分に笑う。

「すみません、ちょっとやってみたくなって。ごめんあそばせっ」

　すると晴海は軽く小首を傾げて微笑むと、ドレスの裾すそを掴つかんでくるりと半回転。あっという間に階段を駆け上がり、舞ぶ台たいの上へと逃げていった。

「やれやれ………」

　ガシャッ

　孝太郎は鎧を鳴らしながら小さく溜め息をつくと、晴海を見上げながら右手で頭を掻かいた。この時、晴海を見上げているのは孝太郎だけではなかった。この演劇に関かかわる多くの人間が、晴海を見上げて笑っていた。

　―――最近の桜庭さくらば先輩って、本当にお姫様じみてきたよな………。

　この所、晴海は元気が良かった。舞台の本番を一週間後に控ひかえて誰もが緊張感をみなぎらせる中、彼女だけは不思議と普ふ段だん通りの表情を覗のぞかせていた。それでいて晴海は演技の方でも周囲に不安を感じさせない。そんな晴海の作り出すふわっとした空気感が多くの人間の緊張を和やわらげ、結果的に彼女は演劇に関わる人間全体のムードメーカー的な存在になり始めていた。

「ティア、そういう事みたいだから行ってくる」

　気合を入れ直した孝太郎は一緒にいたティアに一声かけると、晴海を追って自らも階段に足をかけた。

「あ、ああ、うむ………」

　演劇の準備は順調だった。俳優陣じんの演技やセット、衣装や照明、舞台装置。何もかもが一週間後の本番に向けて最終調整の段階に入っていた。昨年の舞台に比べると、嘘うそのように順調に進んでいた。緊張感は漂ただよっていたが、誰もが自信とやる気に満みち溢あふれていた。

「しっかり、やってくるがよい………」

　しかしたった一人、ティアだけは、その表情を曇くもらせていた。










『ベルトリオン卿きよう。これからはこの剣が、あなた様をお守り致いたします。どのような敵からも、どのような苦難からも』

　両手で剣を捧ささげ持った晴海が、目の前の孝太郎に語りかける。その口調は穏おだやかで優しい。しかしその言葉に込められた切なくも激しい想いが、晴海の身体全体から溢れ出しているかのようだった。

『ならば私は、この命と剣とで、あなた様をお守り致します。アライア殿下』

　そして片かた膝ひざをついて晴海と向かい合う孝太郎は、剣と一緒に彼女の示す想いを受け取った。孝太郎は晴海の言葉と剣に込められた想いに気付いている。気付いていてなお、その想いには応こたえない。応えられなかった。

「二人とも素す敵てきですぅ………」

「あんな恋こい、してみたいわねぇ………」

　舞台の下から二人の演技を見上げているゆりかと静しず香かが溜め息をつく。ゆりかは少女漫まん画がにうるさく、静香は恋れん愛あい話に目がないので、舞台上の孝太郎と晴海の姿には強い憧あこがれを感じていた。

　今、孝太郎と晴海が練習しているのは、白銀の姫ひめことアライア皇女が、青騎士ベルトリオン卿に皇家に伝わる聖せい剣けんシグナルティンを与える場面。戦いが激しさを増しベルトリオンの命が何度となく危険に晒さらされるようになると、アライアは居ても立ってもいられなくなり、皇家の至宝である聖剣を彼に与えるのだ。

　それはアライアにとって、ベルトリオンへ愛情の表明に等しい行為だ。いかに強力な力を秘ひめていようと、いかにベルトリオンが新生正規軍の中心人物であろうと、皇家の至宝を一いつ介かいの騎士に与える事など、本来はありえない事なのだ。だからそれを成さしめる事自体が、アライアの気持ちを如によ実じつに表していた。

　だがそれでも二人が互たがいの想いを口にする事はない。どうしても口にできないのだ。皇女と騎士、同じ貴族ではあっても、そこには計り知れない身分の差が立ち塞ふさがっている。決して報われぬ、許されない恋なのだった。

「どうやら一安心のようですね」

　ルースは舞台上を見上げて微笑むと、傍そばにいるティアに囁ささやきかけた。

　今回の舞台には、山場が三つ存在している。このシーンはそのうちの一つだ。昔からフォルトーゼの演劇や映画の業界では、その三つの山場の出で来き次し第だいで、物語全体の出来が左右されると言われてきた。そして幸いな事にこのシーンは十二分の出来。ルースが一安心と言うのは、そういう意味だった。

「それは………そうなのじゃが………」

　しかしティアは何かが納得いかない様子だった。彼女は表情を曇らせながら、舞台上を食い入るように見つめていた。

「何か気に入らない事でも？」

「うむ………」

　ルースに問われると、ティアはその複雑な胸の内をぽつぽつと語り始めた。ティア自身でも答えが出ていない事を話すのは、相手がルースであるからこそだった。

「あれは青騎士と白銀の姫じゃ………アマチュアにしては、十分な域に達しておるじゃろう………しかし………しかしじゃ………」

「どこか、御ご納なつ得とくがいかない？」

「………」

　ティアは無言で頷く。その小さな胸の内は言葉にならないもやもやとした感情に満たされていた。

　舞台は完成に近付いている。晴海は白銀の姫が板についていたし、孝太郎もティアのイメージ通りの青騎士に仕上がっていた。

　だが、そんな孝太郎を見つめていると、ティアは何かが足りないと感じてしまう。孝太郎が青騎士らしく振ふる舞まえば振舞うほどに、その感覚は強まっていった。

「おかしいのじゃ。あやつは十分に青騎士らしくやっておる。じゃというのに、何かが足りなくなっているように思えてならぬ」

　ティアはもどかしげにそう言うと、舞台上の孝太郎を見つめながら首をひねる。そしてティアが頭を悩なやませる度にその豊かな金きん髪ぱつがさらさらと揺れていた。

「殿下………」

　そんなティアの様子にルースは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしてから、再び笑顔に戻った。それは妹の勉強を見てやっている時の姉のような表情だった。ルースにはティアが感じているものの正体が分かっているのだ。

「殿下、それはあそこにいるのが青騎士だからでございましょう」

「青騎士だから、とな？　どういう意味じゃ？」

　ティアはルースを見る。今はティアの方が目を丸くしていた。

「言葉通りでございます。殿下はあそこにいるのが青騎士である事が御ご不ふ満まんなのでしょう」

「馬鹿な事を。青騎士の舞台に、青騎士が出ずに何とするのじゃ」

　ティアはルースの言葉を一蹴すると、再び舞台上を見上げる。その表情は相変わらずもどかしげに歪ゆがんでいた。そんなティアを見ながら、ルースは胸の内で反論する。

　―――いいえ、殿下。殿下は、あそこに立っているのが青騎士である事が、不満なのですよ………。

　それは姉妹のように育ったルースだからこそ気付いた、ティア自身も気付いていないような、秘められた願望だった。

　元々ティアが青騎士に憧れていたのは、青騎士のような立派な騎士に自分と一いつ緒しよに母親の助けになって欲ほしいと思ったからだ。ティアの知る最高の騎士は青騎士だったから、青騎士の助けが欲しいと思った。だからその願望を反映して、最高の騎士が活かつ躍やくする演劇の台本を書いた。

　しかし今になると、ティアにとって最高の騎士は別の誰かに変化しつつあった。だからティアの願望を反映した舞台にはその誰かが立つべきなのに、舞台上には相変わらず青騎士が立っている。その事がティアには納得できなくなっていたのだ。

　―――そしてもうひとつ………本当はヒロインが白銀の姫では駄だ目めなのですよね？　殿下………。

　ティアが理想の騎士を求めているのは、ティア自身と手を取り合い、一緒に皇こう帝ていを務める母親を守る為ためだ。その理想の騎士が白銀の姫の相手をしているのだから、ティアが納得できる筈もなかった。

「つまり殿下はサトミ様と………」

「何か言ったか？」

「いえ、別に」

　だがルースはその結論をティアに伝える事はなかった。それはあくまでティア自身が導き出さなければいけない結論だから。誰かに言われて答えを得ても、意味のない事だからなのだった。










　そんなルースがしようとしたのは、元気のない主人の許もとへ孝太郎を送り込むという事だった。良くも悪くも、今のティアの元気の素は孝太郎だった。

「サトミ様、このタオルをどうぞ」

「ありがとう、ルースさん」

　だからルースは汗を拭ふくタオルを口実に、舞台を降おりたばかりの孝太郎に近付いていった。そんなルースの思おも惑わくなど露つゆ知らず、孝太郎は彼女の心こころ遣づかいに感謝しながらタオルを受け取った。

「ハルミ様もどうぞ」

「ありがとうございます」

　ついでにルースは晴海にもタオルを手て渡わたす。孝太郎と話がしたかったとはいえ、そういう周囲への気配りを忘れないのがルースという少女だった。

「いつもすみません、ルースさん」

「いいえ、これがわたくしの仕事でございますから」

　―――どうしたんだ、ティアの奴やつ………？

　ルースが晴海と話している間、孝太郎はティアの姿を眺ながめていた。

　この時、ティアは体育館の端はしに置かれている大きな段ボールにちょこんと腰こしかけ、肩かたを竦すくめるようにしながら脚あしをぶらぶらと揺らしていた。その視線は伏ふせられ、脚の先の床ゆかに注がれていた。

　孝太郎は自分が舞台を降りたら、いつも通りにティアがすっ飛んで来ると思っていたので、この時のティアの様子は意外なものだった。おかげで孝太郎は汗を拭く手が止まってしまっていた。

「サトミ様っ、ちょっとよろしいでしょうかっ、少しお話がっ！」

　そこへ晴海との話を終えたルースがやってくる。ルースはしばらく前からずっと孝太郎と話がしたかったので、その息は僅かに弾はずんでいた。

「すみませんルースさん、話なら後で。今はちょっと用事が………」

　しかし孝太郎はルースの求めに応じる事はなく、彼女に背を向けてスタスタと歩き出してしまった。

「あっ、ちょ、ちょっとお待ちくださいっ、サトミ様っ！」

　孝太郎に話す筈だったのは、ルースにとってとても大事な用件だった。それも一番無視されては困る用件だ。だからルースにしては珍めずらしく、語気を強めて孝太郎を呼び止めようとした。

「これは大事な―――って、あっ………」

　だが、そのルースの言葉は途中で途切れた。孝太郎がどこへ向かおうとしているのかに気付いたためだった。

「サトミ様ぁ………あなたという人は、もう………」

　ルースは両手を腰に当て、ホゥと大きく溜ため息いきをつく。びっくりするやら嬉うれしいやら。ルースの口からは溜め息しか出てこなかった。

　―――どうしてあなたは、そんなにもわたくし達の事を分かって下さるのか………。

　最も大事な用件を孝太郎に無視されたと、半ば怒りつつあったルース。しかし実際にはそれは正反対で、孝太郎は話を聞く前にルースの願いを叶かなえに行ったのだ。

「まったく………だからあなたの役は、青騎士では不足だというのですよ………」

　孝太郎の後ろ姿を見送るルースの胸はあたたかな気持ちでいっぱいになっていた。ルースの胸を満たす喜びは深く激しい。半ば怒りかけていた反動もあって、今にもその場で踊おどり出してしまいたい程だった。

　何故なら孝太郎の向かう先に、つまらなそうに身を縮めるティアの姿があったから。

　―――殿下をよろしくお願い致します、サトミ様………。

　しかし本当に踊り出してしまう訳にはいかない。愛する主人の大事な時間を、台無しにしてしまう訳にはいかないのだ。だからルースは自らの口を塞ぐと、喜びを噛かみ締めるかのようにぎゅっと拳こぶしを握り締めるのだった。










「おい、何をボーっとしとるんだ、お前は」

　ティアの傍まで近付くと、孝太郎は両手で無造作にティアの頬を左右に引っ張った。

「えっ………？」

　ティアの目がゆっくりと上がる。ティアが孝太郎に気付いたのは、今この瞬しゆん間かんの事だった。

「何って、何もしておらぬわ」

「そういう顔じゃないだろ、それは」

　ティアの返事を聞いた孝太郎は、本格的に彼女の事を心配し始める。

　―――こりゃあ、いよいよ重じゆう症しようだな………。

　孝太郎は今もティアの頬を左右に引っ張ったままだというのに、彼女は文句一つ言わない。拗すねた子供のように顔を背そむけ、目を伏せている。ただでさえプライドの高いティアなので、彼女がそうしているだけで孝太郎にも何かがおかしい事は十分に伝わっていた。

「わらわの顔じゃ。わらわの好きにさせい」

「話せよ。そうやってしかめっ面つらをしているだけじゃ、何も変わらないぞ」

　孝太郎は今度はティアの顔を左右から両手の平で挟み込み、ぐりぐりと揉もみ始める。意味の無い行為だが、孝太郎はティアにしかめっ面をさせておくより良いと思っていた。

「話すまでもない。そなたが今こうしているというだけで、問題が解決していない事は明らかなのじゃ」

「ん？　それはどういう事だ？」

　孝太郎はティアの言葉を聞くと、頬を揉むのを止めて彼女の瞳を覗き込む。

　―――しまった………。

　ティアは顔を捕つかまえられているので顔を背ける事は出来なかったが、慌ててその目を反らした。

「言いたくない」

「言え。言わないとずっとこのままだぞ」

　ティアが答えなかったので、孝太郎は再び手を動かし始める。ティアの柔やわらかな頬が、孝太郎の手の中でぷよぷよと変形していった。

「わかったわかった、喋しやべるからもうよせ」

「分かれば良いんだ」

　それを孝太郎があんまりしつこく繰くり返すものだから、遂ついにティアは折れた。ティアは小さく溜め息をつくと、胸の内にわだかまっているものの中で、彼女自身が理解しているものについて話し始めた。

「わらわがこの星へ来てもう九ヶ月が過ぎた。じゃがそなたは一向にわらわへ敬意を払はらおうとはせぬ。むしろサクラバハルミの方が、よほど皇女に相応ふさわしく扱あつかわれておるじゃろう」

　皇女としての試練の突とつ破ぱには、孝太郎に忠誠を誓ちかわせる必要がある。しかし孝太郎は一向にその気配を見せない。そしてティアには、孝太郎はティア自身よりも晴海の方を皇女らしく扱っているように感じられていた。

　―――そういえばこいつ、クリスマスの時も似たような事を悩んでたな………。

　ティアの言葉を聞き、孝太郎は彼女がクリスマスパーティの時にも悩んでいた事を思い出していた。あの時のティアは、自分が人の上に立つのに相応しい人間かどうか分からないと悩んでいたのだ。

　しかしここでのティアの悩みは厳密にはクリスマスの時とは違ちがう内容だった。とはいえ孝太郎には流石にそこまで気付くような賢かしこさはない。その為、孝太郎とティアの認にん識しきには僅かなずれが生じていた。孝太郎はルースとは違うので、仕方のない事だった。

　だが、それでも両者に共通して明らかな事があった。だから孝太郎はそれを素直に口にした。

「そんな事はないぞ。お前に敬意を払ってない訳じゃない。お前の勘かん違ちがいだ」

　そして孝太郎は首を横に振る。するとティアの目が上がった。しかしその瞳は疑いに満ちていた。

「嘘をつけ。そなた、今自分が何をしているのか分かっておるのか？」

「お前の顔を存分に弄もてあそんでいるな」

「それが皇女に対してする事かっ!!」

　ティアが激げき昂こうする。その形の良い眉まゆを吊つり上げて、強い怒りの表情を作った。

　皇女扱いしているなら、孝太郎がティアの顔を好き勝手に揉む筈はない。それがティアが、孝太郎はティアに敬意を払っていないと考える理由だった。

　またこういった事は今に限った話ではない。春はる風かぜ高こう校こうでも、街でも、ころな荘そうでも、そしてティアの宇宙戦せん艦かん『青あお騎き士し』の中でも。孝太郎はいつだってティアを今と同じようにぞんざいに扱ってきた。そしていつも『勝手に家臣にするな』と繰り返した。

　だから孝太郎に『そんな事はない』と言われても、ティアには疑ぎ惑わくと不満が募つのるばかりだった。

「結局、そなたはわらわを皇女ティアミリスとは見ておらぬのじゃっ！」

「そうだったのか………そいつは悪い事をしたな………」

　孝太郎の手が止まる。

「えっ………？」

　そして孝太郎の手はティアの顔から離れた。それはまるで一気に波が引くかのように、あっさりとしたものだった。

「よっと」

　そのまま孝太郎はティアの座すわっている段ボール箱に一緒に腰を下ろした。孝太郎はティアに、面と向かって話すには少し恥ずかしい事を伝えるつもりだった。

「なぁ、ティア」

「なんじゃ？」

　ティアは不ふ機き嫌げんそうにそう言うと、孝太郎とは反対の方を向く。この時、ティアの怒りはまだ収まっていなかった。

「俺おれにも事情があって、今すぐ忠誠を誓ったり、部屋を明け渡わたしたりは出来ないんだが………お前の事を皇女じゃないだなんて、思ってやしない」

「嘘じゃっ!!　見え透すいた出任せを言うでないっ!!」

　ティアは一瞬だけ孝太郎を睨にらんでその言葉を叩たたき付けると、再びそっぽを向いた。孝太郎の言葉など、まるで信じていない様子だった。

「ずっと駄目皇女だの、ヘタレ皇女だの、言って来たではないかっ!!」

「確かに、最初はそうだったな」

　孝太郎とティアの出会いは、大変悪いものだった。ティアは地球人など宇宙の果ての原始人ぐらいにしか思っていなかったし、孝太郎もティアの事は地球侵しん略りやくに来た極ごく悪あく宇宙人としか思っていなかった。だからティアに本気で悪態をついたりもした。

「お前に忠誠を誓うだなんて、とんでもないって思ってたよ」

「それ見たことか」

　ティアは吐はき捨てるようにそう言うと、軽く頬を膨らませる。

　こういう行動自体がティアの変化をよく現しているのだが、頭に血が上った彼女はその事には気付かない。かつての彼女なら、武器を取り出して体育館ごと焼き払おうとしたに違いないのだから。

「けど、最近は少しずつお前が皇女様に見える時があってさ」

「えっ………」

　結び目を解いた風船のように、ティアの頬が一気にしぼむ。それはティアの立っている足場を揺ゆるがすかのような、衝しよう撃げき的てきな言葉だった。

「う、嘘じゃそんな事ぉっ！」

　ティアは動どう揺ようして表情をくるくると変えながら、横目で孝太郎を見る。そこにルースがいれば、ティアの表情から不安や喜び、疑惑や期待といった、あらゆる感情を読み取っていたに違いなかった。

「信じられるものかぁっ！」

「気持ちは分かるぞ。それは俺も全く同感なんだ」

　孝太郎は太ももに右みぎ肘ひじをつき、手の平に顎あごをのせた格好で苦笑気味に溜め息をつく。

　―――そうなんだよ。今にして思えば、本当に信じられない話なんだ………。

　孝太郎は当初、どんな事があってもティアには忠誠を誓わないと決意を固めていた。だがティアと一緒に駆け抜けてきたこの九ヶ月の間に、いつの間にかその決意が薄うすれてしまっていた。

　激しくぶつかり合う日々の中で、孝太郎にはティアの心の中が見えるようになった。今ではその強気の仮面の向こうに、優しさや寂さみしがり屋やの一面が隠れているのが分かる。おかげで鼻持ちならない嫌な奴だとは思えなくなっていた。

　孝太郎の気持ちを動かしたのはそれだけではない。孝太郎や早さ苗なえ、キリハがピンチに陥おちいった時、ティアは助けてくれた。最初はお互いを倒そうとしていた筈なのに。当初は嫌いや々いやの面もあったが、最近はそういった様子はない。本気で心配してくれているのがきちんと伝わってくる。

　そんな風に相手の存在をきちっと認めた上で、ティアは皇女として堂々と戦い一〇六号室を勝ち取ろうとしている。それが分かるから、今の孝太郎はもう、ティアの事を皇女ではないなどとは考えていなかった。それは孝太郎とティアの双そう方ほうが成長したからこそもたらされた、大きな心境の変化だった。

「ティア、お前は変わったよ。春先のお前とは別人だ。いつの間にかヘタレ皇女でも、チューリップでもなくなっちまった」

「あっ………」

　そこでティアは初めて気付いた。孝太郎が自分をチューリップと呼ばなくなって、もうずいぶんと長い時間が経たっているという事に。

　―――いつから？　いつからコータローはわらわをティアと呼ぶようになった？

　ティアの胸が高鳴り始める。そしてティアは慌てて記憶を探り、孝太郎が自分をティアと呼んでいる記憶を一つずつ過去へと遡さかのぼっていった。

　もしかしたら孝太郎は、ティアの事をティアと呼ぶようになった時から、彼女の事を皇女として見てくれていたのではないか。

　そんな想おもいが、ティアの感情を激しく突き動かしていた。そして孝太郎が自分をティアと呼んでいる記憶をひとつ遡る度に、ティアの胸の鼓こ動どうは速くなり、そこを流れる血の熱さは増していった。

　―――一体いつから………？

　何度目かの自問の後、ティアはある記憶に辿たどりついた。

『ティアッ!!　こんな時ぐらい俺を信じろっ!!　俺はお前の騎士なんだろうっ!?』

　それは前回の演劇の本番直前に、クランに攻撃された時の事。感情に駆られて冷静さを失ったティアに、孝太郎が投げかけた言葉だった。

　その言葉を口にした日を境にして、孝太郎はティアをチューリップと呼ぶ事が急激に少なくなり、今のようにティアと呼ぶようになっていた。

　―――そうじゃ、あの時からわらわも！

　そしてそれはティアも同じだった。あの日を境にして、孝太郎の事を愚ぐ民みんとは呼ばなくなった。

　それは孝太郎を自らの家臣に相応しい人物と認めたから。眠ねむっている孝太郎に、勝手に騎士の位と称しよう号ごうを与あたえたから。そして何より、自らの名を冠かんした剣けんを―――サグラティンを与えたからだった。

　―――愚かであった！　何故気付かなかった!?　あの日より、我らは互いを認め合っておったというのにっ!!

　それは互いの幼さゆえのすれ違いだっただろう。お互いに顔を見れば意地を張りたくなる性しよう分ぶんなだけに、相手を認めても呼び方以外の部分を変えるには至らなかった。今だってそうだ。面と向かっては話し辛づらいから、孝太郎はティアの横に座っているのだ。

「だからお前が本当に今みたいな関係は嫌だって言うんなら、付き合い方を変えても良いんだぞ」

　ふにふにっ

　再び孝太郎の手がティアの顔に触れ、無造作にその頬を揉み始める。

「付き合い方を、変える………？」

「考えてみたら、俺はいつもこうやって失礼な事をしてるんだよな」

　孝太郎は手を動かしながら、改めて自分のやっている事を見つめ直していた。

　―――そうなんだよな。役だけがお姫ひめ様さまの桜庭先輩とは違って、ティアは正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様なんだもんな………。

　出会いが最悪だったからこそ、そのまま続いてきた激しい関係。しかし本来、ティアは外国―――厳密には宇宙―――からやってきたお姫様なのだから、もっと丁てい重ちように扱うべきなのだ。ティアを怒ど鳴なりつけたり、こうして頬を揉んだりなんて、皇女相手にやって良い事ではなかった。

　―――礼れい儀ぎ知らずというか、馬ば鹿かというか………。

　それに気付いた孝太郎はようやく、ティアと自分とに、計り知れない身分の差というものが存在している事を理解したのだった。

「コータロー………」

　ティアは驚おどろいて目を丸くしたまま、孝太郎にされるがままに頬を揉まれ続けていた。普段なら馬鹿にするなと押し退のけていたであろうその手。しかし実際に孝太郎が止めようかと言った時、ティアはその手を押し退けようとは思わなかった。

　―――この関係が、終わる………？

　その時、ティアが感じていたのは深い喪そう失しつ感だった。ついさっきまではあれほど皇女として扱って欲しいと望んでいたというのに、今は何故かそうは思わなかった。

　そしてティアの脳のう裏りに、これまで孝太郎と過ごしてきた日々が次々と浮うかんでは消えていく。
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　孝太郎がティアの夕食のおかずを強ごう奪だつした事で始まった殴なぐり合い。些さ細さいな意地の張り合いから、徹てつ夜やで続けたテレビゲームの対戦プレイ。疲れ果はて、動けなくなるまで繰り返したテニス。文句を言い合いながらも、際限なく続けた演劇の特訓。

　衝しよう突とつは毎日のように繰り返された。けれど本当に必要な時は、互いに手を携たずさえた。数えればきりがない。想い出はあっという間にティアの小さな胸を埋うめ尽つくしていた。

　―――孝太郎がわらわを皇女として扱うなら、こういった事はもう起こらなくなる………。

　孝太郎がティアを異国の皇女として扱うようになったら、今ティアの胸を埋めているような出来事はもう起こらないだろう。皇女と異星人、そこにはどうしようもないくらい大きな溝みぞがあるのだから。

　―――嫌じゃっ、そんなのは絶対に嫌じゃっ!!

　だがどうしてか、ティアにはそれを受け入れる事ができなかった。これからもそういう想い出が、際限なく増えていって欲しかった。これで終わりになるなど、ティアには耐たえられなかった。

　―――わらわは一体どうしてしまったというのじゃ………？　コータローにわらわの騎士である事を望みながら、反面、皇女として扱われたくないと考えておるとは………。

　だからティアは気付いた。自分が孝太郎に求めている事は、皇女として扱われる事ではないのだと。よく似てはいるが、全く別物なのだと。

「わらわは―――」

　ティアは何かを言おうとする。だが、それが何なのかが、自分でも分からない。

「わらわは―――」

　自らの内にある、矛む盾じゆんした感情。孝太郎には敬意を払って欲しい。でも、皇女のように扱われたくはない。それが何故なのかがはっきりしない為、ティアの口からはその先の言葉が出てこなかった。

　―――どういうことなのじゃ………？　わらわはいったい、コータローに何を望んでおるのじゃ………？

　ティアが自らの感情に困こん惑わくした、まさにその時の事だった。

「………やっぱやめた」

　孝太郎はそう言うと、突とつ然ぜんティアの頬に当てた両手に力を込め、その頭をがっちりと固定する。

「えっ？」

　そして目を上げたティアが疑問を口にするよりも早く、孝太郎は彼女の頭をガクガクと揺さぶり始めた。

「いっ、いきなりなんじゃあっ!?」

　これには流石さすがのティアも腹を立て、眉を吊り上げて孝太郎を怒鳴りつける。おかげで頭の中のもやもやとした感情は、声と一緒にどこかへ消え去っていた。

「やっぱり俺には上流階級は無理だわ。お上品な言葉で、お前を元気付けてやる方法がどうしても思い浮かばない」

　孝太郎は苦笑しながら、その両手でティアの頭を揺さぶり続けた。

　―――結局、庶しよ民みんなんだよ、俺はさ………。

　孝太郎にもティアを白銀の姫のように扱えばいいのは分かっている。台本の中の青騎士のように振舞えばいいのだ。だが、実際にそうしている自分のイメージがまるで湧かなかった。

　―――それとも、もしかしたら俺はティアを皇女だと認めつつも、同時にチューリップのままでいて欲しいとも思っているのかもしれないな………。

　孝太郎は両手の間で揺れる金色の髪かみを眺めながら、自分の都合の良い発想に苦笑せずにはいられなかった。

「どっ、どの身分じゃろうがっ、こんな事で元気になる奴がいるものかぁっ!!」

「そうか？　随ずい分ぶん元気が出たように見えるが」

　―――それにな………。

　孝太郎は腕うでを動かしながら、チラッと背後に目を向ける。そこに立っているのはルース。孝太郎はティアを揺らしながら、以前のルースとのやり取りを思い出していた。ルースはかつて孝太郎にこう言った。『その前に今しばらく、殿でん下かには普ふ通つうの少女としての生活をして頂きたいのです』と。

　孝太郎がティアを身分に相応しく扱うというのは、ティアをルースの言う『普通の少女』から遠ざけるという事だ。それはルースの願いからは大きく外れる事になる。だから孝太郎はその意味においても、今はこうするのが良い事だと考えていた。

「ちっ、ちがっ!!　おっ、おおおっ、おおおおおおおっ!!」

「おお、元気元気」

　揺さぶる孝太郎、揺さぶられるティア。孝太郎の手の中で、ティアはじたばたともがき続ける。この時の二人は、すっかりいつもの調子を取り戻もどしていた。それは出会った当初のそれではなく、ごく最近の、いつもの調子を。

　―――これでよい。いや、よくないのじゃが、きっとこれでよいのじゃろう………。

　ティアは未いまだ答えを見み出いだしていない。だがそれで求めるものが変わる訳ではない。だからティアは揺さぶられている事に不満を抱いだきつつも、それと同じだけ安あん堵どし、喜んでいるのだった。










　ティアの求めるものを知る唯ゆい一いつの人物は、少し離はなれた場所から静かにティアと孝太郎のやりとりを見守っていた。

「あと一歩ですよ、殿下。あと一歩踏ふみ込んで、全力で飛び込めばいいんです………」

　ティアが自分の感情を悟さとり、それを全力で示せば、きっと孝太郎は応えてくれる。応えてくれない筈がない。ルースは固くそう信じている。だから彼女はただ二人を信じて、優やさしい視線を二人に注いでいた。

　そんな時、二人を見守るルースの隣となりで囁かれた声があった。

「あれがティアミリス皇女………サグラティンの持ち主………」

　その声の主は晴海だった。晴海は剣を模した紋もん章しようを額に浮かび上がらせ、孝太郎とティアのやりとりを見つめていた。その姿は凛りんとして美しく、舞台の上に立った時と同じように、不思議な存在感を放っていた。

「そして………コータロー様の、お姫様………」

　しかしそんな晴海の声に気付く者は誰も居ない。彼女の発する大きな存在感とは裏腹に、その声は囁くほどに小さいのだった。







答え、そして祈り　一月二十四日（日）







　強いスポットライトが、晴はる海みと孝こう太た郎ろうに降り注いでいた。

　晴海は純白のドレスに身を包つつみ、その頭は銀色に輝かがやくティアラで飾かざられている。そして表情は明るく慈じ愛あいに満ち、孝太郎に深い信しん頼らいの眼まな差ざしを向けていた。周囲の照明は落ちていたので、まるで晴海の身体全体が闇やみの中で光り輝いているかのようだった。

『………何度も来ないでと申し上げましたのに』

　晴海はほんの一瞬だけ笑え顔がおを消して孝太郎を非難する。

『失礼ながら、私には助けを求める声にしか聞こえませんでした』

　それに応え、孝太郎は逆に笑顔を作る。

　孝太郎は金属製の鎧よろいに身を包み、晴海と向かい合っていた。それはティアが宇宙戦艦の『青あお騎き士し』から持ち出した、操縦装置を兼かねたレプリカの鎧。そのスカイブルーの鎧は大きく、孝太郎の身体を普段よりも一回り大きく力強く見せていた。

『よく来て下さいました、ベルトリオン卿』

　晴海は再び笑顔を見せた。その笑顔は先さき程ほどまでのものとは違い、特別な相手にだけ向けられる、特別な笑顔だった。

『この命と剣は、皇女殿下の御おん為ために』

　孝太郎は軽く微笑ほほえむと、そんな晴海に向かって頷うなずく。そして手にしていた剣を一度大きく振ふり回すと、ゆっくりと鞘さやに収めた。

　この時刃は先さきが描えがいた軌き跡せきは、舞台を見つめる観客達の瞳ひとみに、まるで昼間に輝く月のように、銀色に輝く優美な円となって刻み込まれた。










　一月二十四日、日曜日。舞台は遂に本番を迎むかえていた。

　幸いこの日は快晴に恵めぐまれ、休日にも関わらず、多くの生徒やその家族、地元の住民達たちが舞台を観に詰つめかけていた。おかげで体育館に用意された椅い子すは満席、立ち見が出るほどの盛せい況きようぶりとなっていた。それだけ前回公演の評価は高く、また今回の公演への期待は大きかった。

　そしてその周囲の期待を裏切る事なく、舞台は順調に進んでいた。演者の演技はもちろんの事、派手なアクションや大おお掛がかりな仕し掛かけも大好評。何度となく観客席から大きなどよめきが上がっていた。

　ここまでで特にどよめきが大きかったのは、ついさっきゆりかの扮ふんするドラゴン・火か竜りゆう帝ていアルゥナイアがワイヤーアクションで舞台上に飛来した時だった。会場のどよめきに気をよくしたゆりかは調子に乗って舞台上を所ところ狭せましと暴れ回り、観客席の子供が泣きだした程ほどだった。

　そんな訳で大きなトラブルもなく、物語は終しゆう盤ばんに差し掛かっていた。残りのシーンは二つ。白銀の姫が皇帝に即そく位いする戴たい冠かん式しきと、白銀の姫と青騎き士しがお別れをするラストシーンだった。










　出番を終えた孝太郎と晴海が舞ぶ台たい裏うらに戻ってくると、そこは戦場のようだった。使い終わった巨きよ大だいなセットが所狭しと立ち並び、その中を多くの人間が行き交っていた。

「一度緞どん帳ちよう下ろせ！　セットを変えるぞ！」

「ハイビームのＡ－４が消えてる！」

「変えるってどれに？」

「衣装衣装っ！　桜庭さくらばさんの追加の衣装はどこっ!?」

「戴冠式だ戴冠式！　決まってんだろっ、急げっ！」

「隣のＢ－４で対応しろっ、角度の違いに気を付けろよ！」

「来らい賓ひんの貴族役、全員居るかー!?」

「ここにあるよー！」

「わかんなーい！」

「あるの？　ないの？」

「あるってばぁっ！」

　一応手順を決めて準備を整えてはいたのだが、いざ実行するとなるとなかなか思った通りにはいかない。当初の予定ではこんなに大おお騒さわぎしなくて良い筈だったのだが、結局はこうなってしまった。とはいえ舞台の運行には成功しているので、アマチュアにしてはよくやっている方だった。

「さぁ～とみさ～～ん、さぁ～くらばせんぱぁ～～い」

　舞台裏の様子に圧あつ倒とうされる孝太郎と晴海の頭上を、ワイヤーで吊られたままのゆりかが通り過ぎていく。ゆりかは未だアルゥナイアの衣装を身に着けたままで、手足と尻尾しつぽを動かして孝太郎と晴海にその存在をアピールしていた。

　ゆりかの出番はもう終わりなのだが、人でごった返す舞台裏をアルゥナイアの巨きよ体たいが通るのは不可能に近い。その為ゆりかはワイヤーで吊られたまま、直接荷物置き場になっている体育館裏へと運ばれていく所だった。

「皆みなさん、大変ですね………」

　ゆりかを見送った後、晴海はもう一度舞台裏を見回して溜め息をつく。この舞台裏の様子を見れば、スタッフの苦労は十分に伝わってくる。しかも今日はこんな事を二時間近く繰り返しているのだ。晴海は素す直なおにその努力を凄すごいと思っていた。

「他人事みたいに言ってる場合ですか」

「えっ？」

　感心している晴海の様子に孝太郎が小さく苦く笑しようした時、どこからともなくやってきた舞ぶ台たい監かん督とくが、晴海の腕を無造作に掴んだ。

「きゃっ!?」

「いたいた桜庭さんっ、早く来てっ！　衣装変えなきゃっ！」

「そっ、そうでしたっ！　じゃあ里さと見み君っ、また後でぇっ！」

「そんなの良いからっ、急いで桜庭さんっ！」

　晴海は後うしろ髪がみ引かれる様子だったが、舞台監督に引き摺ずられるようにして強ごう引いんに連れて行かれてしまった。

「はははっ、大変だなぁ、桜庭先せん輩ぱい………」

　孝太郎は晴海の後ろ姿を見ながら笑う。次のシーンに出番のない孝太郎とは違って、晴海は次の戴冠式にも出番がある。白銀の姫が皇帝に即位するシーンなので、皇帝用の冠かんむりやローブ、勺しやく杖じようなどを身に着ける必要があった。他のスタッフ同様、晴海には残された時間は少ない。のんびりしていられる身分ではないのだった。

　ちなみに晴海の連れていかれた先には、ティアとルースの姿もある。ティアは白銀の姫の妹である黄金の姫の役なので、戴冠式にも出番があるのだ。だからティアはルースと二人で、いつもとは違う礼装に身を固め出番を待っていた。

「どけどけ里見っ！　道を開けろっ！」

「おっと、すみません！」

　そこへセットを担かついだ大道具チームが通りかかる。孝太郎は彼かれらの進路上にいたので、慌てて道を譲ゆずった。

「どいて里見君っ！　急いでるのっ！」

「す、すみませんっ！」

　しかしどいた先にも別のスタッフが通りかかる。再び飛び退く孝太郎。だがその後も似たような事が何度か続いた。出番待ちの孝太郎がボーっと立っていて良い場所など、今の舞台裏には無いのだった。

「参ったな」

『どうするの、孝太郎？』

「仕方ない、ゆりかと一緒に裏庭に出よう」

『らじゃ』

　孝太郎はすぐにゆりかを追って歩き出した。ここまで孝太郎のサポート役を務めてきた早さ苗なえもそれに続く。

　孝太郎の次の出番は今からおよそ十分後だ。それまでの間、舞台裏でスタッフ達たちの邪じや魔まをしているよりは、静かな体育館裏の荷物置き場でセリフの確かく認にんでもしていた方が有意義だった。

「あっ、里見君っ、荷物置き場に出るならゆりかちゃんの事お願いできる？」

「がおーう」

「分かりました」

「これを引っ張るだけで大だい丈じよう夫ぶだから」

　その途中、孝太郎は特とく殊しゆ効こう果かチームの女子生徒から一本のロープを受け取った。

　ロープはゆりかの着ぐるみに繋つながっており、引っ張ると天てん井じようから吊り下げられたゆりかが後についてくる仕組みになっている。これも大道具チームが苦心した仕掛けの一つだった。

「ありがとう里見君。それじゃっ」

「はい」

　孝太郎にロープを預けた女子生徒は、すぐに元の道を戻っていく。彼かの女じよに休んでいる暇ひまはない。次の仕事が待っているのだ。

「みんな頑がん張ばってるなぁ………」

『うん、そうだね』

「がおがお」

　女子生徒を見送った孝太郎は、自分も全力を尽くさなければいけないと気合を入れ直した。孝太郎の次の出番は一番大事なラストシーン。その出来が舞台全体の評判を左右しかねない、大切なシーンだった。

「いくぞ、ゆりか」

「がおー」

『しっかし、情けない姿ねぇ………』

「がおーぅ、がおーぅ」

　孝太郎と早苗はゆりかのロープを引きながら舞台裏を後にする。それはさながら巨大な竜りゆうを散歩に連れていくかのような、不思議な光景だった。










『降ろすよー』

「わぁぁぁぁっ、待ってぇっ、待ってくださぁいっ！」

『えいっ』

「きゃああああああぁぁぁぁっ!!」

　ズシィィィィィィン

　ゆりかの悲鳴に誘さそわれて孝太郎が顔を上げると、ゆりか扮する火竜帝アルゥナイアが地じ響ひびきと共に地面に叩き付けられる姿が目に飛び込んできた。

「あいたたたたたたぁぁぁ………」

『ご、ごめんっ』

「ごめんじゃないですぅっ！　もっとゆっくり降ろしてくださぁいっ！」

『だってこんなに一気に落ちるとは思わなかったんだもん』

　孝太郎はゆりかの事を早苗に任せ、自分は台本を開きラストシーンの最終確認をしていた。しかしその判断は間ま違ちがいだったようで、ゆりかは体育館の裏庭で大の字になり、無残な姿を晒さらしていた。

　早苗は体育館の裏庭に出た所で、ゆりかを吊り下げていたロープを切り離すスイッチを押した。スイッチは使いやすいように裏庭に出てすぐの所に設置されていたので、迷う事はなかった。だが早苗はゆりかを地面に下ろす前にスイッチを押してしまったので、ゆりかは一メートル程の高さから地面に叩き付けられた。高さは大した事はなかったものの、身に着けている着ぐるみがかなり重かったため、ゆりかの受けたダメージは小さくはなかった。

「何をやっとるんだ、あいつらは………」

　孝太郎は小さく溜め息をつくと、台本の開いていたページにカブトンガーカードを挟はさみ、椅子の代わりに使っていたセットの岩がん塊かいから飛び下りた。

　ガシャンッ

　孝太郎が着地すると、全身を覆おおっている金属製の鎧が耳みみ障ざわりな音を立てる。その音は大きく、相当な重量を感じさせるものだった。しかし孝太郎は鎧の重さを感じさせずにスタスタと歩いていく。鎧は全身に動力を備えているので、孝太郎の動きを阻そ害がいする事はない。見た目のクラシックさとは裏腹に、フォルトーゼの科学の塊なのだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかゆりか」

　孝太郎は台本を鎧の内側にしまうと、倒れたままのゆりかに左手を差し伸のべる。

「だぁめでしゅぅぅぅううぅぅぅぅぅ」

　ゆりかは右手で孝太郎の手を掴もうとしたのだが、思いのほか受けたダメージは大きく、手は勢いを失ってぱったりと地面に落ちた。そしてゆりかは大の字に寝ね転ころがったまま、シクシクと泣き始めた。

「おいおい………」

　そんなゆりかに孝太郎は呆れたが、次の瞬間に起きた事を思えば、ゆりかは孝太郎の手を取らなくて正解だっただろう。

『あぶないっ、孝太郎っ!!』

　キュンッ

　早苗が警告を発した時には、既すでにそれはやってきていた。長大な電磁バレルで加速された、重金属粒りゆう子しの塊。制せい御ぎよが不安定になる直前までエネルギーを与えられたそのビームは、ゆりかに向かって伸ばされた孝太郎の左手をかすめた。

　ボンッ

「うわぁっ!?」

「きゃああぁぁぁぁぁっ!?」

　突然のビームの閃せん光こうと小さな爆ばく発はつに、孝太郎とゆりかの視界が奪うばわれる。だが被ひ害がいは孝太郎の鎧の左さ腕わん部ぶ装そう甲こうが吹き飛んだに留とどまった。幸さいわいな事に、その中にあった孝太郎の左手や、近くにいたゆりかの身体が傷を負う事はなかった。もしゆりかが孝太郎の手を握っていたら、ゆりかの手は装甲と一緒に吹き飛んでいただろう。つまりゆりかは自身の根こん性じようの無さのおかげで、命拾いしたのだった。孝太郎が火傷やけどしそうな熱さを感じるだけで済んだのは、幸運だったと言えるだろう。

「あっちゃっちゃっちゃっちゃっ！」

『孝太郎っ、あいつだよっ！　前の舞台の時にティアの命を狙ねらった―――』

「そうっ、わたくしですわっ！」

　早苗の声も、ビームを放った者の声も、孝太郎の頭上から聞こえていた。そして孝太郎が頭上を見上げた時、周囲を取り巻いていた爆発による煙けむりも晴れ、そこにいる者の姿が青い空の中に浮かび上がった。

「覚かく悟ごなさい青騎士もどき！　水面に映るシュワイガの月が、あなたの命を貰もらい受けますわっ!!」

「あいつは!?」

　孝太郎にはその姿に見覚えがあった。

　黒と白を基調とした豪ごう奢しやなドレス。その顔を飾るアンティークの眼鏡。そしてその手に構えられた、無骨なビーム砲ほう。彼女はそんな姿で空中に浮かんでいた。

「わたくしの名前はクラリオーサッ！　クラリオーサ・ダオラ・シュワイガ・メルツフェン・フォーア・フォルトーゼッ！　この誇ほこり高たかき名を心に刻み付けて、冥めい界かいの門をくぐりなさいっ、青騎士もどきぃっ!!」

　それはティアのライバルにして、フォルトーゼの第二皇女、クランだった。










　孝太郎をつけ狙うクランが、このタイミングで襲おそってきた事にはきちんとした理由がある。その理由は二つ。

　第一の理由は、孝太郎がティアや晴海から離れるタイミングで襲うためだった。

　戴冠式のシーンなら、黄金の姫役のティアと、白銀の姫役の晴海は、間違いなく舞台にあがる。しかし青騎士は戴冠式には出ない。だから自然と孝太郎は二人から離れる事になる。高い戦せん闘とう力りよくを持つティアと得体の知れない晴海を孝太郎から引き離すのは、クランにとって襲しゆう撃げきの結果を左右する重要なポイントだった。

　第二の理由は、このタイミングで孝太郎を倒してしまう事が、一番ティアを悲しませるからだった。

　戴冠式の次は青騎士と白銀の姫の別れのシーンだ。その直前に孝太郎を始末すれば、舞台のもっとも重要なシーンで青騎士がいないという状じよう況きようが出来上がる。クランはティアの青騎士への思い入れをよく知っているから、舞台を効果的にぶち壊こわしにできるタイミングを狙っていたのだ。

　そしてこの二つの条件を同時に満たしながら、孝太郎は人気の少ない体育館の裏庭へ出た。もちろんそれをクランが見み逃のがす筈はずはない。まるで神がここしかないと言っているかのような、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。










　孝太郎はクランの姿を見付けたのと同時に、腰こしに下がっていた剣に手をかけた。

　チャッ

　ティアが孝太郎に与えた、宝ほう剣けんサグラティン。これまで何度か孝太郎達を守ってきた名めい剣けんだった。

「またお前かっ！　性しよう懲こりもなくティアを狙って！」

　ジャキィン

　そして孝太郎は鞘から剣を引き抜くと、フォルトーゼの古流剣けん術じゆつの様式に則のつとって、刃先で大きな円を描くようにして構えた。

　―――なんだか、握りがしっくりこないな………。

　孝太郎は両手で剣を構えると、一度左手を握り直した。このところずっと鎧を着たまま剣を振る練習をしていたので、左手だけ素す手でという今の状態では、握りの感覚に僅わずかな違い和わ感かんを引き起こしていた。

「わたくしがティアミリスさんを狙っている!?　違いますわよっ、青騎士もどきっ!!」

　チャッ

　クランは嘲あざ笑わらうかのように口元を歪ゆがめ、両手でビームライフルを構えた。空中に浮かんでいるにも関かかわらず、クランはその姿で微び動どうだにしない。クランは体育館の裏庭の上空数メートルの位置から、正確に孝太郎の頭を狙っていた。

「今日のわたくしの獲え物ものはあなたっ！　ティアミリスさんよりも、あなたを倒すのが先なのですわっ!!」

「俺だって!?」

「当然でしょうっ！　あなたが生きて目の前に立っている事自体がっ、わたくしの人生の汚お点てんなのですからぁっ!!」

　そしてクランは孝太郎が驚いている隙すきに引き金を引き絞しぼった。

　キュゥンッ

　するとエネルギーがチャージ済みになっていたライフルの銃じゆう口こうからビームが飛び出していく。ビームによる攻こう撃げきは大気に晒されると一気に熱量と速度を失う傾けい向こうにあるが、対人戦のような近きん距きよ離りに限ればその欠点は無いに等しい。銃じゆう身しんが与えたエネルギーを殆ほとんど損そこなう事なく、ビームは孝太郎に迫せまった。

　―――速い！

　孝太郎は思わず目を見張った。ビームは孝太郎が考えていたものよりも更さらに速い速度で迫っていたのだ。過去に見た彼女のビーム砲のものよりも速い。これもクランの施ほどこした改造の成果だった。

「チィッ」

　おかげで孝太郎はビームをかわそうと動き出していたものの、ビームの回かい避ひにはいくらか間に合いそうもなかった。

『大丈夫っ、任せてっ！』

　しかしそこで不思議な事が起こった。回避のためにジャンプした孝太郎の身体が、ジャンプの方向に合わせて加速する。それはまるで見えない何者かが、孝太郎を思い切り突つき飛ばしたかのようだった。そのおかげでビームが孝太郎に命中する事はなく、地面を穿うがち、黒くろ焦こげの穴を作るに留まった。

「なんですのっ、今のはっ!?」

『孝太郎っ!!』

「早苗かっ!?　助かったっ!!」

　クランは驚いていたが、孝太郎が驚く事はなかった。孝太郎には近くにいた早苗が霊れい能のう力りよくで突き飛ばして助けてくれた事が分かっていたのだ。孝太郎は落ち着いた様子で着地すると、そのまま走り始める。話に気を取られている所を撃うたれて先手を取られたが、孝太郎はそのまま後手に回るつもりはなかった。孝太郎が走り始めたのは、銃じゆうで狙われないようにするためと、クランとの距きよ離りを詰めるためだった。

「おのれちょこまかとっ！」

　キュキュンッ

　クランのライフルの銃口が二度続けて光る。今度は攻撃を予期していたので、孝太郎は素す早ばやく身体を捻ひねってビームをかわそうとする。その結果、二発とも直ちよく撃げきを避さける事ができた。しかしうち一発が僅かに鎧をかすめる。

　ガッ

「うおっ!?」

　かすめただけだというのに、鎧には大きな衝しよう撃げきがあった。ビームは速度だけでなく、威い力りよくも上がっていたのだ。

「くそっ、あの銃、前とは別物だぞっ！」

　今の一いち撃げきといい、左手の装甲を一撃で吹ふき飛ばした事といい、ビーム砲はあらゆる点で以前のものよりも性能が向上していた。

　―――前と同じだと思っていると大変な目に遭あいそうだ………。

　孝太郎は内心で舌打ちしながら更にクランとの距離を詰めていった。今は距離を詰める事が、攻こう防ぼう双そう方ほうにおいて重要だった。

『任せてって言ったでしょ』

　そんな時、孝太郎の耳元で早苗が笑った。彼女はいつの間にか、普ふ段だんのように孝太郎の背中にしがみついていた。

「早苗？」

『あたしと孝太郎のなかよしぱわーは、あんなのには絶対負けないんだからっ！』

　早苗がそう叫さけんだ時、孝太郎の視界が大きく変化した。

「これは………」

　普段見ている風景に重なるようにして、生き物のいる場所に白い光が見えるようになる。そしてその光に注目すると、光を出している生き物が何をしているのか、何をしようとしているのかがおぼろげに分かるのだ。

　これは早苗が孝太郎に与えた力だった。早苗は孝太郎の食べているものを感じ取る方法を逆に使って、自分が霊れい視しした風景を孝太郎の感覚に送り込んでいるのだ。おかげでクランがどこを狙っているのか、いつ撃つのか、そういった事がおぼろげに分かるようになった。戦いにおいてはこれほど便利な力はなかった。

『えへへ～、今日はそれだけじゃないんだよっ♪』

「くらえぇぇぇっ!!」

　キュゥン

　早苗の楽しげな笑い声と同時に、クランがビームを連射する。連射の分だけ回避は難しくなっているのだが、孝太郎は素早いステップでその全すべてをかわしていった。

　―――なんだ、これは？

　孝太郎はビームを楽々とかわしながら戸と惑まどっていた。

　この時、孝太郎にはビームが急に遅おそくなったように感じられていた。それに身体が驚くほど軽い。まるで自分だけが五割増しの速度で動いているかのようだった。

「早苗、もしかしてこれもお前の仕し業わざなのか？」

『あったっりっ♪　あとでたっぷり褒ほめやがれぇっ♪』

　孝太郎の質問に、早苗は満面の笑顔で答える。孝太郎が驚いているのが嬉しいのか、早苗は上じよう機き嫌げんで孝太郎に抱きつく力を強めた。

『あたしと孝太郎の強い絆きずなが奇き跡せきを起こしたのですっ！』

　孝太郎の素早さを引き上げていたのも早苗の霊能力だった。これも普段はマッサージに使っている力なのだが、孝太郎の気脈を開いて気の巡めぐりを良くする事で、感覚器官を鋭するどくし、身体の反応速度を引き上げている。加えて首の所にしがみついた早苗が孝太郎の思考ノイズを取り除いているので、動きは格段に正確になっていた。

　その上霊視の力でクランがどこを狙っているのか、いつ撃つのかが分かっているので、今の孝太郎にはビームをかわす事など造作もない事だった。クランが撃つ前から回避を始めているのだから、それで当然なのだ。

「本格的に取り憑つかれただけじゃないだろうな？」

『ん～、そう言えなくもないかな』

　孝太郎の脳からの命令は、早苗を経由して全身に送られている。言ってみれば早苗が孝太郎に取り憑いて身体を乗っ取り、しかし孝太郎の望むように動いてあげている、という状態に近い。

「背に腹は代えられんが、恐おそろしい話だ………」

『大丈夫だよぉ。あたし孝太郎の事大好きだもん♪』

　緊きん張ちよう感のない話をしながら、孝太郎は思い切りジャンプする。向かう先は頭上にいるクラン。両手に構えた剣で彼女を叩き落とすつもりだった。クランは普段の孝太郎には届かない高さにいたが、鎧と早苗が力を与えているおかげで十分に攻撃は可能だった。

「やりますわねっ！　しかしっ！」

　クランは向かってくる孝太郎から離れるように上じよう昇しようしていく。おかげで孝太郎の剣は空を切った。

「外した!?」

　孝太郎はそのまま綺き麗れいな放物線を描いて着地する。だがその直後、着地して一いつ瞬しゆん動きが止まった孝太郎にクランが上空からビームの雨を降ふらせた。

『孝太郎っ！』

「分かってるっ！」

　孝太郎が演劇のラストシーンのために鎧の上から身に着けていた旅行用のマントが焼け焦こげ、鎧の制御用のコンピューターが軽けい微びなダメージの報告を繰くり返していた。着地という大きな隙を狙われただけに、早苗の支し援えんを受けた孝太郎であってもダメージは免まぬがれなかった。

『孝太郎っ、こっちも飛ぼうよっ！　この鎧飛べるんでしょ!?』

「らしいがっ、どうやったら飛べるか俺は知らんっ！」

『うそぉっ!!』

　孝太郎の着ている鎧は、宇宙戦せん艦かんの方の『青騎士』の操縦装置を兼ねている。だから本来は宇宙戦艦の操縦士が身に着けるものなので、鎧は自然と宇宙服の機能を備えていた。その機能の中には空を飛ぶ能力も含ふくまれているのだが、孝太郎は演劇で使う範はん囲いしか鎧の事は知らない。伝説の青騎士は空を飛んだらしいが、演劇の舞台で鎧の力を使う訳にはいかなかったのだ。

　このため、現状において孝太郎には反はん撃げきの手立てがなかった。クランは孝太郎に届かない高さから攻撃してきているので、手も足も出ない。孝太郎は降り注ぐビームを避けながら、どうしたものかと頭を悩なやませていた。

「おのれちょこまかとぉっ！　背中に目でも付いていますのっ!?」

　これに対してクランは苛いら立だっていた。高度を上げた事で孝太郎からの反撃は無くなったものの、ビームライフルでは動きの速い孝太郎を捉とらえられなかった。ライフルはかつてのビーム砲に比べると格段に取り回しは良くなっているが、今の孝太郎は前回の戦いの時に取ったデータよりも遥はるかに速く、クランの射しや撃げき能力と今の火器管制装置では有効なダメージには繋がらなかった。これには孝太郎から距離を取った事もマイナスに働いていたし、孝太郎の死角を早苗が見張っている事も大きく影えい響きようしていた。

「こうなったらっ！」

　カチンッ

　焦じれたクランはライフルの胴どう体たいに取り付けられたスイッチに触ふれた。すると彼女の腕うで輪わに流れているライフルからの情報が一度途と切ぎれ、その後再び忙いそがしくデータが流れ始める。ライフルが攻撃モードを変へん更こうし、火器管制が再起動したのだ。

「いくらあなたでも、これはかわせませんわよっ！」

　クランは口元を歪めながら、孝太郎に再び銃口を向ける。ネズミを追い詰める猫ねこのような楽しげな横顔。孝太郎が見れば出会った頃ころのティアを思い出したに違いない。そしてそういう風に笑うくらいに、クランには次の攻撃に自信があった。

『孝太郎、こうなったらあたしが直接あいつを―――危ないっ、逃にげて孝太郎っ!!』

　それに真っ先に気付いたのは早苗だった。いち早く危険を察知した早苗は、慌あわてて孝太郎に警告した。

　これまでクランが攻撃する時に放っていた敵意は、孝太郎と早苗には数センチの小さな円として感じられていた。円はビームの直径とクランの狙いに相当するものなので、円が身体に触れないようにすればビームをかわす事が出来た。

「なんだとっ!?　そいつは―――」

『言ってないで逃げてっ！　これは避け切れない―――』

「遅いですわよっ、青騎士もどきぃぃっ!!」

　孝太郎が回避運動に入る前に、クランは引き金を絞る。

　―――そうか、これかっ!!

　早苗に僅かに遅おくれて、孝太郎もクランの敵意を感じ取った。それは数メートルに及およぶ巨大な円。

「くぅぅぅらあぁぁぁぁぁええぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　ビームライフルの口から放たれたのは巨大なビームの円えん錐すいだった。ビームを拡散させるようにして発射する、いわばビームのショットガンだった。

　ビームを拡散するようにして撃つと攻撃できる範囲は格段に広くなるものの、一発ごとに必要とするエネルギー量は増えるし、拡散する分だけ威力の減げん衰すいも早い。元々は沢たく山さんの敵に囲まれた時に使う事を想定したものだったのだが、足の速い相手を狙うにも効果的な攻撃方法だった。

『孝太郎っ！』

　早苗はぎゅっと目を閉じ、孝太郎を守るように抱き締しめる。だがそうした所で幽ゆう霊れいの早苗が孝太郎を守れる訳ではない。ビームは早苗の身体を通り抜ぬけて孝太郎を焼く。それが分かるから、早苗は自らの無力さを痛感せずにはいられなかった。

「くそっ！」

　孝太郎は何とかビームの攻こう撃げき範はん囲いから出ようと思い切りジャンプする。しかし完全に攻撃の範囲の外に出る事は出来そうになかった。普通のビームが水道の蛇じや口ぐちなら、拡散するビームはシャワーに相当する。水の総量は同じでも、当てられる範囲が全く違うのだ。その分だけ威力は下がっているだろうが、それで無傷で済むと思うほど孝太郎は楽天家ではなかった。

　ビームはそのまま孝太郎に命中するかに見えた。だがその時、体育館の裏庭に二人の少女の声が響ひびいた。

「カラマッ、コラマッ！　霊子力フィールド出力全開ッ！」

「『青騎士』ッ！　マニューバースーツ戦せん闘とうモード解放ッ！　強制割り込みっ、背面部、脚きやく部ぶ緊きん急きゆう用ブースター全開っ！」

　それは未だ演劇の衣装を身に纏まとったままのキリハとルースだった。キリハは孝太郎達たちに向かって声を上げ、ルースは腕輪に向かって命令を下した。

『おまかせだホー！』

『コラマちゃんっ、カラマちゃんっ！』

『ホー、早苗ちゃんっ、もう大丈夫だホー！』

　二人の少女が現れたのに前後して、孝太郎達の傍そばに二体の埴はに輪わが姿を現した。そして埴輪達たちはキリハの命を受け、孝太郎達と自分達を守るようにして、黄色く輝く霊れい力りよくの盾たてを展開した。

『仰おおせのままに、マイレイディ』

　そして変化はもう一つあった。ルースの腕輪がいつもの声で返事をした直後、孝太郎の着ている鎧が突然、背中と脚あしから炎ほのおを吐はき出し始めた。

　ゴオオォォォォォォォォォッ

　それは鎧に装備されているブースターの発する炎だった。通常、鎧はバリアーと同じく重力を操あやつって空を飛ぶ。しかし緊きん急きゆう時に大きな推力が必要な時には、旧来の推すい進しん剤ざいを使ったブースターを補助的に利用する仕組みになっている。そして今がまさに緊急時。背中と脚に備わったブースターは大量の炎と水蒸気を噴ふき出しながら、孝太郎の身体を前に向かって急加速させた。

「うおおぉぉぉっっ!?　なっ、なんだぁっ!?」

『きゃああぁぁぁぁぁっ!!』

　ブースターの圧あつ倒とう的てきな推力で一気に加速した孝太郎と早苗は、九割がたビーム砲の攻撃の範はん囲い外がいに飛び出していた。そして残る一割、孝太郎の膝ひざから下の僅かな部分はカラマとコラマの作り出したバリアーが防いだ。

　埴輪達のバリアーは本来霊力に属する攻撃を防ぐためのものなので、ビーム砲のような近代兵器の防ぼう御ぎよは苦手だった。実際、この時のクランの攻撃が集束させたビームであったなら、埴輪達では防ぎ切れなかっただろう。しかし素早い孝太郎を捉える為に拡散させたビームならば、埴輪達のバリアーでも十分に防ぐ事ができるのだった。

「新手っ!?　パルドムシーハと………あいつかっ!!」

　クランはビームを防がれた事よりも、ルースとキリハの登場に歯は噛がみしていた。特にキリハには前回痛い目に遭わされていたから、孝太郎とティアに次いで強い敵意を抱いていた。

「孝太郎っ！」

「サトミ様っ、御ご無ぶ事じですかっ!?」

　孝太郎が地面を削けずりながら着地すると、そこへキリハとルースが駆かけつけてくる。そんな二人の登場を警けい戒かいしてか、クランは忌いま々いましそうに孝太郎達を見下ろしながらも、すぐに手を出しては来なかった。そうしているあいだに二体の埴輪が孝太郎達とクランの間に割って入り、防御を固めた。

「助かったよ、二人とも」

「御無事で何よりです、サトミ様」

『ないすたいみんぐっ！』

「舞ぶ台たいの出番が終わった途と端たん、サトミ様の鎧の左腕が破損したという警報が出て、びっくりしましたよ」

　キリハとルースがこの場所に来たのは、ルースの腕輪に届いた警報のおかげだった。孝太郎の着ている鎧は『青騎士』の備品なので、破損すれば当然オペレーターのルースに情報が流れる。それで異常を察知したルースは、同じく出番を終えていたキリハを連れてこの場所へと赴おもむいたのだ。

「孝太郎、これを使え」

　キリハはルースとは違って厳しい表情を崩くずさず、上空のクランを睨んだまま孝太郎に青い籠こ手てを差し出した。

「これは確か、あんたが使っていた―――」

　孝太郎にはキリハの手の中の籠手に見覚えがあった。孝太郎の着ている鎧とは違って、どこか和風の趣おもむきのある青い籠手。それは以前、キリハが暴走した仲間と戦う時に使っていた、彼女用の武器だった。

「そうだ。ああいう敵を相手にするなら、飛び道具がいるだろう？」

　キリハは空を飛んでいるクランを見て、剣だけで戦う孝太郎の不利を悟った。そこで自身の武器を渡し、その不利を補おうと考えた。幸か不幸か孝太郎の左手の装甲が吹き飛んでいたので、防御の面でも都合が良かった。それに孝太郎は素手での剣の握にぎりに違和感があったので、そちらの意味でも役に立つ。

　これを使って地上からキリハが援えん護ごをするという方法もあるのだが、いかんせん空中で動き回る目標を下から狙うには不利が大きい。だからキリハは孝太郎に任せるのが一番だと考えていた。

「助かる。けど、こいつはどうやって使えば良いんだ？」

「心配ない。早苗が知っている」

『知らないよう。あたしそんなの触さわった事―――って、ああ、これなら大丈夫だよ、孝太郎っ！』

　孝太郎が籠手を左手に嵌はめると、早苗は大きな笑顔を作る。それはまるで新しいおもちゃを貰った子供のようだった。早苗は孝太郎が籠手に触れた段階でその構造を感じ取り、使い方を完全に理解していた。霊力を操る籠手は、幽霊の早苗に分かりやすい構造の武器だった。

「それじゃあ反撃といくか！」

　ジャキッ

　孝太郎は左手の具合を確かめながら、右手で長大な剣を構える。

『それでこぉだっ！』
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　すると孝太郎の左手の中に赤々と輝く火球が現れ、その周りに強力な電磁場が生み出される。電磁場は時折小さな稲いな妻ずまを放ち、赤い火球を更に強く輝かせた。

　この火球と電でん撃げきは早苗の仕業だった。霊力を火か炎えんと電気に変へん換かんする籠手を介かいして、早苗の膨ぼう大だいな霊力が無む尽じん蔵ぞうに火炎と電気を生み出している。火球は宇宙用の装甲に焼け焦げが出来るほどの高温で燃え盛り、電気は鎧の防磁処理を上回る程の電磁場を生み出しメインシステムにエラーが出ているほどだった。

「サナエ様、炎と電気を少し弱めて下さい。それではサトミ様の方が先に焼け焦げてしまいます」

『あ、ごめん』

「サトミ様、わたくしはここで戦闘のサポートを」

「頼たのみます」

「カラマ、コラマ、孝太郎の直援につけ。指示は随ずい時じ与あたえる」

『わかったホー』

『了りよう解かい、姐あねさんっ！』

　前に出た孝太郎と早苗の後ろに、二人の少女が控ひかえる。そして孝太郎の左右には、カラマとコラマが並ぶ。孝太郎と早苗が前に出て、キリハは埴輪で援護、ルースは孝太郎の戦闘をサポートする。

「………あっ、本気でいくみたいですぅ………」

　そしてもう一人、孝太郎を陰かげながら援護する人間がいた。それは未いまだ倒れたままのアルゥナイアの中にいるゆりかだった。

　巨大なアルゥナイアの着ぐるみの中にはいくらかスペースがある。ゆりかはその中に魔ま法ほうの杖つえを呼び出して、密ひそかに孝太郎達の手伝いをしていた。例によって人ひと払ばらいの魔法をかけたり、鎧の防ぼう御ぎよ力りよくを引き上げたり、孝太郎とクランの間の空気の密度を上げてビームを邪魔したりと、見えないところで地味に活かつ躍やくしていた。

「さぁて、ラストシーンが待ってるんだ。悪役はちゃっちゃと片付けて、ハッピーエンドといこうかぁっ!!」

　孝太郎は上空のクランを睨にらみつけ、大声で吼ほえる。負ける筈がない。多くの力を身にまとい、孝太郎はそう確信していた。

　近接戦、射撃戦、防御、情報、魔法。急造のチームではあるが、攻こう防ぼう共にバランスのとれた見事な布ふ陣じんだった。

　ころな荘そう一〇六号室に侵しん略りやく者しやが押し寄よせてから九ヶ月。当初は孝太郎を脅おびやかしていた侵略者達の力は、今では逆に孝太郎を守っているのだった。










　直接的な戦いでは今一つ活躍の場がないルースだが、その真価は後方支援に回ってこそ発揮されるものだった。

「キリハ様っ、クラン殿下が射撃の直前に発する電磁波のパターン解かい析せきが終しゆう了りよう！」

「通信で射撃のタイミングをカラマとコラマに伝えられるかっ!?」

　ルースは『青騎士』から放出したセンサーを利用して戦場のあらゆるデータを収集、分ぶん析せきし、その中から孝太郎に有利になる情報だけを選び出していた。ルースの扱あつかう情報は武器や防具の性能から、周囲の地形、クランや孝太郎の癖くせに至るまで多た岐きに亘わたる。

「サトミ様の鎧の両りよう肩かたにあるレーザー通信機が使えます！」

「それならジャミングの心配もないっ!!　すぐにやってくれルース!!　聞こえたなっ、カラマッ、コラマッ!!」

『がってん！　霊子力フィールドのトリガーの一つに設定するホ！』

『ルースちゃん助かるホ！』

　そうして選び出された情報はキリハの適切な判断によって処理され、孝太郎達の戦いに次々と反映されていく。孝太郎の戦い方に合わせて鎧の設定を変更し、早苗が籠手から生じさせている電磁波の悪あく影えい響きようを遮しや断だんし、カラマとコラマのバリアーの発生をクランの射撃に同期し。キリハが切れ目なく発する指示は、あっという間に戦場の様相を孝太郎が有利な方向に塗ぬり替かえていった。

　―――流石さすがはキリハ様………頭のキレは他の方の追つい随ずいを許しませんね………。

　ルースは大量の情報を処理しながら、内心で胸を撫なで下ろしていた。キリハの頭の良さが味方である事に安堵せずにはいられない。今にしてみると、出会ってすぐにキリハにやられてしまわなかったのが不思議なくらいだった。

　ビキィィィン

　そんな時、二人の頭上でカラマとコラマがクランの発射した拡散ビームをバリアーで弾はじく。おかげでバリアーに守られた孝太郎は全くの無傷だった。

「またこいつらですのっ!?　さっきからちょこまかとぉっ!!」

　焦れたクランはライフルの設定をビームが集束するように変更し、孝太郎達に向かって乱射する。

『孝太郎、いっぱい撃ってくるよ！』

「大丈夫だっ、全部見えてるっ!!」

『ホー、ホホー！』

『遅いホー！』

　しかしそんな苦し紛まぎれの攻撃では、早苗の霊能力の影響下にある孝太郎はもとより、埴輪ですら傷付ける事は出来なかった。

　―――ルースの情報は正確だな………几き帳ちよう面めんな性格が出ているのか………。

　キリハは埴輪達の様子を眺ながめながら小さく微笑む。それは楽しさと感心とが半々で同居した笑顔だった。埴輪がビームを回避できるのは、ルースの正確なデータ解析のおかげだ。解析が済んでいなければ、埴輪は破は壊かいされていたか、攻撃を防ぐために多くのエネルギーを無む駄だにしていた事だろう。だからキリハはデータの正確さに感謝すると共に、ルースの几帳面さに笑うのだった。

「いくぞ、早苗っ！」

『うんっ！』

　クランが繰り返す攻撃を掻かい潜くぐりながら、孝太郎は空を飛んで彼女に肉にく薄はくする。鎧に備わった飛行能力は、鎧の見た目の重じゆう厚こうさとは裏腹に軽快だった。重力を操って飛行しながら、急加速が必要な時だけブースターや姿勢制御用のスラスターに点火する独自のスタイルは、幽霊の早苗と同じような無む秩ちつ序じよな飛行を可能にしていた。重力を操って飛ぶのはクランも同じなのだが、重力以外の推進機を備えている分だけ幾いくらか孝太郎の動きの方が速かった。

『孝太郎っ!!』

「頼たのむっ！」

　孝太郎が右手の剣けんを振り被かぶるのと同時に、早苗は孝太郎の左手を操って、そこに宿っている火球と電撃を放った。

「厄やつ介かいですわねっ、あの左手っ！　青騎士の籠手を模したおもちゃだと思っていたら、とんでもありませんわっ！」

　クランは空を飛ぶために使っているエネルギーを一度完全に止め、その分を全てバリアーに集中した。

　空を飛びながらバリアーを使った場合、バリアーが弱くて早苗の作り出した火球と電撃は防げない。そのうえ火球と電撃は、ミサイルのようにクランを追つい尾びしてくる。早苗が霊能力を使ってその弾だん道どうを捻ねじ曲げているのだ。クランの飛行装置の機動性ならかわせない事もないのだが、あまり分の良い賭かけではない。

　そこでクランは一度空を飛ぶのを止め、身体が自由落下を始めるのも構わず、バリアーに全てのエネルギーを回した。まずは火球と電撃を防がなくては、その先は無いのだった。

　ビキィィィッ

　クランの周囲に半はん透とう明めいの白い六角形のタイルが規則的なパターンを描いて無数に出現する。クランの腰の後ろにある装置が作り出した斥せき力りよく場のバリアーだ。そこへ火球と電撃が接せつ触しよくすると、バリアーは耳障りな音を出しながらそれらを掻き消していった。

「お次はっ!!」

　だがクランには落ち着いている暇はない。クランはすぐさまビームライフルの銃口を正面へ向ける。その時にはもう孝太郎は目の前まで迫っていた。クランがバリアーを強めるべく飛行を止めて自由落下を始めたので、その距離が一気に詰まったのだ。

「食らえぇぇぇぇぇぇっ!!」

「そう易やす々やすとやられてたまるものですかぁっ!!」

　孝太郎はクランのバリアーを叩たたき割ろうとするかのように、全力で剣を振り下ろす。クランはそうさせないためにライフルの引き金を引き絞った。

『駄目だよ孝太郎っ！』

「いやっ、大丈夫だっ!!」

　早苗が危険を告げていたが、孝太郎は迷わず剣を振り下ろした。

　―――いける！　勝てるっ！　こんな奴やつにっ、俺おれ達たちの舞台をぶち壊されてたまるものかぁっ!!

　この時、孝太郎は激しく怒おこっていた。身勝手な理由で二度も舞台を邪魔しに来たクランに。そして何より、彼女がティアを殺そうとしている事に。だから目も眩くらむような怒いかりが孝太郎を衝つき動かしていた。そしてそんな孝太郎の激しい意思に応こたえるかのように、右手の中にある宝剣サグラティンは、刀身から純白の光を放って輝いていた。

　その直後に起きた事を見て、クランは絶句する。

「うおおおぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　キュゥゥゥゥン

　ライフルが放ったビームに、孝太郎の剣の切っ先が接触する。するとあろう事か、剣は発射されたビームをそのまま縦に両断した。両断されたビームは左右に分かれ、そのまま虚こ空くうへと飛び去っていく。

「まさかっ、そんなっ!?」

　クランは自分の目で見た事が信じられなかった。

　―――そんな馬ば鹿かなっ、いくらなんでもそこまでの事が出来るだなんてっ!!

　ティアのサグラティンと同様に、クランにも生まれた時に打たれた宝剣がある。だがその剣には特別な力は備わっていない。あくまで誕生を祝う記念品であって、ティアの剣もクランの剣も、ただの剣でしかない筈なのだ。

　仮に鎧が剣にエネルギーを供給しているとしても、ビームを両断する程の力を備えるとは思えない。個人用の戦闘スーツに備わっているジェネレーターの出力でできる事ではないのだ。

　クランは科学に精通しているからこそ、孝太郎の振るっている力の異常さを理解し、驚おどろきと恐きよう怖ふとを感じずにはいられないのだった。

「まずいっ！」

　そのまま白く輝く剣の切っ先はクランに迫る。火球と電撃を掻き消した事でバリアーがエネルギーを消しよう耗もうしていた事もあって、白はく刃じんはまるで紙でも切り裂さくかのようにあっさりと、クランのバリアーを切り裂いてしまった。

「終わりだっ、クランッ!!」

　そして孝太郎は返す刀でクランを狙う。バリアーは限界を超こえ消しよう滅めつしていたので、クランは完全に無防備だった。

　―――やられるっ!?

　それを悟ったクランは迷わずライフルを手放した。重く大きなライフルを抱かかえていては、孝太郎の剣をかわす事は出来ない。クランはライフルを蹴けりつけるようにして反動を付け、孝太郎から離れた。

　ドムッ

　その直後、孝太郎の剣がライフルを両断。ライフルは小さな爆発を起こし、粉々になって裏庭に降り注いだ。そしてその爆発が視界を塞ふさいでいるあいだに、クランは孝太郎から大きく距離を取った。

『惜おしいっ！』

「だがこれで丸まる腰ごしになった！」

　爆発が収まって視界が戻ると、孝太郎は両手で剣を構えて切っ先をクランへ向けた。

「降参するなら今のうちだぞ」

「こんな辺境の惑わく星せいの原始人に、このわたくしが降こう伏ふくするっ!?　冗じよう談だんじゃありませんわっ!!」

　武器を失いながらも、クランは敢かん然ぜんと降伏を拒きよ否ひする。ティア同様にプライドの高いクランには、降伏など到とう底てい受け入れられるものではなかった。

　―――そこはやっぱりお姫ひめ様さま育ちって事か………。しかし、今のティアだったらどうだったろう？

　孝太郎はクランの姿を見ながら、この場にはいないティアの事を思った。かつてのティアなら、こういう状態になってもクラン同様に負けは認めなかっただろう。しかし孝太郎は思う。今のティアであれば、死力を尽つくしてなお及ばなければ、負けを認めて相手を称たたえるのではないだろうか、と。

　―――いうなればそう、お姫様の、いや、王者の余よ裕ゆうという奴だろうな………。

　ティアとクランの本質的な違い。それを感じるという事は、孝太郎がティアを認めているという証しよう拠こでもある。

　―――とはいえ、俺とゲームをしている時には、絶対に負けなんて認めないんだろうけど………。

　皇女としての顔。そして子供っぽい、年とし頃ごろの少女としての顔。今の孝太郎は、そんなティアの二つの顔を、双そう方ほう共に受け入れつつあった。

「降伏など冗談じゃありませんわ………しかし………」

　孝太郎がティアの事を考えていた時、クランは今の状況に頭を悩ませていた。

　―――まさか青騎士もどきが、ここまでの力を持っていただなんて………。

　クランもただ単純に攻撃を仕掛けた訳ではない。

　自身の宇宙戦艦『朧ろう月げつ』を自動操縦でフォルトーゼに帰き還かんさせて油断を誘い、孝太郎からティアと晴海を引き離はなした状態で攻撃を仕掛けた。

　もちろんクランは孝太郎の事も侮あなどらなかった。前回の戦闘時のデータを分析して、それに勝てるように装備を整えた。ビームライフルはもとより、バリアーや飛行装置に至るまで、二ヶ月前の孝太郎になら十分に勝てるように作られていたのだ。

　しかし実際にふたを開けてみると結果はこの通りだった。クランの攻撃は全く通じず、そして孝太郎からの攻撃は防げない。何もかもがクランの予想を大きく上回っていた。

　―――武器も無い事ですし、このままだと負けは確実。スピードは向こうの方が速いから、逃げ切るのも難しい。しかしわたくしには、まだあれがありますわ！

　そんな絶望的な状況にも関わらず、クランはニヤリと口元を歪めた。

　―――なんだ、クランの奴………？

　その表情に孝太郎が嫌いやな予感を感じた時、クランは大声で叫んだ。

「来なさい『揺ゆり籠かご』っ！　超ちよう時じ空くう反発弾だん、発射準備っ！」

　それはクランが用意していた、最後の手段だった。










　クランが『揺り籠』と呼ぶのは、彼女が使っている小型の宇宙船だった。

　クランはティアや孝太郎を油断させるために、彼女自身の専用宇宙戦艦『朧月』を自動操縦でフォルトーゼへ送り返した。そしてクランが地球で活動するための足あし掛がかりとして利用したのが、『朧月』に搭とう載さいされている宇宙船のうちの一つ『揺り籠』だった。

　この『揺り籠』は緊急時の脱だつ出しゆつ艇ていとしての役割が与あたえられており、移動基地として必要な機能を十分に備えていた。クランはこの船を近きん隣りんの山中に隠かくして基地として使い、ティアや孝太郎を監かん視しする傍かたわら、兵器の開発にあたっていた。その中で開発されたのが例のビームライフルであり、飛行装置だった。そしてもう一つ開発したのが、先程クランが口にした超時空反発弾だった。

「青騎士もどきっ、この『揺り籠』の超時空反発弾なら、いかにお前が強かろうと関係ないっ!!」

　クランは両手を腰に当てて胸を張り、孝太郎に勝ち誇った。その眼鏡の奥おくにある瞳には強い意思の光が輝き、表情には自信が満みち溢あふれていた。

　そんなクランの背後には宇宙船―――『揺り籠』があった。この『揺り籠』という名前のずんぐりとした卵形の宇宙船は、クランやティアが武器を呼び出すのと同じ方法で一瞬にしてその場に出現した。小型の宇宙船とはいえ、この『揺り籠』は数十メートルの大きさがある。その堂々たる姿は前にいるクラン以上で、周囲に圧倒的な存在感を示していた。この艦かんのステルス性能の高さと、ゆりかの魔法によるカモフラージュがなければ、近隣は大騒ぎになっていただろう。

「超時空反発弾だって………？」

　孝太郎は『揺り籠』の威い容ようを見上げながら、呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた。科学に疎うとい孝太郎には、名前を言われただけではピンとこなかった。

「フフフフフッ、分からなくて結構」

　首を傾かしげる孝太郎を、クランが嘲笑う。

　ガコォン

　それと同時に『揺り籠』の胴体が開き、クランの身体と同じくらいの大きさの二本のミサイルが姿を現した。『揺り籠』は卵を横よこ倒だおしにした形をしている。卵の一番太い部分が船首、細い方が船せん尾びだった。二本のミサイルはその胴体の下に現れたのだが、宇宙船自体の大きさからするとミサイルは小さく、孝太郎の目には頼たよりないものとして映った。

「何な故ぜなら、あなたはすぐにその身をもってこれの力を体験する事になるのですからねっ！」

　しかしクランにはこの小さなミサイルが運ぶ新型の爆ばく弾だん―――超時空反発弾に、絶対の自信を持っていた。理論上は倒せない敵は無い、そういう爆弾だったのだ。










　超時空反発弾はクランがずっと前から開発を続けていた兵器だった。この兵器の特とく徴ちようは、その名の示す通り時空を操るという事にある。この弾だん頭とうが作動すると周囲に巨きよ大だいなエネルギーフィールドを展開し、その内側にある空間を強制的にこの宇宙から排はい除じよしてしまう。敵の動きが速かろうと広大なエネルギーフィールドが標的を捕ほ捉そくし、強固なバリアーを持っていても周囲の空間ごと宇宙から弾き出すという攻撃は防げない。

　この攻撃はワープに巻き込むのに似ているが、ワープの場合は移動先が同じ宇宙内なので、帰ってくる事ができる。それにこのミサイルの大きさでは、ワープさせられる距離にも限界がある。しかし宇宙の外に弾き出してしまえば帰ってくる事はできない。同じ技術を独自に開発する必要があるし、宇宙の外側でそれができるとも思えない。

　回避はほぼ不可能。直撃を受けたら帰ってくる事はできない。クランの自信はここから来ている。

　この超時空反発弾頭が完成したのがつい先日の事だ。試作品なら二ヶ月前の襲撃時にも持っていたのだが、結局はそれを使う前にクランはゆりかに気絶させられていた。そして完全な勝利を望むクランは、この兵器の完成を待ってから孝太郎を襲った。なんとしても孝太郎を倒す。超時空反発弾は、クランの執しゆう念ねんそのものだった。










　そういった事情を孝太郎は知らない。だからそのままなら孝太郎は超時空反発弾の攻撃を受けていたに違ちがいなかった。しかしこの時、孝太郎に危険を告げる声があった。

『コータロー様、その武器をクラン様に使わせてはなりません………』

　それは音として伝わった声ではなかった。声は孝太郎の心の中に直接飛び込んできた。それは早苗が孝太郎の感覚を強化していなければ、聞こえなかった筈の声だった。

「誰だれだ!?　何を言っている!?」

『どうしたのっ、孝太郎!?』

『その武器は、尋じん常じようならざる破壊をもたらすものなのです………』

　突とつ然ぜん聞こえてきた声に孝太郎が戸惑っているうちに、今度は声ではなくイメージが伝わってきた。それはどこかで超時空反発弾が発射された時の光景だった。

　今回の舞台で使っているような貴族の衣装を身に着けた身分の高そうな者達と、杖を手に長いローブを身に着けた者達。その周囲には様々な姿をした異形の怪かい物ぶつ達たちが控え、怪物達は何か黒いものの詰つまった瓶びんを手に、翼つばさを広げて空へ飛び立とうとしていた。

　超時空反発弾のミサイルはそんな彼かれらに向かって飛んでいった。そしてミサイルは凄すさまじい閃せん光こうと共に巨大な輝く立方体を作り出して、そこにいた全ての者達を立っている大地ごと根こそぎ消し去った。後に残ったのは巨大な穴、そして天地を揺るがすような地じ震しんと衝しよう撃げき波はだった。

　その凄まじいイメージが頭の中に伝わってきた時、孝太郎は咄とつ嗟さに足元を見た。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こう、そしてそこにある体育館。超時空反発弾の生み出す巨大な立方体なら、十分に包つつみ込める大きさだった。

「そうはさせるかっ!!」

『孝太郎っ!?』

　その直後、孝太郎は前に出た。突然の孝太郎の行動に、早苗は振り落とされまいと必死でその背中にしがみついた。

　超時空反発弾が発射されれば大きな破壊を生む。それだけは何としても阻そ止ししなければならない。今の孝太郎はその一心だった。

　孝太郎がそう考える根こん拠きよは、頭の中に伝わってきた声とイメージだけだった。しかし孝太郎はそれらは信じられると感じていた。イメージには真しん実じつ味みがあったし、声には真まっ直すぐな意思と包み込むような優やさしさが感じられ、偽いつわりとは思えなかった。

『急にどうしたの孝太郎っ!?』

「あのミサイルを叩き壊こわす！　あれは使わせたらまずいんだっ！」

　孝太郎は早苗の質問に答えながら鎧よろいのブースターを全開にした。すると孝太郎は流星のような勢いで空を駆ける。孝太郎と早苗の周りでは風が激しく渦うずを巻き、耳元でゴウゴウと鳴った。だから話をするために、早苗は大声をあげなければならなかった。

『使わせたらまずいって、もしかしてキノコの爆弾なのっ!?』

「そのようなものだっ！」

　早苗の言うキノコの爆弾とは核かく兵へい器きの事だ。孝太郎はそれに頷くと、更にスピードを上げる。

「だから向こうが発射する前に叩き壊すッ!!」

　設計以上のスピードを要求されて鎧のシステムが悲鳴を上げていたが、今の孝太郎にはそんな事に構っている余裕はなかった。

『そんな事をして大だい丈じよう夫ぶなの、孝太郎っ!?』

「………だからさよならだ、早苗」

　バチッ

『きゃああぁぁぁぁぁっ!?』

　突然、早苗は孝太郎の身体から弾はじき飛ばされる。孝太郎に突き飛ばされたのではない。身体に電気のようなものが走ったと感じた瞬しゆん間かん、早苗は孝太郎にしがみついていられなくなったのだ。

『まっ、待ってっ、孝太郎っ!!』

　早苗はすぐに孝太郎を追いかけようとしたが、透とう明めいな壁かべのようなものに阻はばまれて後を追う事が出来ない。

『どうしてっ!?』

　それは早苗が日常的に孝太郎の背中にしがみつくようになってから、初めて感じた孝太郎からの明確な拒きよ絶ぜつの意思だった。










　戴たい冠かん式しきのシーンでの出番を終えたティアが裏庭に飛び出したのは、ちょうど早苗が孝太郎に弾き飛ばされた時の事だった。今、舞台にいるのは晴海とエキストラが多数。新たな皇こう帝ていとなった白銀の姫ひめが、演説をしているシーンだった。

「殿でん下かっ!!」

「ルースッ、状況はどうなっておるのじゃっ!?」

　ティアの腕輪には逐ちく一いち情報が送られていたが、どうしても情報が遅れ気ぎ味みになるのは避けられなかった。だから彼女は真っ先にルースに最新の情報を求めた。

「先程まではサトミ様がクラン殿下を圧倒していたのですが、クラン殿下は宇宙船を呼び出して、大規模な攻撃を狙っているようですっ！」

「『青騎士』で砲ほう撃げきしろっ！」

「無理です！　少し前から電波通信と超ちよう空くう間かん通信に著いちじるしい障害があって、『青騎士』と連れん絡らくが取れないんです！」

「なんじゃとっ!?」

　それは超時空反発弾の影響だった。目標を宇宙から弾き出すためのエネルギーを溜ためる過程で周囲の空間に大きな歪ひずみを生み出し、結果的に通信を遮断していたのだ。

「悔くやしいが、今の我らには手の出しようがない。孝太郎に任せるしかないのだ」

「コータロー！」

　ティアは歯噛みをしながら、キリハの隣となりに進み出て一いつ緒しよに空を見上げる。そこには空を駆ける青い鎧の騎士と、大きな宇宙船の姿があった。

　―――コータロー………。

　自分の手の届かない所を駆けていく孝太郎。その姿を見ていると、ティアの胸にはもどかしさと不安がつのり、悪い予感が膨ふくれ上がった。そしてそんなティアの予感は、直後の早苗の言葉が正しさを証明した。

『みんなっ、なんとかしてっ！　孝太郎を止めてぇっ！』

「どうしたのじゃっ!?」

『孝太郎は、あいつと刺さし違えるつもりなのっ！』

　そんな早苗の悲痛な叫びが聞こえた瞬間、ティアにはまるで世界が静止したかのように感じられた。










　孝太郎の接近を知ったクランは、すぐさま『揺り籠』に反撃を命じた。超時空反発弾を使うためには、弾頭にエネルギーをチャージする時間が必要だった。それまでの間は、何としても孝太郎を近付かせる訳にはいかなかった。

「ようやく姿を現しましたわねっ、ティアミリスさんっ！　しかしもはや手て遅おくれっ！　あなたの舞台はハッピーエンドにはなりませんわよっ！」

「クランッ、お前にこの舞台の邪じや魔まはさせないっ！」

　孝太郎は『揺り籠』の作り出す弾だん幕まくを掻い潜りながら、船体下部の超時空反発弾に近付いていく。一刻の猶ゆう予よもないこの状況では強ごう引いんに近付かなければならず、孝太郎も無傷では済まなかった。何度となくビームやレーザーがかすめ、鎧だけでなくその顔や身体に幾つもの傷が刻まれていった。

　しかし孝太郎は怯ひるまなかった。この時、孝太郎の勇気を支えていたのはクリスマスに交かわした約束だった。孝太郎はあの日、舞台に関わる多くの者達と成功を誓ちかいあった。それをクラン一人の思おも惑わくで壊させる訳にはいかなかった。

「この舞台はなっ、籠の鳥が見た、ささやかな夢なんだっ！」

　そして孝太郎はこの舞台に込められたティアの想おもいを知っている。ティアの青騎士へのあこがれ、母親を守りたいという願い。それを具現化させたのがこの舞台。思うままに生きられないティアの、ささやかな夢。それを踏ふみ躙にじろうというクランを、断じて許す訳にはいかなかった。

「果たしてあなたに全てを守り切れましてっ!?　そんなちっぽけな剣一本では、仲間達すら守れませんわよっ!!」

「守ってみせるさっ!!　あいつらはなっ、全員が侵しん略りやくを成功させなきゃならないんだからっ!!」

　それは激しい戦いの中で、ようやく辿たどり着いた孝太郎の答えだった。

　孝太郎は誰の侵略をも成功させてやりたかった。早苗にはあの部屋で父母を待たせてやりたかった。ティアには皇位継けい承しよう権けんを得て母親を守れるようになって欲ほしかった。キリハには大地の民たみの移住を成功させて欲しかった。ゆりかにはごく普ふ通つうのクラスメイトとして暮らして欲しかった。

　誰の事も勝たせたかった。誰もが望む未来を掴つかんで欲しかった。その全てを同時に満たす事は難しいのかもしれない。しかしたった今、その全てが踏みにじられる事だけは許せなかった。

「おぉぉぉおぉぉぉぉっ!!」

　だから孝太郎は止まらない。

　たとえビームに焼かれようと、レーザーに貫つらぬかれようと。

「よすのじゃコータロー!!　わらわの命令が聞けぬのかぁっ!!」

　たとえ―――金色に輝かがやく姫が、涙なみだに暮れていようとも。

「そなたはわらわの騎士であろうっ!!」

「………悪いな、ティア」

　孝太郎はただ、剣を白く輝かせる。その白い光がどこから来ているのかとか、どうしてなのかとか、そんな事はもうどうでも良かった。その光が輝く限り、みんなを守れる。孝太郎にはそれで十分だった。

「騎士は………すぐに代わりを探せ」

「待ってっ、待ってぇっ、コータローッ!!」

　そうしてティアはようやく自分の気持ちを悟さとる。

「騎士の代わりはいてもっ、そなたの代わりはどこにもおらぬのじゃぁっ!!」

　それがティアの答え。ティアが真に孝太郎に望むもの。

　しかしティアがその答えに辿りついたのは、孝太郎の剣が超時空反発弾を両断した時の事だった。

　その瞬間、吉祥春風高校の上空に光り輝く巨大な立方体が出現した。










　晴海は舞台の上で遂ついにその時が訪おとずれた事を知った。額に浮うかび上がった剣の紋もん章しようが、孝太郎の気配が失われた事を伝えてくれていた。

　―――コータロー様………。

　晴海は孝太郎の事を想いながら、台本に定められた通りに舞台の上を走る。戴冠式に青騎士がいない事に気付いた白銀の姫は、その姿を求めて走るのだ。

　―――いってらっしゃいませ、コータロー様………。

　ここまでは知らされていた通りだった。しかし、この先どうなるのかは知らない。彼女には多くの力が備わっていたが、万ばん能のうではないのだ。

　―――そしてどうか、どうか、御無事で………。

　だから晴海は、彼女が演じる白銀の姫と同じように祈いのる。




　姿を消した大切な人と、いま一度会えますように、と。
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約束　一月二十四日（日）







　孝こう太た郎ろうが両断した超時空反発弾は、蓄たくわえられたエネルギーを解放し、光り輝く巨大な立方体を作り出した。だがエネルギーが完全に溜たまる前に解放されたため、立方体はクランの設計した通りの大きさにはならず、『揺ゆり籠かご』を覆おおい隠す程度の小さなサイズにしかならなかった。

　そして輝く立方体が消滅した時、そこには何も残されていなかった。孝太郎もクランも『揺り籠』も。そこに漂ただよっていた空気さえも。完全な意味での真空、全くの無。規模こそ小さかったものの、超時空反発弾は設計された通りの効果をもたらしたのだった。

　ズドォンッ

　次の瞬間、削り取られた空間を修復しようと周囲の空間全体が身じろぎする。それが大きな揺れを生み出すのと同時に、修復された空間に一気に大量の空気が流れ込んで衝撃波を生み出した。

「斥力場緊急展開っ！　範はん囲いを最大化、時間は短くて良いっ、強度を最優先っ！」

「カラマッ、コラマッ、フィールドで抑おさえ込めっ!!」

「フォースフィールド・モディファー・マキシマイズ・エンド・エフェクティブエリア・コロッサル！」

　しかしそれらは侵略者の少女達の講じた幾つかの防御手段により無事に防がれた。立方体のサイズがもう少し大きければ危なかったのだが、幸さいわいにして周囲に被ひ害がいが出るような事はなかった。おかげで体育館の中では今も、何事もなかったかのように舞台が続いていた。










　しかし平へい穏おんを取り戻もどした周囲とは裏腹に、体育館の裏庭に残された少女達は平穏とは程ほど遠とおい状態にあった。『揺り籠』やクランごと虚空に消えた孝太郎。その生死や消息は知れず、少女達はそれぞれに心を乱していた。

『孝太郎っ、どこ行っちゃったの孝太郎っ!?』

　早さ苗なえは周囲をきょろきょろと見回しながら、孝太郎の気配を探していた。しかしいくら探しても孝太郎の気配は見付からない。これまで早苗が孝太郎の気配を探して見付からないなどという事はなかった。早苗は孝太郎と常に霊力で繋がっているような状態だったのだが、今はそれが完全に途と切ぎれてしまっていた。

　―――まさか、そんなことないよね………？

　それはある一つの答えを意味していたのだが、早苗はそれを必死に考えまいとしていた。今の早苗にとって孝太郎は生活の一部。それが完全に失われたかもしれないなど、考えたくもなかった。

「マニューバースーツの信号途と絶ぜつ!?　『青あお騎き士し』っ、センサーの感度を上げて再スキャン！　それと過去三分間の時空震しんのデータをこちらに回して！」

　ルースは真っ青な顔で自身の腕輪を弄いじっていた。孝太郎の着ている鎧からは識別信号が出ているのだが、それが立方体の出現以降、感知できなくなっていた。それだけでも不安だというのに、フォルトーゼの科学知識があるルースには、おぼろげながら何が起こったのか理解出来ていた。

　―――サトミ様………本当に時空の果てへ飛ばされたなどという事は………。

　そして『青騎士』が観測したデータはルースの予測を裏付けるものばかりで、データを読めば読むほど胸に絶望的な気持ちが広がっていった。

　それは大事なものを見失ったというような、軽い感覚ではない。夜闇やみを歩く時に明かりを失った感覚に近かった。歩くために絶対に必要なものを失って、立ち竦すくんでいる。それが今のルースだった。

「カラマ、コラマ、孝太郎の霊波パターンでフィルターをかけて、周辺の全生命体を探査しろ！」

『ホー、それは時間がかかるホー』

「そんな事は分かっている！　それでもやるんだ！」

『分かったホー、すぐに取りかかるホー』

　キリハは怒っていた。胸の前で両手を組み合わせ、厳しい表情を作る。

　―――こんな事で終わりだなどと………我は認めんぞ、里さと見み孝太郎っ！

　ギリッ

　奥おく歯ばを噛かみ締める。地上にいる唯ゆい一いつの、完全な意味での理解者。本音を話し合える、真の友人。それをこんなに簡単に失ってしまう事は、キリハには耐たえ難がたい苦痛だった。

　しかしキリハには本当は分かっている。あの状況で中心にいた孝太郎が無事で済む筈がない。生きてこの近辺にいるなどという事は、九く分ぶ九く厘りん有り得ない。

　その事がキリハの胸を締め付ける。自らの無力感に怒りを覚えずにはいられない。

　―――冷れい酷こくな女だ、我は………。

　そして何より、キリハは孝太郎は死んでいると考えてしまう自分の冷静さに、腹が立つのだった。

「この状況なら、里見さんを探すより、あの宇宙船を探す方が早いですぅ！」

　もしかしたら、この時一番冷静だったのはゆりかだったかもしれない。ゆりかの場合、先代の魔法少女レインボーナナの最後の戦いを経験しているので、親しい者の危機に多少の耐たい性せいがあった。

「それに本当に別の次元に飛ばされていたとしても、あの大きさなら探知できるかもしれないし………」

　ゆりかは両目を閉じて意識を杖に集中する。魔ま力りよくを高め、意識の網あみを広げ、姿を消した孝太郎の痕こん跡せきを探さぐっていく。

　―――あの船は宇宙船で、里見さんが着ていたのは宇宙服………すぐに見付けられれば、助けられる………！

　親しい人間の危機に際しても、決して希望を失わない。それが今日までゆっくりと成長してきた、魔法少女の強さだった。

「コータロー………」

　そして五人の中でもっとも打ちのめされていたのがティアだった。ティアは孝太郎に向けて手を伸のばした格好のまま、身動きが取れなくなっていた。

　このタイミングでなければ、ティアはもう少し気き丈じように振ふる舞まっていただろう。しかしティアは自分の気持ちを理解した直後に孝太郎を失った。自分が真に求めるものを悟ったまさにその時に、それが指の間からすり抜けていった。そんな状況では、いかに銀河の大国の皇女といえど、冷静ではいられなかった。

「わらわを一人にするな、コータロー………。隠れておるのじゃろう？　意地悪をしておらんで、すぐに………すぐに出て参れ………」

　笑おうとするが、笑えない。

　喋しやべろうとするが、喉のどが掠かすれる。

「出て来いというのが………分からぬか………じゃから………じゃからそなたは………愚ぐ民みんだというのじゃ………」

　この時のティアに出来た事は、ただ涙する事だけだった。










　そうやって誰もが自分を見失っている、そんな時の事だった。

『空間歪わい曲きよく反応増大、小規模の時空震と予測。警戒を要します、マイレイディ』

　唐とう突とつにルースの腕うで輪わが警告を発した。

「えっ………？」

　そしてその事に驚いてルースが目を丸くした瞬間、それはやってきた。

　キンッ

　ティアやルースが一〇六号室と『青騎士』の行き来に使っている光の扉とびら。それを数十メートルの大きさに拡大したものが突然空中に現れた。場所はちょうど孝太郎が姿を消した場所と同じ位置だった。

『小規模の時空震を感知。信しん頼らい度ど九十五パーセントで超至し近きん距きよ離りからのショートワープと推定』

「ショートワープ!?」

　ルースは慌てて腕輪が空中に投とう影えいしているデータを確認する。するとそこには腕輪の言うように、巨大な何かがワープで出現しつつある事を示すデータが次々と表示されていった。

「見付けた！」

　その時、アルゥナイアの着ぐるみの中でゆりかが大きく目を開く。それとほぼ同時に、何かの先せん端たんが光の扉から出現し始めた。

『空間歪曲率から質量を算定。報告。信頼度九十八パーセントで捜そう索さく中の艦かん艇ていと推定。目標を捕捉しました、マイレイディ』

　それは数メートルの大きさの皿状のドームだった。それに気付いた早苗は、驚いて声を上げた。

『何か出てきたよ！』

　早苗の指さす先で、ドームは扉を抜けて前へ前進していく。すると地上から見ている者達たちには、風船が膨らんでいくかのように見えた。そしてドームは数十メートルの大きさになった所で膨らむのが収まり、その後ろに続く部分が出現し始めた。するとそれはドームから半球へ、半球から卵形へとシルエットを変化させていった。

「あれは、さっきの宇宙船か!?」

　光の扉をくぐり抜けて出現したのは、先さき程ほど立方体と共に姿を消した卵形の宇宙船―――『揺り籠』だった。その突然の消滅と帰還に、日ひ頃ごろから冷静なキリハも驚きを隠せない様子だった。

「コータロー！」

　ティアは空に浮かぶ『揺り籠』の巨きよ体たいを目にすると、真っ先に孝太郎の名前を呼んだ。そしてすぐに周囲に視線を走らせる。ティアは必死だった。

　―――どこじゃ、コータロー！

　もしかしたら『揺り籠』と一緒に姿を消した孝太郎も、戻ってきているのではないか。あるいは、孝太郎が『揺り籠』を乗っ取って帰ってきたのではないか。

　彼かの女じよの胸には、そんな一いち縷るの望みが芽生えていたのだ。

「どこにおるのじゃっ!!　はよう姿を見せいっ!!」

　しかしあたりに孝太郎の姿はない。その姿を最後に見た『揺り籠』の船体下部には、孝太郎どころか、二発あった超時空反発弾すら見当たらなかった。

　―――まさか、あれらと孝太郎をどこかに残して、クランだけが戻ってきたなどという事は………。

　ティアの胸にじわりと不安が広がる。それはティアに限ったものではなく、その場にいる五人の少女達に共通した感情だった。

　バクンッ

　そんな時、卵形の一番太い部分にあるハッチが開いた。すると五人の少女達の視線がそこへ吸い寄せられる。誰もが祈るような気持ちだった。そこから姿を現す者が、孝太郎でありますように、と。

「ついたっ!!　間に合いましたわっ!!」

　しかし少女達の願いは裏切られる。ハッチから姿を見せたのは『揺り籠』の持ち主であるクランだったのだ。

「あぁ………」

　ティアの感情が再び闇の底に沈しずむ。一度止まっていた涙が、再び溢れ始めていた。

「孝太郎………」

「サトミ様………」

　キリハやルースも表情を失い大きく肩かたを落とす。僅わずかとはいえ期待を抱いだいてしまった分だけ、その失望は深い。もし誰かが軽く肩に触れたなら、三人ともその場に座すわり込んでしまうに違いなかった。

『………あれっ？』

「これってもしかして!?」

　しかし早苗とゆりかだけはそうではなかった。二人はティア達と反対に、その瞳ひとみを更なる期待で輝かせ、思わず一歩身を乗り出していた。

「時間がないんだ。とっとと降おりろ、クラン」

「きゃあああああぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁっ!?」

　次の瞬間、ハッチから身を乗り出していたクランを、後ろからやってきた孝太郎が思い切り外へ蹴り落とした。










　孝太郎はすぐにクランを追ってハッチから飛び出した。その直後、『揺り籠』は掻き消すようにして姿が見えなくなる。山側とはいえ、ここは市街地のど真ん中。目立ってはまずいので、事前に与えられた命令に従って『揺り籠』は姿を隠したのだ。

「よっと」

　ズシャアッ

　数十メートルの高さをものともせず、孝太郎は身体を覆っている空色の鎧を鳴らしながら鮮あざやかに着地した。その直前にあたふたと大おお慌あわてで着地したクランとは大おお違ちがいだった。

「あなたねぇっ、仮にも皇女を足あし蹴げにするとは、どういう教育を受けて来ているんですのっ!?」

「時間がないってのに、お前がタラタラしてるからだろ」

「時間がギリギリなのは、あなたが寝ね坊ぼうしたからでしょうっ！」

「言ってないで走れ！　時間がないんだぞっ！」

「んもうっ、勝手ですわねっ！」

　二人は言い合いをしながらティア達の方に近付いてくる。そんな二人をティア達五人の少女が呆あつ気けにとられた様子で見つめていた。

　激しい戦いの果てに、共に生死不明となった孝太郎とクラン。そんな二人が一緒に『揺り籠』から姿を現した。しかも先程までとは打って変わって争あらそっている様子はない。口くち喧げん嘩かはしていたが、敵同士のそれではない。二人のやり取りは一〇六号室で日常的に交わされているレベルのものでしかなかった。

　そんな奇き妙みようで不可解な出来事は、侵略者の少女達五人を呆気に取らせるのに十分な威い力りよくを持っていた。

『どういうこと？　あれ………』

「さ、さぁ………」

　だから孝太郎が生きている事に早めに気付いていた早苗とゆりかですら、そう呟く以上の事は出来なかった。

「大体、何故こんなに重要な時に寝坊が出来ますの!?」

「だから早く起こせと言っただろうが!!」

「皇女に騎士のおもりをせよと!?」

「ティアはやってくれたぞ!!」

「それは悪うございましたねぇっ!!」

　変化は二人の関係だけではない。孝太郎とクラン、それぞれの姿には先程までのものとは微び妙みような違いがあった。

　孝太郎の着ている鎧は以前に比べると傷が増えていた。それは先程の戦闘でビームやレーザーに焼かれた傷だけではなく、装そう甲こうに固いもので殴なぐられてできたへこみや、マントに大きな切れ込みがあったりと、その数とバリエーションを大きく増やしていた。そして孝太郎の腰こしには二本の剣が下がっている。ついさっきまでは一本だったので、新たにどこかから持ってきたという事になるだろう。

　そしてクランの姿も奇妙だった。さっきまでと同じドレスを身に着けてはいるのだが、その上から大きな外がい套とうを羽織っている。それは映画の中で貴族の令れい嬢じようがお忍しのびで町に出で掛かける時のような姿だった。

　しかしその場に集つどう少女達にとって、孝太郎の姿が変化している事など些さ細さいな問題だった。孝太郎が無事に目の前にいるという驚きが大き過ぎて、身に着けているものの変化に注目する余裕などなかったのだ。

　立方体の出現からここまで僅か二分ほど。それだけの短い期間に、焦あせったり、心配したり、悲しんだり。いなくなっただけでも大事件だというのに、その直後に突とつ然ぜん戻もどってきたりして、ショックの連続。少女達は昂たかぶった感情が空回りするばかりで、未いまだに具体的な行動を起こせずにいた。

「クラン、時間はっ!?」

「あと一分っ！　何とか間に合いましたわっ！」

　そんな一同をほったらかしにして、問題の二人は体育館の裏口へ向かっていた。

『ちょ、ちょっと孝太郎っ、一体何があったの!?』

「里見さんっ、これはどういう事ですかぁっ!?」

　体育館へ向かう孝太郎が目の前にやってきた時、早苗とゆりかは孝太郎に疑問を投げかけた。やはり気付いたのが早かった分だけ、二人は他の三人よりも立ち直るのが早かったのだ。

「悪いっ、その辺はまた後でなっ、今は舞台が先だっ!!」

　だが孝太郎は早苗とゆりかの質問には答えず、クランと一緒に二人の目の前を通り過ぎていく。孝太郎が目指していたのは演劇の舞台。これから一番最後のシーンが始まる。残念ながら二人の疑問に答えている暇ひまはないのだった。

　そしてキリハ、ルース。孝太郎は誰の前もあっさりと通り過ぎていった。しかしその最後、ティアの前までやってきた時、孝太郎は初めて足を止めた。そして右手に持っていた台本を傍そばにいるクランに投げ渡わたす。

「クランッ、俺おれの台本を持っててくれっ!!」

「ベル―――いえコータロー、あなたいつまでわたくしを召めし使つかい扱いするつもりですのっ!?」

　クランは孝太郎に文句を言いつつも、飛んできた台本を空中でキャッチ。不満げな言葉とは裏腹に、大切そうにその胸に抱き抱えた。

「わたくしはこれでも神聖フォルトーゼ―――」

「そんな事を言ってる場合かっ！　俺は急いでるんだっ、ごちゃごちゃ言ってないで黙だまって持ってろっ！」

「あぁんっ、もおっ、勝手な事ばっかりっ！　いつだってそうですわねっ！」

　クランはなおも文句を言っていたが、孝太郎はそれを無視する。早苗達たちの質問に答えなかったのと同じで、今の孝太郎にはクランの相手をしている暇はないのだった。

「ティアッ、来いっ！」

「え、あ………？」

　孝太郎はティアの手を掴むと、強引に自分の方へ引き寄せる。

「驚いているのは分かるが、お前が必要なんだっ！」

　ラストシーンの登場人物は三人。青騎士と白銀の姫、黄金の姫だ。だから黄金の姫役のティアがいないと、ラストシーンは始められないのだ。

「あ………」

　お前が必要なんだ。

　そんな断固とした言葉と、自分の手を包む温ぬくもり。それらに確かなものを感じて、ティアはこの時初めて心の深い部分で孝太郎の無事を確信した。

「コ、コータロー………」

　その途端、ティアの腰と膝ひざから力が抜ける。ティアは湧わき上がってくる深い安あん堵どと喜びで、立っていられなくなってしまった。

「あっ、おっ、おいっ！」

　孝太郎はそんなティアが倒たおれてしまわないように、慌てて抱きとめる。

「そうか、無事だったのじゃな、コータロー………よく、無事で………」

　孝太郎が抱きとめた時の反動で、ティアの両目から涙が舞まい散ちる。それは冬の弱い太陽の光を浴びて、虹にじ色いろに輝いていた。

「泣くなティア、これから―――あー、いや、そのまま泣いてろ。どうせお別れのシーンなんだ」

　孝太郎は泣いたまま脱だつ力りよくしているティアを両りよう腕うででしっかりと抱き上げた。そのまま舞台まで運んでしまうつもりだった。

「違う、お別れなどではない」

　ティアは首を横に振ふると、自分の両りよう脚あしを抱えている孝太郎の左手にそっと触れた。そして真っ直ぐに孝太郎を見つめる。

「………何もかも、これから始まるのじゃ………」

　その両の瞳からは今も涙が溢れている。しかしティアは微笑ほほえんでいた。ここへ来てようやく、ティアは笑え顔がおを取り戻したのだ。

「お前の言う通りだよ、ティア」

　孝太郎は再び走り始める。

　孝太郎には足を止めている時間はない。体育館では多くの仲間達が、孝太郎とティアがやってくるのを待っている。
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　舞台は絶対に成功させる。

　それが孝太郎が侵略者の少女達をはじめとする、演劇の仲間達と交わした約束だ。ようやくその約束を果たす時がやって来たのだ。




　だから孝太郎は逸はやる気持ちとティアを抱えて、体育館へと飛び込んでいった。
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あとがき







　皆みなさんお久しぶりです。今回あとがきが一ページだそうなので、手早く参ります。

　今巻は色々とあやしい動きがありました。皆さんもあの後どうなったんだと気になっていると思います。次はあの時に孝太郎がどこで何をしていたのかというお話。珍めずらしくサブタイトルもつく予定です。変則的なお話なので、外伝的な扱あつかいになるのかな？

　近きん況きようを。以前のあとがきで子供が生まれたと紹しよう介かいした友人が、このたび自分の店を持ちました。早速覗のぞきに行ってきましたが、新築で綺き麗れいでした。私も負けじと頑がん張ばりたいと思います。嫁よめ、子供、店。順調で妬ねたましいぞこのやろう（笑）

　うわ、もう終わりのようです。いつもなら謝辞を入れるのですが、今回は簡略化。関係者の皆さんいつもありがとうございます。そして読者の皆さん、次巻七・五巻『白銀の姫と青き騎士』で、またお会いしましょう。


二〇一〇年　十二月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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